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D

ualism
, Kripkeʼs M

odal Argum
ent, Private

Know
ledge and O

ther Problem
s

（
二
元
論
、
ク
リ
プ
キ
の
様
相
論
証
、
私
的
知
識
、�

 
お
よ
び
そ
の
他
の
問
題
）

L

ル
ー
ク

uke M

マ
リ
ク

alik

T
his dissertation is split into tw

o chapters. Each chapter has 

three sections. T
he first section of the first chapter is an 

introduction to the topic of m
ind-body dualism

, its context and 

related them
es. N

o substantive claim
s, beyond those offered by 

others, are m
ade or defended. T

he second section attem
pts to 

define dualism
. D

ualism
 is defined in antithesis to m

onism
, 

particularly,  physicalism
. Physicalism

, is defined by three 

conditions: physical com
pleteness, physical law

fulness, and 

physical reduction. D
ualism

 is show
n to vary in the w

ays it sets 

itself up against m
onism

 by taking a particular line w
ith 

respect to these dim
ensions. D

ualist positions such as 

interactionism
, parallelism

 and epiphenom
enalism

 em
erge from

 

the related choices. D
enying the third condition of m

onism
, 

specifically, denying physical reduction, is a necessary condition 

of dualism
. Section three introduces argum

ents that m
ake such 

denials. Frank Jackson’s K
now

ledge A
rgum

ent is considered 

first, D
avid Chalm

ers Conceivability A
rgum

ent is introduced 

next and after the Inverted Spectrum
 and A

bsent Q
ualia 

argum
ents. K

ripke argum
ent is also introduced. It is the m

ain 

focus of this thesis, for reason given in this section.

In chapter tw
o K

ripke’s m
odal argum

ent for dualism
 is 

explored in m
ore detail. I use

Stephen K
osslyn and N

elson Goodm
an to construct a theory 

of the im
agination that reconstitutes K

ripke’s thinking in term
s 

of a pictorial theory of the im
agination. T

he theory is used to 

reconstruct K
ripke’s M

odal A
rgum

ent against physicalism
. 

K
ripke’s argum

ent does not establish that dualism
 is true, but 

establishes that dualism
 cannot be ruled out. T

his allow
s 

dualism
 to be hypothesized and opened up to other m

oves and 

strategies that m
ight rule it out or falsify it. T

his is the w
ork of 

section tw
o of chapter tw

o: I w
ill attem

pt to falsify the kind of 
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dualism

 suggested by K
ripke’s argum

ent.

T
he second section, then, begins w

ith a generalized statem
ent 

m
ade of the intuition that K

ripke thinks cannot be ruled out. 

T
his hypothesis is called (K

). N
ext, T

hom
as N

agel’s idea that 

one can know
 w

hat it’s like to be another is developed and a 

relationship, (R), specified. T
he basic condition underlying (K

) 

and (R) is also m
ade explicit, i.e. consciousness. T

his is captured 

in an assum
ption, (0). A

 m
inim

al (or prim
a facie) dualism

 is 

exem
plified by this set of assum

ptions: (0), as a necessary 

condition; (K
), as a suffi

cient condition; and (R), the non-skeptical 

relationship inspired by N
agel. T

hese assum
ptions lead to 

absurdity w
hen conjoined w

ith a statem
ent that captures a 

physicalist perspective on know
ledge, w

hich is represented by 

(P). T
he dualist m

ust, of course, abandon (P). T
he question 

asked is if this is actually viable. For exam
ple, the conjunction 

of the rem
aining assum

ptions m
ay seem

s to entail private 

know
ledge, w

hich w
ould be problem

atic. It is show
n that no 

such im
plication follow

s. D
ropping other assum

ptions and 

alternative view
s about w

hat kind of dualism
 (or not) em

erges 

from
 the basic assum

ptions in question are also e xplored, and 

the issue of causality is raised. N
one of the alternatives fair 

better than the kind of dualism
 in question and the problem

 of 

causality is not specifically problem
atic for the dualist alone. 

Indeed, it m
ay be m

ore problem
atic for the physicalist.

 I conclude w
e haven

’t found reasons to rule out the kind of 

dualism
 that takes its cue from

 K
ripke

’s argum
ent for 

m
odality. T

his, how
ever, does not m

ean that dualism
 is ruled in. 

Just that reasons that falsify it haven

’t been found, yet. O
f 

course, the hypothesis has been strengthened by the attem
pt 

to falsify it, and, further, it is noted that the physicalist doctrine 

has, itself, been found to be highly problem
atic.

科
学
と
法
に
お
け
る
シ
ス
テ
ム
論
の
現
代
的
射
程

東　
　
　

暁　

雄

本
博
士
学
位
申
請
論
文
は
、
序
章
、「
第
1
部　

法
シ
ス
テ
ム
と
法
の
概

念
」、「
第
2
部　

社
会
構
成
主
義
の
科
学
論
」、「
第
3
部
「
信
頼
」
の
シ
ス

テ
ム
」、
そ
し
て
終
章
か
ら
な
り
、
本
論
は
「
第
1
部
」、「
第
2
部
」、「
第

3
部
」
の
3
部
構
成
か
ら
な
る
。「
第
1
部
」
は
、「
第
1
章
「
法
」
の
概
念
」、

四
校
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「
第
2
章　

法
化
社
会
と
シ
ス
テ
ム
の
法
理
論
」、「
第
3
章　

対
話
的
合
理

性
と
手
続
的
正
義
」、「
第
4
章　

法
と
正
義
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の

4
つ
の
章
立
て
か
ら
な
る
。「
第
2
部
」
は
、「
第
5
章　

科
学
観
の
再
検
討
」、

「
第
6
章　

科
学
に
お
け
る
社
会
構
成
主
義
」、「
第
7
章　

科
学
と
法
に
お

け
る
思
考
の
構
造
」、「
第
8
章　

リ
ス
ク
と
予
防
原
則
」
の
４
つ
の
章
立
て

か
ら
な
る
。「
第
3
部
」
は
、「
第
9
章　

リ
ス
ク
社
会
に
お
け
る
時
間
の
概

念
」、「
第
10
章　

リ
ス
ク
評
価
に
お
け
る
法
と
政
治
」、「
第
11
章　

リ
ス
ク

社
会
に
お
け
る
「
シ
ス
テ
ム
信
頼
」」
の
3
つ
の
章
立
て
か
ら
な
る
。
以
下
、

そ
の
概
要
を
ま
と
め
る
。

序
章
で
は
、
現
代
社
会
に
お
け
る
科
学
技
術
の
専
門
性
と
は
何
か
と
い
う

点
を
考
察
し
、
次
い
で
、
専
門
家
シ
ス
テ
ム
の
成
立
の
経
緯
と
そ
こ
で
の
認

識
の
問
題
を
考
察
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
指
摘
し
た
。
今
日
の
科
学
技
術
に

関
す
る
諸
問
題
は
、
不
確
実
な
科
学
的
状
況
下
に
お
い
て
「
法
」
そ
の
も
の

の
あ
り
方
を
も
が
不
断
に
問
い
直
さ
れ
て
い
る
と
も
言
え
る
。
で
は
そ
も
そ

も
「
科
学
」
と
「
法
」
の
学
知
は
い
か
な
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
論

文
で
は
、
次
に
「
科
学
」
と
「
法
」
の
構
造
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

第
1
部　

法
シ
ス
テ
ム
と
法
の
概
念

本
論
文
の
「
第
1
部
」
で
は
主
に
ニ
ク
ラ
ス
・
ル
ー
マ
ン
の
シ
ス
テ
ム
論

の
視
点
か
ら
法
に
つ
い
て
の
考
察
と
分
析
を
行
い
、
法
に
つ
い
て
の
倫
理
学

的
な
考
察
が
、
従
来
の
法
理
学
的
な
法
に
つ
い
て
の
合
理
性
・
正
当
性
基
準

に
お
い
て
対
等
な
価
値
を
有
し
て
い
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
極

め
て
社
会
性
を
帯
び
た
現
代
的
な
問
題
に
つ
い
て
法
的
判
断
が
分
か
れ
、
か

つ
既
存
の
法
理
論
で
決
着
が
つ
か
な
い
よ
う
な
「
難
事
案
」
に
直
面
し
た
と

き
、
法
は
倫
理
学
的
な
水
準
か
ら
の
思
考
を
要
求
さ
れ
る
。
従
来
の
哲
学
や

倫
理
学
に
お
い
て
議
論
の
対
象
で
あ
っ
た
賢
慮
や
実
践
知
と
い
っ
た
価
値
規

範
を
ど
の
よ
う
に
法
学
的
領
域
に
お
い
て
再
生
さ
せ
る
か
と
い
う
論
題
は
、

今
日
に
お
い
て
こ
そ
再
考
す
る
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
2
部　

社
会
構
成
主
義
の
科
学
論

法
シ
ス
テ
ム
を
動
態
と
し
て
観
察
し
た
場
合
、
不
確
実
で
作
動
中
の
科
学

の
知
見
は
、
同
じ
く
不
確
実
で
作
動
中
の
法
と
「
相
互
作
用
」
し
て
お
り
、

ゆ
え
に
科
学
に
関
す
る
裁
判
の
問
題
は
、「
法
」
の
尺
度
か
ら
だ
け
で
も
「
科

学
」の
尺
度
か
ら
だ
け
で
も
規
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
う
し
た「
科

学
」
と
「
法
」
の
緊
張
関
係
に
つ
い
て
、
以
下
、
両
者
の
関
係
性
に
つ
い
て

科
学
哲
学
的
な
視
点
か
ら
の
考
察
を
行
な
っ
た
。
と
く
に
ト
ー
マ
ス
・
ク
―

ン
の
考
え
方
を
さ
ら
に
推
し
進
め
た
「
社
会
構
成
主
義
」
と
言
わ
れ
る
考
え

方
に
言
及
し
た
。
現
在
の
不
確
実
な
科
学
的
状
況
下
に
お
け
る
法
的
意
思
決

定
の
問
題
点
に
つ
い
て
考
察
し
た
後
、
社
会
構
成
主
義
は
科
学
と
の
関
わ
り

を
考
え
る
上
で
、
科
学
の
状
況
依
存
性
や
暫
定
性
と
い
っ
た
様
々
な
限
定
性

や
不
完
全
性
に
こ
そ
目
を
向
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
点
を
指
摘
し

た
。

第
3
部
「
信
頼
」
の
シ
ス
テ
ム

本
論
文
で
は
、
第
1
部
で
「
法
」
を
、
第
2
部
で
は
「
科
学
」
を
、
い
わ

四
校
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ば
独
立
し
た
位
置
づ
け
で
論
じ
て
き
た
。
そ
れ
は
「
法
」
と
「
科
学
」
の
思

考
様
式
の
異
同
を
意
識
す
る
と
い
う
意
図
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ

う
し
た
両
者
に
つ
い
て
の
考
察
を
こ
の
「
第
3
部
」
の
議
論
に
お
い
て
統
合

す
る
。
リ
ス
ク
社
会
に
お
け
る
シ
ス
テ
ム
論
的
考
察
を
行
な
い
、
リ
ス
ク
に

お
け
る
「
信
頼
」
概
念
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
ル
ー
マ
ン
に
よ
る
信
頼
理
論

に
関
し
て
は
、
信
頼
が
果
た
す
社
会
的
機
能
に
着
目
す
る
と
い
う
機
能
的
分

析
が
そ
の
基
礎
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
点
に
注
視
し
、
信
頼
の
機
能
的
分

析
に
お
い
て
準
拠
す
る
「
複
雑
性
」
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
社
会
的
な
事
象

の
複
雑
性
を
縮
減
す
る
と
い
う
機
能
を
果
た
す
社
会
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
ひ
と

つ
が
ル
ー
マ
ン
の
理
解
す
る
「
信
頼
」
な
の
で
あ
り
、ル
ー
マ
ン
の
「
信
頼
」

の
概
念
は
「
人
格
的
信
頼
」
か
ら
「
シ
ス
テ
ム
信
頼
」
と
に
分
化
す
る
。
こ

の
「
シ
ス
テ
ム
信
頼
」
は
社
会
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
調
整
を
受
け
、「
シ
ス
テ

ム
信
頼
」
の
概
念
が
今
日
の
リ
ス
ク
社
会
に
お
い
て
、
シ
ス
テ
ム
論
と
い
う

理
論
的
地
平
に
深
く
関
連
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
を
指
摘
し
た
。

終
章本

論
文
で
は
、
科
学
的
に
不
確
実
な
状
況
下
に
お
け
る
法
的
意
思
決
定
の

あ
り
方
を
、
従
来
の
科
学
論
か
ら
科
学
に
お
け
る
社
会
構
成
主
義
に
至
る
道

程
を
概
観
し
た
。
ま
た
同
時
に
法
と
科
学
の
学
知
の
構
造
上
の
異
同
を
比
較

考
察
し
、
現
代
の
リ
ス
ク
社
会
に
お
け
る
法
や
政
治
・
政
策
の
妥
当
性
の
境

界
を
ニ
ク
ラ
ス
・
ル
ー
マ
ン
の
「
信
頼
」
の
概
念
か
ら
再
考
察
を
行
な
っ
た
。

ル
ー
マ
ン
の
シ
ス
テ
ム
論
の
現
代
的
射
程
は
、
科
学
的
不
確
実
な
リ
ス
ク
社

会
に
お
け
る
今
日
に
お
い
て
こ
そ
、
そ
の
真
価
が
発
揮
さ
れ
得
る
も
の
で
あ

り
、上
位
的
価
値
規
範
が
不
断
に
疑
義
を
呈
さ
れ
る
現
代
こ
そ
、「
実
践
理
性
」

の
今
日
的
あ
り
方
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。

福
祉
哲
学
の
継
承
と
再
生

―
社
会
福
祉
の
経
験
を
い
ま
問
い
直
す
―

中　

村　
　
　

剛

こ
れ
ま
で
、
社
会
福
祉
を
根
本
か
ら
問
い
直
す
「
福
祉
哲
学
」
と
い
う
営

み
が
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
哲
学
が
継
承
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
哲
学
を
喪
失
し
か
け
た
中
で
社
会
福
祉
政
策
が
策
定
さ
れ
、
社
会
福
祉

実
践
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
、
福
祉
哲
学
を
継
承
し
そ
れ

を
再
生
す
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

第
Ⅰ
部
「
福
祉
哲
学
の
生
成
」
で
は
、「
こ
う
す
れ
ば
福
祉
哲
学
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
仮
説
を
提
示
し
た
。
本
研
究
は
こ

の
仮
説
を
検
証
す
る
た
め
に
、
そ
こ
で
提
示
さ
れ
て
い
る
枠
組
み
に
沿
っ
て

福
祉
哲
学
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「
福
祉
哲
学
の
枠
組
み
と
プ
ロ
セ
ス
は
、
社
会
福
祉
の
経
験
を
巡
っ
て
、

社
会
福
祉
の
現
実
に
目
を
向
け
る
（
視
る
べ
き
も
の
を
視
る
）
↓
そ
の
現
実

四
校
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の
中
で
声
な
き
声
を
聴
き
、
そ
の
声
に
応
え
る
形
で
問
い
考
え
る
（
呻
き
に

応
え
る
）
↓
原
理
や
本
質
な
ど
社
会
福
祉
に
お
い
て
大
切
な
こ
と
を
言
葉
に

す
る
（
一
例
と
し
て
「
こ
の
子
ら
を
世
の
光
に
」）
↓
社
会
福
祉
の
経
験

…
…
と
い
う
思
考
の
循
環
運
動
の
な
か
で
、
社
会
福
祉
の
経
験
を
学
び
直
す

こ
と
で
あ
る
」

本
研
究
は
筆
者
自
身
の
社
会
福
祉
の
経
験
を
基
盤
と
し
て
い
る
。
福
祉
哲

学
は
〝
視
る
べ
き
も
の
を
視
る
〞
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
こ
こ
で
い
う
〝
視
る

べ
き
も
の
〞
と
は
、〝
人
と
し
て
の
尊
厳
が
剥
奪
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
状
況
〞

で
あ
り
、
社
会
福
祉
が
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。
視
る
べ

き
も
の
の
中
に
身
を
置
い
た
と
き
、
そ
こ
に
は
眼
差
し
が
示
す
懇
願
、
体
や

行
動
が
示
す
拒
否
、
あ
る
い
は
呻
き
と
い
っ
た
声
に
な
ら
な
い
声
が
発
せ
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
そ
こ
に
は
「
な
ぜ
」「
ど
う
し
て
」
と
い
う
問

い
も
潜
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
声
や
問
い
に
応
え
る
中
で
、
社
会
福
祉
の
原

理
、
目
的
、
本
質
を
問
う
、
福
祉
哲
学
と
い
う
独
自
の
思
考
が
立
ち
上
が
る
。

第
Ⅱ
部
「
福
祉
哲
学
を
実
践
す
る
」
で
は
、
社
会
福
祉
の
原
理
、
目
的
、

本
質
と
い
っ
た
福
祉
哲
学
の
問
い
に
つ
い
て
、
3
つ
の
方
法
を
用
い
て
考
え

た
。
1
つ
め
は
、
福
祉
哲
学
の
先
覚
者
や
他
の
領
域
か
ら
学
ぶ
こ
と
で
あ
る
。

先
覚
者
と
し
て
は
小
倉
襄
二
と
阿
部
志
郎
の
福
祉
哲
学
と
福
祉
思
想
か
ら
学

び
、
他
の
領
域
に
つ
い
て
は
、
社
会
科
学
（
再
帰
的
近
代
化
、
リ
ス
ク
社
会

な
ど
）、
法
・
政
治
哲
学
（
バ
ー
リ
ン
や
シ
ュ
ク
ラ
ー
の
自
由
論
、
ロ
ー
ル

ズ
や
セ
ン
、
デ
リ
ダ
ら
の
正
義
論
）、
そ
し
て
、
文
学
（
ブ
ラ
ン
シ
ョ
、
エ

リ
ス
ン
、
プ
ル
ー
ス
ト
）
か
ら
学
び
、
福
祉
哲
学
の
問
い
に
つ
い
て
考
え
た
。

2
つ
め
は
、
現
象
学
を
用
い
た
事
象
分
析
で
あ
る
。
村
上
靖
彦
が
明
ら
か
に

し
た
対
人
関
係
と
い
う
事
象
が
成
り
立
つ
仕
組
み
や
働
き
を
参
考
に
し
て
、

筆
者
が
経
験
し
た
他
者
を
支
援
す
る
と
い
う
事
象
の
分
析
を
試
み
た
。
そ
し

て
3
つ
め
は
対
話
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
釜
ヶ
崎
と
い
う
〝
視
る
べ
き
と
こ

ろ
〞
に
身
を
置
き
、
日
雇
労
働
者
か
ら
学
び
な
が
ら
『
聖
書
』
を
原
典
に
あ

た
り
読
み
直
し
て
い
る
本
田
哲
郎
神
父
と
の
対
話
を
行
な
っ
た
。

第
Ⅲ
部
「
福
祉
哲
学
が
も
た
ら
す
も
の
」
で
は
、
ま
ず
、
第
Ⅱ
部
に
お
け

る
考
察
を
根
拠
に
、
社
会
福
祉
の
原
理
、
目
的
、
本
質
に
つ
い
て
学
び
直
し

た
こ
と
を
、
可
能
な
限
り
根
源
的
か
つ
体
系
的
に
整
理
し
て
示
し
た
。
そ
し

て
そ
の
後
に
、
最
初
に
提
示
し
た
仮
説
の
妥
当
性
を
検
証
し
、
最
後
に
、
今

後
の
研
究
課
題
と
方
向
性
を
整
理
し
て
示
し
た
。

よ
そ
者
の
想
像

―
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
抗
す
る
読
み
の
実
践
―

沈シ
ン　

正ジ
ョ
ン
ミ
ョ
ン明

本
論
文
で
は
、
文
学
、
中
で
も
エ
リ
ー
ト
の
専
有
物
で
は
な
く
一
種
の
大

衆
文
化
と
し
て
の
小
説
を
題
材
に
し
、
そ
れ
ら
の
読
み
を
つ
う
じ
て
、
国
民
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的
な
想
像
力
を
内
破
し
よ
う
と
試
み
た
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
唄
わ

れ
て
久
し
い
が
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
に
基
づ
く
想
像
は
今
で
も
根
強
く
残
っ
て
い

る
。「
外
国
人
」
観
光
客
、「
外
国
人
」
犯
罪
者
、「
外
国
人
」
労
働
者
な
ど

の
日
常
的
な
言
葉
が
表
し
て
い
る
よ
う
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
世
界
は
む
し
ろ
、

国

－

内
に
外

－

国
を
無
数
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
の
だ
。
日
韓
の
関
係

も
そ
の
例
外
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
文
化
交
流
が
増
え
た
今
、
い
つ
に
な
く

ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
言
説
が
目
立
つ
の
は
偶
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、

固
有
の
文
化
や
ネ
イ
シ
ョ
ン
と
い
う
実
体
が
当
然
の
も
の
と
し
て
想
定
さ
れ
、

そ
の
う
え
で
交
流
や
共
存
を
語
る
と
い
っ
た
、
問
題
の
と
ら
え
方
そ
の
も
の

を
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
境
界
に
お

い
て
規
定
さ
れ
る
「
わ
れ
わ
れ
」
と
「
か
れ
ら
」
と
言
っ
た
区
分
を
問
い
直

す
た
め
に
は
、
人
々
の
想
像
と
い
う
も
の
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

言
い
か
え
れ
ば
、
小
説
な
ど
印
刷
メ
デ
ィ
ア
を
つ
う
じ
て
一
つ
の
ネ
イ
シ
ョ

ン
を
想
像
す
る
と
さ
れ
る
個
々
の
匿
名
の
読
者
と
い
う
次
元
に
立
ち
戻
る
こ

と
が
要
求
さ
れ
る
の
だ
。
そ
れ
ら
の
読
者
た
ち
を
ネ
イ
シ
ョ
ン
と
は
異
な
る

主
体
と
し
て
と
ら
え
る
の
は
、
書
か
れ
た
内
容
を
い
か
に
読
む
か
と
い
う
読

み
の
実
践
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
。

ネ
イ
シ
ョ
ン
と
い
う
共
同
体
を
構
成
す
る
と
さ
れ
る
個
の
問
題
を
考
え
る

た
め
、
ま
ず
星
野
智
幸
の
『
俺
俺
』
と
『
ロ
ン
リ
ー
・
ハ
ー
ツ
・
キ
ラ
ー
』

を
読
ん
だ
。
二
つ
の
小
説
は
、「
わ
れ
わ
れ
」
と
同
一
化
で
き
な
い
「
外
国
人
」

の
問
題
を
明
確
に
提
起
す
る
。
そ
れ
ら
に
お
い
て
、
自
己
同
一
的
な
「
私
」

は
外
部
に
「
外
国
人
」
を
設
定
す
る
こ
と
に
お
い
て
成
立
す
る
が
、
そ
の
よ

う
な
他
性
と
は
も
と
よ
り
個
が
存
在
す
る
条
件
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
留
ま

ら
な
い
共
同
性
は
、
み
な
が
「
俺
」
で
は
な
く
統
合
さ
れ
な
い
「
外
国
人
」

と
し
て
あ
る
と
き
実
現
さ
れ
る
と
い
う
結
論
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
。

次
に
、
そ
の
よ
う
な
「
私
」
た
ち
の
集
合
と
し
て
の
大
衆
の
問
題
を
考
え

る
た
め
に
、
伊
坂
幸
太
郎
の
「
魔
王
」
と
「
呼
吸
」、『
モ
ダ
ン
タ
イ
ム
ス
』

を
読
ん
だ
。
小
説
に
お
け
る
大
衆
を
考
え
る
と
き
、
二
つ
の
位
相
に
お
け
る

表
象
が
問
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
ず
、
他
の
表
現
様
式
と
同
様
、
小
説
は
個
々

人
と
一
か
た
ま
り
の
人
間
の
流
れ
を
描
け
る
が
、
大
衆
そ
の
も
の
を
現
前
さ

せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
点
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
大
衆

は
、
た
と
え
ば
人
民
と
な
ら
ず
者
た
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
民
と
難
民
と
い
っ

た
よ
う
に
、
縦
に
横
に
分
割
さ
れ
た
も
の
と
し
て
と
ら
わ
れ
て
き
た
。
私
た

ち
を
取
り
巻
く
シ
ス
テ
ム
に
い
か
に
対
抗
す
る
か
を
問
う
こ
れ
ら
の
小
説
を

手
掛
か
り
に
し
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
に
よ
り
分
割
さ
れ
な
い
大
衆
的
主
体
は
、
現

実
の
仕
組
み
と
さ
れ
る
も
の
に
異
を
唱
え
る
者
た
ち
の
つ
な
が
り
に
お
い
て

ま
ず
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
結
論
が
出
さ
れ
る
。

「
俺
」
に
な
ら
な
い
も
の
と
し
て
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
考

え
る
た
め
に
は
、
伊
井
直
行
の
『
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
の
レ
ワ
ニ
ワ
』
と
李
良
枝

の『
由
煕
』を
読
ん
だ
。
前
者
で
は
、「
日
本
人
」と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
名
前
が
い
か
に
流
用
さ
れ
う
る
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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言
語
に
お
け
る
行
為
は
今
す
ぐ
現
実
の
差
別
を
な
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

現
実
的
で
あ
る
と
さ
れ
る
物
事
の
編
成
を
問
題
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
や
は

り
現
実
に
介
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
ナ
ニ
ジ
ン
」
と
い
う
言
葉
が
骨
抜

き
に
さ
れ
る
実
践
も
そ
こ
か
ら
は
じ
ま
る
だ
ろ
う
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
の
問
題
が
よ
り
明
確
に
現
れ
て
い
る
後
者
に
お
い
て
は
、
小
説

に
お
け
る
言
語
を
め
ぐ
る
葛
藤
が
、
実
体
と
し
て
の
韓
国
／
日
本
、
韓
国
語

／
日
本
語
と
い
う
両
者
択
一
的
な
関
係
性
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
自
己
同
一

性
に
還
元
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
「
余
白
」
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う

読
み
を
提
示
し
た
。『
由
煕
』
を
も
っ
ぱ
ら
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
あ
い
だ
に
存
在
す
る
小
説
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
越
え
よ
う
と
す
る
小

説
と
し
て
読
む
と
き
、
読
者
は
そ
の
よ
う
な
軸
に
も
と
づ
い
て
境
界
を
設
定

し
つ
づ
け
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。

最
後
に
、
奥
田
英
郎
の
『
サ
ウ
ス
バ
ウ
ン
ド
』
を
通
じ
て
、
日
本
語
小
説

の
「
外
部
」
と
し
て
の
「
韓
国
」
の
「
読
者
」
に
接
近
す
る
。
長
ら
く
テ
ク

ス
ト
の
外
部
に
留
ま
っ
て
い
た
読
者
の
創
造
的
な
（
誤
）
読
に
注
目
し
、
ナ

シ
ョ
ナ
ル
な
想
像
の
外
部
と
さ
れ
る「
外
国
」の
読
者
の
読
み
に
そ
っ
て「
日

本
」
の
「
外
部
」
と
し
て
の
「
南
」
を
想
像
す
る
小
説
を
読
む
こ
と
に
よ
り
、

ネ
イ
シ
ョ
ン
の
境
界
に
か
か
わ
っ
て
小
説
が
い
か
な
る
想
像
を
触
発
し
う
る

か
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
結
論
的
に
は
、
小
説
に
お
い
て
一
種
の
ユ
ー
ト

ピ
ア
と
し
て
描
か
れ
る
「
南
」
は
、
国
境
の
外
に
で
は
な
く
、
ネ
イ
シ
ョ
ン

ま
た
は
シ
ス
テ
ム
の
内
部
に
切
り
込
む
、
シ
ス
テ
ム
か
ら
除
外
さ
れ
た
者
た

ち
と
つ
な
が
り
、
常
に
「
外
国
人
」
と
し
て
あ
る
私
た
ち
の
「
集
ま
り
」
に

お
い
て
確
保
さ
れ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
ま
と
め
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
こ
の
論
文
は
何
よ
り
も
読
者
と

い
う
位
置
に
こ
だ
わ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
と
き
の
位
置
性

は
、
あ
ら
か
じ
め
与
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
読
む
こ
と
に
お
い
て
獲
得

さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
他
の
読
者
た
ち
と
い
つ
で
も
つ
な
が
り
う
る
可
能
性

に
お
い
て
設
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。「
日

本
人
」
や
「
日
本
文
化
」、
な
ど
と
い
っ
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
実
体
に
絶
え
ず

回
収
さ
れ
る
既
存
の
読
み
の
抗
す
る
以
上
の
読
み
の
実
践
に
お
い
て
、
そ
の

よ
う
な
想
像
そ
の
も
の
を
揺
る
が
し
、
平
等
な
個
々
の
読
者
を
つ
か
の
間
結

び
つ
け
る
共
同
性
の
端
緒
を
見
据
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
小
説
は
、
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
に
抗
し
う
る
の
だ
。

解
放
後
在
日
朝
鮮
人
の
政
治
社
会
史

 

鄭チ
ョ
ン 

祐
　
ウ
ヂ
ョ
ン
　宗

本
論
文
の
主
題
は
、
在
日
朝
鮮
人
の
存
在
と
自
由
を
め
ぐ
る
歴
史
学
で
あ

る
。
本
論
文
の
問
題
意
識
を
述
べ
る
。「
南
北
共
同
宣
言
」
に
始
ま
る

二
〇
〇
〇
年
代
―
。
統
一
問
題
は
か
つ
て
な
く
前
進
し
、
海
外
在
住
の
在
日

朝
鮮
人
に
と
っ
て
「
閉
じ
ら
れ
た
心
の
扉
」
が
開
か
れ
よ
う
と
す
る
転
換
期
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で
あ
っ
た
。
自
国
へ
の
往
来
が
活
発
に
試
み
ら
れ
、
彼
ら
が
国
際
舞
台
で
活

躍
す
る
場
も
開
か
れ
た
。
し
か
し
現
在
も
在
日
朝
鮮
人
個
々
人
は
、
自
己
が

自
己
を
抑
圧
す
る
精
神
状
況
を
厳
し
く
生
き
る
。
本
論
文
は
、
こ
う
し
た
背

景
を
可
視
化
さ
せ
る
た
め
、
8
・
15
解
放
後
の
在
日
朝
鮮
人
史
を
歴
史
学
の

方
法
に
よ
っ
て
光
を
あ
て
よ
う
と
す
る
研
究
で
あ
る
。
資
料
に
は
、
在
日
朝

鮮
人
運
動
・
生
活
に
関
わ
る
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
所
蔵
新
聞
・
雑
誌
、
日
本
占
領

関
係
資
料
、
情
報
公
開
請
求
に
よ
る
公
文
書
を
利
用
す
る
。

ま
ず
、
第
1
部
（
第
1
章
〜
第
4
章
、
補
論
）
が
、
在
日
朝
鮮
人
の
地
位

問
題
を
主
軸
に
、
極
東
委
員
会
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
、
米
陸
軍
、
日
本
政
府
、
山
口

県
と
い
う
主
体
を
検
討
す
る
。

第
1
章
は
、
１
９
４
６
年
11
月
20
日
米
太
平
洋
陸
軍
渉
外
局
発
表
の
意
義

を
明
ら
か
に
す
る
。
8
・
15
解
放
後
に
お
け
る
在
日
朝
鮮
人
地
位
問
題
の
基

本
的
な
対
立
点
は
、
１
９
４
６
年
6
月
5
日
「
極
東
委
員
会
政
策
決
定
」
と

１
９
４
６
年
11
月
20
日
「
米
陸
軍
渉
外
局
発
表
」
と
の
間
に
あ
っ
た
が
、「
解

放
人
民
」
と
規
定
し
た
連
合
国
の
基
本
方
針
は
、
米
国
政
府
の
意
向
を
受
け
、

１
９
４
６
年
11
月
に
米
陸
軍
に
よ
っ
て
無
力
化
さ
れ
る
。
次
に
１
９
４
８
年

1
月
24
日
文
部
省
学
校
教
育
局
長
通
達
「
朝
鮮
人
設
立
学
校
の
取
扱
い
に
つ

い
て
」
が
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
覚
書
で
は
な
く
、
米
陸
軍
発
表
を
根
拠
と
す
る
。
米

陸
軍
発
表
自
体
は
、
日
本
政
府
を
拘
束
す
る
権
限
を
持
た
な
か
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
米
側
は
日
本
側
を
拘
束
し
た
。
ま
た
日
本
政
府
は
米
陸
軍
に
協

力
し
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
に
規
定
さ
れ
た
責
任
を
切
り
離
し
た
。

第
2
章
・
第
3
章
は
山
口
県
の
研
究
で
あ
る
。
第
2
章
は
、
朝
鮮
総
督
府

官
吏
を
は
じ
め
と
す
る
植
民
地
官
吏
の
県
内
任
用
、
県
内
在
住
朝
鮮
人
へ
の

諸
政
策
を
検
討
す
る
。
第
2
章
に
は
補
論
が
設
定
さ
れ
、
京
都
府
に
お
け
る

特
高
内
鮮
係
経
歴
者
の
戦
後
任
用
の
事
例
が
論
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
分
析

を
受
け
、
続
く
第
3
章
が
、
１
９
４
９
年
2
月
〜
3
月
田
中
龍
夫
山
口
県
知

事
が
作
成
し
た
「
田
中
意
見
書
」、
更
に
１
９
４
９
年
8
月
下
関
事
件
を
論

じ
る
。「
田
中
意
見
書
」
は
、敗
戦
後
日
本
を
取
り
巻
く
根
本
的
変
化
と
し
て
、

山
口
県
が
日
本
の
安
全
保
障
の
最
前
線
に
立
地
し
た
と
し
、
中
国
・
朝
鮮
に

お
け
る
革
命
、
南
朝
鮮
に
お
け
る
反
政
府
運
動
、
こ
れ
と
連
動
し
た
県
内
朝

鮮
人
運
動
に
注
意
を
向
け
た
。「
田
中
意
見
書
」
は
、
朝
鮮
の
革
命
を
日
本

の
安
全
保
障
の
脅
威
と
認
識
し
、
か
く
し
て
対
在
日
朝
鮮
人
政
策
の
目
的
の

転
換
を
主
張
し
た
。

以
上
を
受
け
、
第
4
章
は
日
米
安
保
条
約
を
取
り
上
げ
る
。
先
行
研
究
で

は
、
在
日
朝
鮮
人
地
位
問
題
は
講
和
問
題
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
が
、

本
論
は
新
た
に
安
保
問
題
と
の
関
係
を
問
う
。
１
９
５
０
年
6
月
朝
鮮
内
戦

に
対
し
、
米
国
は
自
国
兵
力
投
入
を
決
定
し
た
が
、
日
本
が
米
国
の
軍
事
介

入
に
組
み
込
ま
れ
た
１
９
５
０
年
7
月
〜
9
月
は
重
要
な
変
容
期
で
あ
っ
た
。

同
時
期
、
米
・
日
間
に
お
い
て
安
保
問
題
が
講
和
問
題
の
上
位
に
位
置
づ
け

ら
れ
、
こ
の
変
容
は
在
日
朝
鮮
人
の
地
位
問
題
と
も
結
び
つ
く
。
日
本
政
府

は
、
対
日
平
和
条
約
発
効
後
、
出
入
国
管
理
令
適
用
を
開
始
す
る
。

１
９
５
２
年
8
月
法
務
省
入
国
管
理
局
が
発
足
し
、
日
本
政
府
は
在
日
朝
鮮
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人
の
強
制
隔
離
収
容
を
追
求
す
る
。
安
保
条
約
後
の
新
た
な
展
開
は
「
日
本

側
に
よ
る
要
請
」
と
「
米
側
に
よ
る
協
力
」
へ
の
変
容
で
あ
っ
た
。

後
編
の
第
2
部
（
第
5
章
〜
第
8
章
）
は
、
在
日
朝
鮮
人
の
自
由
権
を
主

題
と
し
、
第
5
章
が
「
人
身
の
自
由
」
を
、
第
6
章
〜
第
8
章
が
「
教
育
の

自
由
」
を
検
討
す
る
。

第
5
章
は
、
外
国
人
登
録
法
制
の
統
治
実
態
に
着
目
し
、「
人
身
の
自
由
」

の
阻
害
実
態
を
検
討
す
る
。
戦
後
日
本
に
お
け
る
外
国
人
登
録
法
制
の
絶
対

的
な
性
格
は
、
常
時
携
帯
呈
示
義
務
、
指
紋
押
捺
、
切
替
制
に
実
現
さ
れ
、

制
度
そ
の
も
の
が
「
人
身
の
自
由
」
に
対
す
る
拘
束
の
一
形
態
と
な
る
。

第
6
章
〜
第
8
章
は
、
民
族
教
育
の
研
究
で
あ
る
。
第
6
章
・
第
7
章
は
、

在
日
朝
鮮
人
の
生
活
と
運
動
の
結
節
点
を
教
育
と
い
う
場
に
設
定
し
、
民
族

教
育
を
新
し
い
社
会
制
度
の
実
現
と
位
置
づ
け
る
。
教
育
費
の
性
質
を
め

ぐ
っ
て
は
見
解
の
重
層
性
が
あ
り
、
自
由
権
、
貧
窮
対
策
、
反
対
給
付
、
社

会
権
の
い
ず
れ
も
が
主
張
さ
れ
た
が
、
特
筆
さ
れ
る
の
は
、「
教
育
の
自
由
」

が
保
障
さ
れ
る
た
め
に
教
育
費
が
保
障
さ
れ
る
べ
き
と
い
う
自
由
権
の
見
解

で
あ
っ
た
。
在
日
朝
鮮
人
の
学
校
教
育
の
地
位
は
、
１
９
４
９
年
10
月
「
閣

議
決
定
」
後
の
強
制
閉
鎖
の
中
で
、「
教
育
の
自
由
」
そ
の
も
の
が
阻
害
さ
れ
、

朝
鮮
人
教
育
の
自
主
性
が
切
り
離
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
事
態
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
一
部
地
域
で
は
閉
鎖
措
置
そ
の
も
の
を
拒
否
し
、
学
校
教
育
が
継
続
的

に
自
主
運
営
さ
れ
、
１
９
５
２
年
10
月
〜
11
月
に
か
け
て
、
民
族
教
育
運
動

に
お
け
る
方
針
統
一
が
図
ら
れ
る
。

こ
の
後
、
１
９
５
０
年
代
〜
60
年
代
に
は
、
公
立
朝
鮮
人
学
校
の
自
主
移

管
、
自
主
学
校
の
新
規
認
可
と
い
う
方
向
に
進
ん
だ
。
第
8
章
は
、

１
９
５
０
年
大
阪
市
が
設
置
し
た
西
今
里
中
学
校
を
取
り
上
げ
、
１
９
６
１

年
大
阪
朝
鮮
学
園
へ
と
移
管
さ
れ
る
経
緯
を
検
討
す
る
。
各
種
学
校
認
可
は
、

法
制
度
の
変
化
だ
け
で
な
く
、
在
日
朝
鮮
人
ら
の
心
理
的
変
化
を
も
た
ら
し
、

朝
鮮
人
の
子
ど
も
た
ち
、
父
母
た
ち
に
朝
鮮
人
と
し
て
生
き
る
勇
気
を
も
た

ら
し
た
。

考
察
結
果
に
基
き
、
結
論
を
提
示
す
る
。
在
日
朝
鮮
人
の
政
治
社
会
は
、

自
由
権
の
阻
害
を
超
え
て
、
植
民
地
主
義
が
持
ち
込
ま
れ
、
特
に
外
国
人
登

録
法
制
の
絶
対
性
を
通
じ
て
、
在
日
朝
鮮
人
を
個
々
に
分
断
し
、
自
己
の
存

在
そ
の
も
の
を
在
日
朝
鮮
人
自
身
に
不
当
に
認
識
さ
せ
て
き
た
。
敗
戦
後
日

本
の
対
在
日
朝
鮮
人
政
策
の
特
質
は
、
朝
鮮
戦
争
の
一
部
と
し
て
の
新
し
い

形
態
と
い
う
よ
り
、
植
民
地
主
義
を
土
台
と
す
る
存
在
抹
消
論
に
あ
り
、
朝

鮮
戦
争
の
展
開
は
従
属
要
因
で
あ
っ
た
。

近
代
日
本
に
お
け
る
対
中
国
借
款
の
研
究

久
保
田　

裕　

次

本
稿
の
目
的
は
、
借
款
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
近
代
日
本
の
対
中
国
政
策

と
り
わ
け
経
済
政
策
の
特
質
に
迫
る
こ
と
で
あ
る
。
近
代
日
本
の
対
中
国
借

四
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款
は
、
日
本
資
本
主
義
史
研
究
に
よ
っ
て
、
主
に
近
代
日
本
の
帝
国
主
義
的

発
展
と
の
関
わ
り
の
な
か
で
評
価
さ
れ
て
き
た
。
一
方
、
第
一
次
世
界
大
戦

以
後
に
つ
い
て
は
、
大
戦
後
の
東
ア
ジ
ア
国
際
秩
序
で
あ
っ
た
ワ
シ
ン
ト
ン

体
制
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
か
ら
、
新
四
国
借
款
団
に
関
す
る
政
治
外
交

史
研
究
が
進
展
し
た
。
本
稿
は
こ
う
し
た
研
究
成
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
第

一
次
世
界
大
戦
以
前
の
対
中
国
借
款
の
展
開
と
そ
の
特
質
を
再
検
討
し
た
。

国
際
借
款
団
（
旧
四
国
、
六
国
）
と
日
本
と
の
関
係
や
華
中
・
華
南
利
権
に

対
す
る
借
款
の
展
開
過
程
の
分
析
を
具
体
的
な
課
題
と
し
た
。

第
一
章
で
は
、
日
清
日
露
戦
争
期
に
お
け
る
対
中
国
借
款
の
展
開
過
程
に

注
目
し
、
対
中
国
借
款
の
起
源
と
そ
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
た
。
日
清
戦
後

に
官
営
八
幡
製
鉄
所
と
漢
陽
鉄
政
局
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
鉄
鉱
石
と
コ
ー

ク
ス
に
関
す
る
売
買
契
約
が
基
礎
と
な
り
、
日
露
戦
争
の
直
前
に
は
「
製
鉄

国
策
」
や
軍
備
拡
張
と
い
っ
た
国
家
的
課
題
か
ら
漢
陽
鉄
政
局
に
借
款
が
供

与
さ
れ
た
。
ま
た
、
日
本
政
府
は
「
勢
力
圏
」
と
し
て
確
保
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
福
建
省
で
の
鉄
道
敷
設
に
関
す
る
閣
議
決
定
を
行
い
、
華
中
・
華
南

の
鉄
道
利
権
の
獲
得
に
乗
り
出
し
た
。
対
中
国
借
款
は
、
鉄
道
敷
設
熱
の
高

ま
り
や
製
鉄
業
の
振
興
を
背
景
と
し
た
、
地
方
総
督
、
中
国
各
地
の
鉄
路
公

司
や
漢
陽
鉄
政
局
の
要
請
に
大
き
く
左
右
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

第
二
章
で
は
、
辛
亥
革
命
期
に
お
け
る
対
中
国
借
款
の
質
的
転
換
を
指
摘

し
た
。
武
昌
蜂
起
以
前
、
日
本
政
府
は
満
州
権
益
に
関
す
る
優
先
権
を
他
国

に
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
清
朝
支
持
で
は
欧
米
と
一
致
し

て
い
た
。
し
か
し
、
武
昌
蜂
起
が
発
生
す
る
と
、
日
本
の
長
江
流
域
利
権
へ

の
借
款
が
革
命
派
支
援
に
つ
な
が
る
可
能
性
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う

し
た
借
款
は
中
国
の
内
政
に
干
渉
す
る
性
格
を
持
っ
た
た
め
、
政
治
借
款
と

位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
の
六
国
借
款
団

へ
の
参
加
に
つ
い
て
も
新
た
な
見
方
を
提
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
日
本
の
長

江
流
域
利
権
を
担
保
と
し
た
借
款
が
イ
ギ
リ
ス
政
府
や
旧
四
国
借
款
団
に
一

定
の
脅
威
を
与
え
た
た
め
、
横
浜
正
金
銀
行
の
六
国
借
款
団
へ
の
参
加
が
実

現
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、日
本
政
府
・
正
金
銀
行
は
六
国
借
款
団
に
「
支

那
保
全
」
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
借
款
団
で
は
「
調
整
役
」
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
て
い
た
。

第
三
章
で
は
、
対
華
二
一
カ
条
要
求
中
の
華
中
・
華
南
利
権
関
連
条
項
の

外
交
史
的
意
義
を
考
察
し
た
。
対
華
二
一
カ
条
要
求
の
第
三
号
と
第
五
号
第

五
条
は
中
国
の
内
政
に
干
渉
し
、長
江
流
域
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
の
「
勢
力
圏
」

に
対
す
る
経
済
的
影
響
力
の
拡
大
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
政

府
に
は
日
英
の
「
勢
力
圏
」
認
識
に
変
容
を
迫
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。
ま
た
、
第
三
号
や
第
五
号
第
五
条
に
は
、
福
建
省
を
「
勢
力
圏
」

と
し
て
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
長
江
流
域
利
権
の
獲
得
と
い
う
日
清

戦
後
か
ら
存
在
し
て
い
た
日
本
の
「
勢
力
圏
」
認
識
が
前
提
に
あ
っ
た
。

第
四
章
で
は
、
九
州
製
鋼
株
式
会
社
の
設
立
に
注
目
し
て
、
対
漢
冶
萍
公

司
借
款
に
関
す
る
方
針
の
変
化
を
明
ら
か
に
し
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
以
前

の
対
漢
冶
萍
公
司
借
款
は
製
鉄
原
料
の
確
保
を
主
要
な
目
的
と
し
て
、
外
務
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省
―
大
蔵
省
―
農
商
務
省
の
三
位
一
体
の
関
係
に
基
づ
い
て
実
行
さ
れ
た
。

し
か
し
、
一
五
〇
〇
万
円
借
款
の
締
結
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
る
正
貨
蓄

積
と
そ
れ
に
と
も
な
う
対
中
国
投
資
の
振
興
、「
日
支
親
善
」
論
の
高
ま
り

な
ど
を
背
景
に
、「
債
権
の
保
護
」
が
製
鉄
原
料
の
確
保
と
同
等
の
政
策
目

標
と
し
て
浮
上
し
た
こ
と
で
、
正
金
銀
行
（
大
蔵
省
）
と
農
商
務
省
と
の
間

で
の
足
並
み
の
乱
れ
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
両
立
を
図
る
た
め

に
実
行
さ
れ
た
の
が
九
州
製
鋼
会
社
の
設
立
で
あ
っ
た
。

第
五
章
で
は
、
大
蔵
大
臣
で
あ
っ
た
勝
田
主
計
の
政
策
論
を
分
析
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
寺
内
正
毅
内
閣
期
の
対
中
国
借
款
の
特
質
を
再
検
討
し
、
以

下
の
点
を
明
ら
か
に
し
た
。
第
一
に
、
勝
田
は
「
鮮
満
金
融
の
一
体
化
」
に

積
極
的
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
「
中
国
本
土
」（China Proper

）

に
ま
で
拡
大
さ
せ
る
こ
と
に
は
消
極
的
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、
西
原
借
款
で

は
、
遊
資
の
活
用
や
物
価
調
整
な
ど
の
国
内
的
要
因
や
国
際
借
款
団
を
尊
重

す
る
と
い
う
対
外
的
な
配
慮
に
よ
っ
て
、
欧
米
協
調
に
反
し
な
い
と
の
判
断

か
ら
実
質
的
な
政
治
借
款
が
経
済
借
款
と
し
て
供
与
さ
れ
た
。
第
三
に
、
寺

内
内
閣
の
満
州
・
山
東
利
権
を
担
保
と
し
た
借
款
や
第
二
次
政
治
改
革
借
款

は
原
敬
内
閣
に
継
承
さ
れ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
中
国
へ
の
内
政
干
渉
と
み
な
さ
れ
る
借
款
、
も
し
く
は

関
係
各
国
の
「
勢
力
圏
」
認
識
に
修
正
を
迫
る
よ
う
な
経
済
借
款
の
少
な
く

と
も
い
ず
れ
か
に
該
当
し
た
場
合
、
そ
れ
は
政
治
借
款
と
し
て
の
性
格
を
帯

び
る
こ
と
に
な
る
。
そ
も
そ
も
、
対
中
国
借
款
に
お
い
て
、「
政
治
」
と
「
経

済
」
は
分
離
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
が
、
中
国
と
関
係
各
国
、
ま
た
は

関
係
各
国
相
互
の
外
交
関
係
に
直
接
的
な
変
化
を
も
た
ら
す
可
能
性
の
高
い

借
款
が
政
治
借
款
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
対
中
国
借
款
の
思
想
的

背
景
を
明
ら
か
に
し
た
。
国
際
借
款
団
内
で
各
国
資
本
家
の
過
大
な
要
求
を

調
整
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
利
権
獲
得
競
争
や
中
国
政
府
の
財
政
管
理
を

防
ぐ
と
同
時
に
、
欧
米
に
よ
る
利
権
獲
得
競
争
の
激
化
を
予
測
し
、
利
権
の

獲
得
・
中
国
政
府
へ
の
人
的
影
響
力
の
確
保
を
目
指
す
と
い
う
両
側
面
を
持

つ
「
支
那
保
全
」
論
が
辛
亥
革
命
期
の
対
中
国
借
款
を
支
え
て
い
た
の
で
あ

る
。
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
す
る
と
、「
日
支
親
善
」
論
の
登
場
を
背
景
に
、

中
国
政
府
独
自
の
行
財
政
整
理
や
幣
制
改
革
を
あ
く
ま
で
も
「
支
援
」
す
る

と
い
う
の
が
日
本
政
府
の
主
観
的
な
立
場
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

東
ア
ジ
ア
海
域
交
流
と
鎌
倉
幕
府

中　

村　
　
　

翼

日
本
の
対
外
関
係
史
研
究
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
長
足
の
進
展
を
遂

げ
た
。
な
か
で
も
九
世
紀
後
半
〜
一
四
世
紀
中
頃
は
、
東
シ
ナ
海
に
お
い
て

活
発
な
民
間
交
流
が
展
開
さ
れ
た
時
期
と
し
て
注
目
さ
れ
、
諸
論
点
が
深
め

ら
れ
て
い
る
。
本
稿
も
巨
視
的
に
は
こ
の
流
れ
に
属
す
る
。
た
だ
し
、
当
該

分
野
に
関
す
る
近
年
の
研
究
が
、「
海
域
史
」
と
し
て
独
自
の
領
域
へ
と
成
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熟
し
た
が
ゆ
え
に
、
日
本
中
世
史
研
究
と
の
接
点
が
希
薄
化
し
、
相
互
の
対

話
が
困
難
化
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
学
際
研
究
を

原
動
力
に
し
て
き
た
海
域
史
研
究
の
み
な
ら
ず
、
一
国
史
的
枠
組
み
の
克
服

を
意
識
付
け
て
き
た
日
本
史
研
究
に
と
っ
て
も
、
今
後
の
進
展
を
阻
害
す
る

要
因
に
な
り
か
ね
な
い
。

だ
と
す
れ
ば
、
日
本
の
国
内
体
制
と
東
ア
ジ
ア
海
域
交
流
の
関
係
性
を
今

一
度
、
自
覚
的
に
問
い
直
す
作
業
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
か
か
る
視
座
に
立
ち
、

本
稿
に
お
い
て
は
、
一
三
〜
一
四
世
紀
中
頃
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
海
域
交
流

の
鎌
倉
幕
府
の
姿
勢
と
そ
の
影
響
力
の
変
化
を
、
幕
府
の
宗
教
政
策
論
や
、

中
央
―
地
域
の
関
係
を
ふ
く
む
政
治
史
研
究
と
も
リ
ン
ク
さ
せ
る
か
た
ち
で

解
明
す
る
。
そ
の
具
体
的
な
成
果
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

近
年
の
研
究
は
、
政
治
権
力
と
海
商
（
貿
易
商
人
）
の
共
生
関
係
に
注
目

し
、
国
家
の
貿
易
管
理
の
具
体
像
を
解
明
し
た
。
だ
が
、
鎌
倉
期
に
は
一
元

的
な
貿
易
管
理
が
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
鎌
倉
期
の
陸
上
権
力
（
幕
府

を
含
む
）
と
海
商
の
関
係
は
十
分
な
検
討
が
な
さ
れ
ず
、
幕
府
の
貿
易
独
占

化
志
向
を
い
う
一
九
七
〇
年
代
の
通
説
も
温
存
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

れ
に
対
し
、
第
一
章
「
鎌
倉
幕
府
の
「
唐
船
」
関
連
法
令
と
日
宋
貿
易
」
で

は
、
幕
府
に
よ
る
貿
易
独
占
化
政
策
を
い
う
従
来
説
が
そ
の
根
拠
史
料
と
し

た
建
長
六
（
一
二
五
四
）
年
の
い
わ
ゆ
る
「
唐
船
制
限
令
」
と
、
文
永
元

（
一
二
六
四
）
年
の
「
御
分
唐
船
停
止
令
」
と
い
う
二
つ
の
幕
府
法
を
再
検

討
し
た
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
自
明
視
さ
れ
て
き
た
「
唐
船
」
＝

貿
易
船
と
の
理
解
が
誤
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
後
者
に

関
し
て
は
、
幕
府
の
貿
易
船
の
み
を
対
象
と
す
る
倹
約
令
で
あ
る
こ
と
を
明

確
に
し
、
幕
府
以
外
の
勢
力
に
よ
る
貿
易
を
な
ん
ら
制
限
し
な
い
性
格
の
も

の
で
あ
る
と
論
じ
た
。
幕
府
の
貿
易
に
お
け
る
優
位
な
い
し
、
一
三
世
紀
後

半
以
降
の
幕
府
に
よ
る
貿
易
関
与
の
増
大
の
要
因
は
、
両
法
令
で
は
な
く
、

別
の
要
素
に
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
を
ふ
ま
え
、
幕
府
の
貿
易
に
対
す
る
向
き
合
い
方
の
変
化
と
、
変
化

の
背
景
を
論
じ
た
の
が
、
第
二
章
「
日
宋
貿
易
の
展
開
と
鎌
倉
幕
府
」
で
あ

る
。本
章
で
は
、一
三
世
紀
後
半
以
降
に
幕
府
が
貿
易
関
与
に
積
極
的
と
な
っ

た
理
由
を
、
幕
府
主
導
の
禅
宗
興
隆
政
策
に
求
め
て
い
る
。
禅
僧
は
南
宋
仏

教
を
意
識
的
に
受
容
す
る
こ
と
を
志
向
し
、
実
際
に
貿
易
船
に
便
乗
し
て
南

宋
に
渡
海
し
た
。
そ
こ
で
築
き
上
げ
ら
れ
た
海
商
―
禅
僧
の
人
脈
が
、
日
本

国
内
の
有
力
者
に
と
っ
て
は
海
商
と
結
ん
で
貿
易
に
参
画
す
る
際
の
優
位
を

担
保
す
る
も
の
と
な
り
、
幕
府
は
禅
宗
興
隆
政
策
を
と
る
な
か
で
、
禅
僧
を

介
し
た
幕
府
―
海
商
の
関
係
構
築
を
進
展
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
禅
宗

興
隆
政
策
は
鎌
倉
に
お
け
る
唐
物
ブ
ー
ム
を
出
現
さ
せ
、
そ
の
意
味
で
、
禅

宗
興
隆
政
策
が
幕
府
の
貿
易
参
画
の
本
格
化
を
た
ら
し
た
と
結
論
し
た
。

第
三
章
「
日
元
貿
易
期
の
海
商
と
鎌
倉
・
室
町
幕
府
」
で
は
、
鎌
倉
末
期

に
一
般
の
貿
易
船
と
併
存
す
る
か
た
ち
で
出
現
し
た
「
寺
社
造
営
料
唐
船
」

と
呼
ば
れ
る
幕
府
船
の
検
討
を
行
い
、
日
元
貿
易
に
対
す
る
幕
府
の
関
わ
り

方
の
特
質
を
論
じ
た
。
ま
た
、
日
元
貿
易
船
の
代
表
例
と
さ
れ
る
「
新
安
沈
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船
」
の
経
営
方
式
が
、
他
の
寺
社
造
営
料
唐
船
と
同
様
、
出
資
の
有
無
に
よ

ら
ず
に
寺
社
造
営
用
途
と
し
て
上
納
金
を
幕
府
に
拠
出
す
る
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
以
上
の
分
析
は
、
そ
れ
ま
で
は
貿
易
船
の
一
出
資

者
に
す
ぎ
な
か
っ
た
幕
府
が
、
鎌
倉
末
期
の
段
階
に
お
い
て
は
出
資
の
有
無

と
は
無
関
係
に
上
納
金
を
賦
課
す
る
主
体
と
し
て
、
綱
首
と
と
も
に
寺
社
造

営
料
唐
船
一
艘
全
体
の
経
営
に
関
わ
る
立
場
に
も
な
り
え
た
こ
と
を
示
し
て

も
い
る
。

ま
た
第
一
・
二
章
で
は
、
幕
府
の
貿
易
に
対
す
る
影
響
力
増
大
の
背
景
を

海
商
と
の
関
係
強
化
に
求
め
た
が
、
そ
の
様
相
を
跡
づ
け
た
の
が
、
第
四
章

「
筑
前
国
宗
像
社
の
再
編
と
宝
治
合
戦
」
で
あ
る
。
本
章
で
は
、
宗
像
地
域

の
領
主
で
あ
る
宗
像
大
宮
司
と
幕
府
の
関
係
強
化
の
実
相
を
探
っ
た
。
ま
ず
、

宗
像
大
宮
司
家
の
宗
像
氏
業
が
宗
像
社
の
主
導
権
を
掌
握
す
る
に
至
る
過
程

を
再
検
討
し
、
あ
わ
せ
て
彼
が
自
身
の
正
当
性
を
主
張
す
べ
く
史
実
・
由
緒

の
創
出
を
行
っ
た
事
実
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
を
通
じ
、
彼
が
台
頭
し
た

背
景
は
、
宝
治
合
戦
で
の
貢
献
に
よ
る
幕
府
か
ら
の
信
頼
獲
得
に
あ
っ
た
こ

と
を
解
明
し
た
。

一
方
、
幕
府
の
宗
教
政
策
を
論
じ
た
の
が
、
第
五
章
「
栄
西
門
流
の
活
動

と
そ
の
基
盤
」
お
よ
び
第
六
章
「
鎌
倉
禅
の
形
成
過
程
と
そ
の
背
景
」
で
あ

る
。
栄
西
門
流
と
幕
府
の
関
係
を
論
じ
た
第
五
章
で
は
、
幕
府
に
よ
る
栄
西

門
流
の
保
護
を
過
大
評
価
す
べ
き
で
は
な
い
こ
と
、
当
時
の
禅
律
僧
に
よ
る

日
宋
交
流
を
支
え
て
い
た
の
が
京
都
の
有
力
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
確
化
し

た
。
と
く
に
栄
西
門
流
か
ら
台
頭
し
た
円
爾
が
道
家
の
保
護
を
う
け
て
急
速

に
台
頭
し
、
栄
西
門
流
の
僧
た
ち
の
求
心
核
へ
と
成
長
し
た
こ
と
を
跡
づ
け

た
。ま

た
第
六
章
で
は
、
一
三
世
紀
後
半
以
降
の
幕
府
の
保
護
政
策
を
背
景
に

鎌
倉
を
核
に
禅
僧
集
団
が
形
成
さ
れ
る
過
程
を
政
治
史
と
関
連
づ
け
て
論
じ

た
。
ま
ず
、
一
二
五
〇
年
代
以
降
、
渡
来
僧
を
中
核
と
し
、
鎌
倉
へ
の
求
心

力
を
強
く
持
つ
「
鎌
倉
禅
」
が
鎌
倉
幕
府
の
庇
護
下
で
形
成
さ
れ
る
が
、
そ

の
契
機
が
宮
騒
動
と
宝
治
合
戦
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ

の
上
で
、
従
来
、
渡
来
僧
の
教
義
の
画
期
性
や
高
僧
―
上
層
武
家
の
関
係
が

主
題
と
さ
れ
て
き
た
鎌
倉
禅
だ
が
、
そ
の
形
成
過
程
は
、
鎌
倉
―
京
都
を
と

り
ま
く
政
治
情
勢
の
変
化
や
、
広
範
な
階
層
に
お
け
る
中
国
熱
の
高
ま
り
と

い
っ
た
社
会
情
勢
に
強
く
規
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

以
上
を
ふ
ま
え
、
終
章
に
お
い
て
は
、
国
境
を
越
え
る
人
々
の
動
き
と
そ

れ
に
対
す
る
国
家
お
よ
び
国
家
体
制
の
関
係
史
と
し
て
本
稿
の
成
果
を
位
置

づ
け
た
。
そ
の
上
で
、
海
域
史
研
究
が
地
域
史
と
し
て
進
展
し
た
が
ゆ
え
に

過
小
評
価
さ
れ
が
ち
だ
が
、
列
島
社
会
の
文
化
形
成
に
お
け
る
国
家
権
力
に

よ
る
選
択
の
規
定
性
を
改
め
て
直
視
す
べ
き
段
階
に
至
っ
て
い
る
と
の
見
通

し
を
述
べ
た
。
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ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
先
住
民
「
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
の
形
成

―
18
世
紀
末
～
19
世
紀
中
葉
の
チ
カ
ソ
ー
成
員
概
念
／
規
定
か
ら
―

岩　

﨑　

佳　

孝

本
論
文
の
目
的
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
連
邦
体
制
下
に
お
け
る
先
住
民
住

民
主
権
「
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
を
構
成
す
る
、
ア
メ
リ
カ
先
住
民
集
団
（
部
族
）

の
実
体
を
歴
史
的
に
理
解
す
る
こ
と
に
あ
る
。
特
に
、
19
世
紀
中
葉
ま
で
の

先
住
民
集
団
の
成
員
認
識
／
規
定
の
在
り
様
を
軸
に
考
察
を
行
う
。

本
論
文
で
は
、
現
在
の
「
近
代
的
」
先
住
民
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
18
世
紀
末

ま
で
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
緩
や
か
な
連
合
体
か
ら
変
貌
し
、
19
世
紀
中

葉
ま
で
に
社
会
統
治
権
限
を
一
元
的
に
集
権
し
、
外
界
に
対
し
「
領
土
」
と

「
成
員
」の
2
つ
の
境
界
を
閉
ざ
し
た
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
完
成
を
み
た
と
考
え
る
。

こ
の
よ
う
な
先
住
民
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
19
世
紀
後
半
か
ら
20
世
紀
初
頭
に

か
け
て
の
連
邦
政
府
に
よ
る
先
住
民
自
治
権
剥
奪
、
占
有
領
域
分
割
、
先
住

民
の
合
衆
国
市
民
化
の
過
程
で
、
20
世
紀
初
頭
に
一
旦
主
権
体
と
し
て
の
実

体
を
失
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
20
世
紀
前
半
の
先
住
民
「
再
組
織
」
政
策
、

な
い
し
は
同
世
紀
後
半
の
先
住
民
「
自
決
」
政
策
等
を
通
じ
現
行
ネ
ー
シ
ョ

ン
に
直
接
結
節
す
る
先
住
民
主
権
が
再
び
立
ち
現
れ
た
時
、
そ
の
実
体
は
19

世
紀
に
構
築
さ
れ
た
先
住
民
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
塑
像
を
継
続
的
に
保
持
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
何
故
な
ら
ば
、
19
世
紀
末
か
ら
20
世
紀
初
頭
に
か
け
て
領
土

境
界
は
失
わ
れ
た
が
、
成
員
と
非
成
員
を
分
か
つ
境
界
は
当
初
設
定
さ
れ
た

状
態
が
今
な
お
保
持
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
19
世
紀
中
葉
に
構
築
さ

れ
た
先
住
民
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
現
行
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
と
見
な
す

こ
と
が
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。
先
住
民
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
そ
の
よ
う
な
実
体
の

理
解
を
得
て
は
じ
め
て
、
現
在
合
衆
国
で
先
住
民
主
権
存
続
の
是
非
を
問
う

重
大
な
理
由
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
、
成
員
の
「
先
住
民
性
」
の
当
否
や
一

部
構
成
員
排
斥
と
い
う
問
題
の
再
考
が
可
能
と
な
ろ
う
。

本
論
文
で
は
、
先
住
民
集
団
を
外
界
と
隔
て
、
そ
の
実
態
を
浮
か
び
上
が

ら
せ
る
「
境
界
」
の
動
態
、
と
り
わ
け
誰
が
先
住
民
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
構
成
す

る
の
か
を
示
す
、
成
員
認
識
／
規
定
の
所
在
に
着
目
す
る
。
成
員
は
集
団
の

在
り
様
を
規
定
し
、
集
団
は
そ
の
在
り
様
に
符
合
す
る
者
の
み
を
成
員
と
し

て
認
容
す
る
。
故
に
先
住
民
集
団
が
い
か
な
る
歴
史
的
状
況
下
で
、
ど
の
よ

う
な
動
因
に
よ
り
、
い
か
な
る
者
を
社
会
に
包
摂
あ
る
い
は
排
除
し
、
そ
れ

が
最
終
的
に
如
何
に
「
部
族
」
な
り
「
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
の
完
成
に
収
束
し
て

い
く
の
か
を
検
討
す
る
の
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
18
世
紀
末
か
ら
19
世
紀
中
葉
に
か
け
て
の
先
住
民
集
団
チ

カ
ソ
ー
（Chickasaw

）
の
ネ
ー
シ
ョ
ン
構
築
事
例
を
考
察
の
俎
上
に
載
せ

る
。
チ
カ
ソ
ー
は
１
８
３
０
年
代
の
「
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
強
制
移
住
法
」
適
用

に
よ
り
、
現
在
の
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
を
中
心
と
す
る
（
原
則
的
に
は
）
先
住
民

の
排
他
的
占
有
地
域
「
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
・
テ
リ
ト
リ
ー
」
の
南
部
地
域
に
移
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住
を
強
い
ら
れ
た
。「
近
代
的
」
立
憲
政
体
「
チ
カ
ソ
ー
・
ネ
ー
シ
ョ
ン

（Chickasaw
 N

ation

）」
は
、
１
８
５
０
年
代
に
そ
の
地
で
構
築
さ
れ
、

現
在
に
至
る
ま
で
同
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
合
衆
国
連
邦
体
制
内
の
先
住
民
主
権
体

ネ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
在
り
続
け
て
い
る
。

本
論
文
は
、18
世
紀
初
頭
か
ら
19
世
紀
中
葉
に
か
け
て
の
チ
カ
ソ
ー
・
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
4
つ
の
重
要
な
画
期
に
対
応
す
る
各
章
で
構
成
さ
れ
る
。
各
章
で

は
、
チ
カ
ソ
ー
血
統
の
み
を
有
す
る
本
来
的
・
自
動
的
成
員
た
る
「
純
血
者
」

に
対
置
さ
れ
る
存
在
に
着
目
し
、
チ
カ
ソ
ー
と
外
部
社
会
の
境
界
を
隔
て
る

成
員
認
識
、
あ
る
い
は
そ
の
要
件
に
ま
つ
わ
る
検
討
を
行
う
。

第
1
章
で
は
18
世
紀
以
降
、
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
植
民

地
と
北
米
13
植
民
地
と
の
関
係
性
が
築
か
れ
る
過
程
で
チ
カ
ソ
ー
社
会
に

「
縁
組
」
さ
れ
た
白
人
を
と
り
あ
げ
る
。
も
と
も
と
チ
カ
ソ
ー
社
会
は
領
域

の
境
界
が
曖
昧
で
、
通
婚
を
経
由
し
た
血
統
等
の
紐
帯
で
緩
や
か
に
結
ば
れ

た
独
立
性
の
高
い
集
落
、
地
域
単
位
の
存
在
に
過
ぎ
ず
、
戦
争
を
含
む
外
交

問
題
等
に
統
一
行
動
を
必
要
と
し
た
際
、成
員
に
よ
る
討
議
と
合
意
の
場「
集

会
」
を
主
軸
に
適
宜
統
合
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
白
人
は
、
主

と
し
て
通
婚
を
通
じ
社
会
に
縁
組
さ
れ
、
チ
カ
ソ
ー
血
統
を
有
し
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
白
人
社
会
と
の
外
交
や
軍
事
行
動
を
任
さ
れ
る
こ
と
で
受
容

さ
れ
て
い
く
。

第
2
章
、
第
3
章
で
は
、
18
世
紀
末
か
ら
19
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
合
衆

国
の
先
住
民
「
文
明
化
」
政
策
と
「
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
強
制
移
住
」
政
策
期
に

お
け
る
、
縁
組
白
人
男
性
と
先
住
民
女
性
と
の
間
に
生
ま
れ
た｢

混
血
者｣

に
着
目
す
る
。「
混
血
者
」
は
、
母
方
血
統
に
よ
り
「
純
血
者
」
と
同
じ
成

員
と
み
な
さ
れ
る
と
共
に
、
土
地
割
譲
や
退
去
移
住
の
要
求
に
対
す
る
対
合

衆
国
交
渉
を
適
切
に
行
う
た
め
「
集
会
」
の
存
在
感
が
以
前
よ
り
大
き
く
な

る
中
、
白
人
文
明
の
知
見
を
有
す
る
者
と
し
て
社
会
統
治
の
一
端
を
担
う
。

特
に
第
3
章
で
は
、
19
世
紀
中
葉
の
西
部
移
住
後
、
成
員
間
の
紐
帯
の
破

壊
や
有
力
者
の
死
等
の
要
因
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
「
集
会
」
に
よ
る
社

会
統
治
の
弱
体
化
と
、
連
邦
政
府
へ
の
経
済
的
依
存
の
高
ま
り
の
中
、
新
興

「
混
血
者
」
は
「
集
会
」
か
ら
分
離
し
、
連
邦
政
府
か
ら
「
民
主
的
」
主
権

体
と
し
て
認
定
さ
れ
支
援
さ
れ
る
「
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
を
新
た
に
構
築
す
る
。

第
4
章
で
は
、
チ
カ
ソ
ー
に
奴
隷
と
し
て
所
有
、
使
役
さ
れ
、
南
北
戦
争

後
に
解
放
さ
れ
た
「
黒
人
解
放
民
」
と
そ
の
子
孫
に
着
目
す
る
。
黒
人
解
放

民
は
、
縁
組
白
人
と
「
混
血
者
」
が
社
会
に
包
摂
さ
れ
た
の
と
は
反
対
に
、

社
会
内
か
ら
放
逐
さ
れ
、
現
在
に
至
る
迄
成
員
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
に
は
戦
後
の
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
合
衆
国
に
奴
隷
解
放
と
成
員
権
付
与
を
強

い
ら
れ
る
一
方
、
白
人
お
よ
び
他
地
域
の
解
放
黒
人
の
ネ
ー
シ
ョ
ン
領
内
へ

の
大
量
流
入
と
そ
れ
に
対
す
る
本
来
的
成
員
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
化
へ
の
危
機

感
か
ら
黒
人
解
放
民
が
蔑
視
さ
れ
排
斥
さ
れ
る
に
至
る
事
情
が
あ
っ
た
。
ま

た
こ
れ
ら
の
過
程
で
チ
カ
ソ
ー
・
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、従
来
曖
昧
で
あ
っ
た
「
領

土
」
を
確
定
す
る
と
同
時
に
成
員
境
界
を
初
め
て
成
文
化
し
、
非
チ
カ
ソ
ー

社
会
に
排
他
的
に
構
築
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

四
校



111 平成二十五年度博士論文（課程）要旨

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・�

ア
ク
シ
ョ
ン
の
展
開

―
歴
史
的
考
察
か
ら
見
る
国
民
の
境
界
線
の
再
編
―安　

井　

倫　

子

本
論
文
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
（
以
下
Ａ

Ａ
と
略
記
）
の
歴
史
的
推
移
に
焦
点
を
当
て
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
の
ア
メ

リ
カ
社
会
に
お
け
る
人
種
問
題
を
検
討
し
た
。
Ａ
Ａ
は
一
九
六
〇
年
代
末
に

人
種
平
等
実
現
の
切
り
札
と
し
て
提
案
さ
れ
、
今
日
ま
で
半
世
紀
近
く
に
わ

た
っ
て
実
施
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、Ａ
Ａ
は
本
当
に
「
積
極
的
差
別
是
正
」

と
し
て
有
効
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
こ
の
点
を
再
考
す
る
こ
と
が
、
こ
の

論
文
の
主
要
な
目
的
で
あ
っ
た
。

本
論
文
で
は
、
Ａ
Ａ
と
い
う
政
策
が
、
歴
史
的
に
国
民
の
境
界
線
の
再
編

に
深
く
か
か
わ
っ
て
き
た
こ
と
、
と
り
わ
け
一
九
六
〇
年
代
末
以
降
の
Ａ
Ａ

が
、
そ
の
発
足
の
当
初
か
ら
、「
諸
刃
の
剣
」
と
し
て
、
統
合
と
分
断
の
役

割
を
担
わ
せ
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
た
。
こ
の
テ
ー

ゼ
を
検
証
し
、
同
時
に
現
代
Ａ
Ａ
の
抱
え
る
問
題
点
と
そ
れ
を
克
服
す
る
可

能
性
を
探
る
た
め
に
、
雇
用
や
労
働
に
関
わ
る
Ａ
Ａ
を
と
り
あ
げ
、
Ａ
Ａ
反

対
勢
力
と
み
な
さ
れ
て
き
た
白
人
労
働
者
、
労
働
組
合
の
動
向
に
焦
点
を
当

て
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
が
、
必
ず
し
も
人
種
差
別
的
動
機
か
ら

Ａ
Ａ
に
反
対
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
、
人
種
的
共
闘
も
模
索
し
て
き
た
こ
と

を
検
証
し
た
。

Ａ
Ａ
政
策
の
導
入
は
、
公
民
権
運
動
が
混
乱
・
分
裂
を
き
た
し
は
じ
め
た

一
九
六
〇
年
代
末
に
起
こ
っ
た
都
市
暴
動
に
対
処
す
る
た
め
に
、
ジ
ョ
ン
ソ

ン
政
権
と
ニ
ク
ソ
ン
政
権
で
試
み
ら
れ
た
政
策
で
あ
っ
た
。
前
者
は
、
Ａ
Ａ

政
策
の
導
入
に
よ
っ
て
、
民
主
党
の
支
持
基
盤
で
あ
っ
た
労
働
者
階
級
と
黒

人
市
民
が
対
立
し
分
裂
す
る
こ
と
を
危
惧
し
て
、
導
入
を
断
念
し
た
。
後
者

は
、
同
様
の
事
態
の
可
能
性
を
自
党
へ
の
好
機
と
と
ら
え
積
極
的
に
導
入
を

推
進
し
た
。
こ
う
し
た
背
景
こ
そ
が
、
Ａ
Ａ
政
策
の
内
容
自
体
の
矛
盾
と
そ

の
後
の
実
施
が
困
難
を
極
め
た
こ
と
の
原
因
で
あ
る
。
一
九
七
〇
年
代
以
降
、

Ａ
Ａ
の
実
施
を
め
ぐ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
国
民
は
二
つ
に
分
裂
し
た
。
Ａ
Ａ
に

対
す
る
批
判
は
、
主
に
ニ
ク
ソ
ン
政
権
が
提
案
し
た
Ａ
Ａ
の
目
玉
政
策
で

あ
っ
た
優
遇
、
数
値
目
標
、
割
り
当
て
な
ど
の
措
置
に
向
け
ら
れ
て
お
り
、

そ
う
し
た
措
置
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
国
民
の
批
判
的
眼
差
し
、
違
和
感
に
根

差
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ａ
Ａ
の
存
続
・
強
化
を
主
張
す
る
人
び
と
の
中
で
も
、

こ
れ
と
は
異
な
る
方
向
か
ら
の
差
別
解
消
、
貧
困
対
策
の
模
索
が
始
ま
っ
て

い
る
。

本
論
文
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
Ａ
Ａ
政
策
実
施
の
歴
史
的
経
過
を
詳
細
に

明
ら
か
に
し
、
現
代
Ａ
Ａ
の
矛
盾
、「
諸
刃
の
剣
」
の
持
つ
意
味
、
そ
の
背

景
と
な
る
歴
史
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
、
ニ
ク
ソ
ン
の
Ａ
Ａ
政
策
に
よ
っ
て
誰
が
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傷
つ
い
た
の
か
な
ど
の
点
を
順
に
検
討
し
た
。
第
一
に
、
ア
メ
リ
カ
の
政
治

史
に
お
け
る
Ａ
Ａ
の
意
味
を
、
一
九
六
〇
年
代
以
前
に
遡
っ
て
歴
史
的
に
考

察
し
た
。
Ａ
Ａ
と
は
、
南
北
戦
争
以
来
、
国
家
の
分
裂
の
危
機
に
際
し
、
国

家
が
示
し
た
国
民
統
合
の
指
針
で
あ
っ
た
こ
と
を
検
証
し
た
。
ま
た
、
現
代

の
Ａ
Ａ
が
、
一
九
六
〇
年
代
ま
で
の
Ａ
Ａ
と
は
本
質
的
に
異
な
る
性
格
を
持

つ
こ
と
を
示
し
た
。
第
二
に
、
現
代
Ａ
Ａ
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
過
程

（
一
九
六
〇
年
代
）
で
は
、「
下
か
ら
の
Ａ
Ａ
」
を
求
め
た
地
域
闘
争
が
存
在

し
た
こ
と
、
カ
ラ
ー
・
ラ
イ
ン
を
超
え
た
共
闘
組
織
を
形
成
し
、
地
域
の
活

性
化
や
雇
用
の
創
出
と
い
っ
た
成
果
を
上
げ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。
こ
う

し
た
実
例
は
、
現
代
Ａ
Ａ
が
人
種
間
の
亀
裂
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

鑑
み
れ
ば
、
そ
れ
と
は
別
の
選
択
肢
が
あ
り
え
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

第
三
に
、
一
九
六
〇
年
代
末
に
連
邦
が
提
案
し
た
「
上
か
ら
の
Ａ
Ａ
」
を
、

こ
れ
に
疑
問
を
呈
し
強
硬
に
反
対
し
た
白
人
労
働
者
・
労
働
組
合
の
視
点
か

ら
再
検
討
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
が
実
施
し
よ

う
と
し
た
Ａ
Ａ
は
、
差
別
是
正
や
雇
用
平
等
が
主
目
的
で
は
な
く
、
む
し
ろ

労
働
組
合
の
弱
体
化
と
黒
人
中
小
企
業
の
育
成
が
主
目
的
で
あ
っ
た
こ
と
が

あ
き
ら
か
に
な
っ
た
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
の
Ａ
Ａ
は
、「
貧
困
と
の
戦
い
」

の
一
環
で
あ
り
、
都
市
の
貧
困
地
域
住
民
の
高
失
業
率
・
生
活
の
破
壊
・
住

宅
問
題
を
解
消
す
る
政
策
と
結
び
つ
い
て
い
た
が
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
の

Ａ
Ａ
は
む
し
ろ
、
福
祉
政
策
と
公
共
投
資
の
縮
小
を
め
ざ
し
た
「
小
さ
な
政

府
」
推
進
の
中
で
実
施
さ
れ
る
と
い
う
、
矛
盾
を
抱
え
て
い
た
。
こ
れ
を
指

摘
し
た
の
が
労
働
組
合
・
労
働
者
で
あ
っ
た
。
新
た
な
Ａ
Ａ
は
、
労
働
組
合

の
団
結
権
を
無
視
し
、
組
合
員
以
外
で
も
経
営
者
は
雇
用
で
き
る
と
い
う
道

を
開
く
こ
と
に
な
っ
た
。
第
四
に
、
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
、

一
九
八
〇
年
代
以
降
の
Ａ
Ａ
の
あ
り
方
を
、
南
部
の
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
市
を
対

象
に
検
討
し
た
。
共
和
党
に
よ
る
Ａ
Ａ
を
継
承
し
た
政
策
を
推
進
し
よ
う
と

し
た
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
市
民
権
運
動
が
、
ど
の
よ
う
に
分
裂
し
、
大
き
な
痛
手

を
被
っ
た
の
か
を
検
証
し
た
。

一
九
八
〇
年
代
以
降
、
ア
メ
リ
カ
経
済
は
新
自
由
主
義
に
舵
を
切
っ
た
。

今
日
の
Ａ
Ａ
の
役
割
は
さ
ら
に
い
っ
そ
う
矛
盾
に
満
ち
た
も
の
と
な
り
、
ア

メ
リ
カ
の
人
種
対
立
は
一
向
に
解
消
に
向
か
う
兆
し
は
見
え
な
い
。
本
論
文

は
、
袋
小
路
に
至
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
人
種
問
題
へ
の
解
決
の
糸
口
を
、
Ａ
Ａ

を
歴
史
的
に
再
考
す
る
こ
と
で
つ
か
も
う
と
す
る
試
み
で
あ
っ
た
。

夏
目
漱
石
作
品
の
研
究

―
対
照
的
に
描
か
れ
る
男
性
た
ち
を
中
心
と
し
て
―

W

ウ
ィ
リ
ヤ
ェ
ナ
ワ
ッ
ト

iriyaenaw
at, P

ピ
ヤ
ヌ
ッ
ト

iyanuch

夏
目
漱
石
の
作
品
の
男
性
主
人
公
を
軸
に
論
じ
て
い
る
多
く
の
先
行
研
究

で
は
、
煩
悶
し
て
い
る
男
性
の
主
人
公
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、
作
家
自
身
の

体
験
を
投
影
し
た
作
品
で
あ
る
と
結
論
付
け
ら
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、「
修
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善
寺
の
大
患
」
後
、漱
石
の
作
品
は
作
風
が
変
わ
り
、『
彼
岸
過
迄
』、『
行
人
』、

『
心
』
は
後
期
三
部
作
と
位
置
付
け
ら
れ
、
こ
れ
等
の
作
品
に
お
け
る
「
煩

悶
し
て
い
る
男
性
の
主
人
公
」
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
だ
が
、「
煩
悶

し
て
い
る
」
男
性
主
人
公
が
登
場
す
る
作
品
に
は
、
そ
れ
ら
の
主
人
公
と
対

照
的
な
性
格
の
人
物
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
も
う
一
人
の
男
性
の
登
場
人

物
が
い
る
。
本
論
文
で
は
「
煩
悶
し
て
い
る
男
性
」
と
対
照
的
な
性
格
に
設

定
さ
れ
て
い
る
男
性
の
登
場
人
物
た
ち
が
作
品
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
か
と
い
う
観
点
で
作
品
を
考
察
し
た
。

本
論
文
で
は
、
漱
石
の
『
彼
岸
過
迄
』、『
野
分
』、『
虞
美
人
草
』、『
行
人
』

と
い
う
漱
石
の
四
作
品
を
中
心
に
論
じ
た
。そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
お
い
て「
呑

気
」
な
「
男
性
た
ち
」
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
か
を
考
察
し
た
。

以
下
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

『
彼
岸
過
迄
』
で
は
、「
敬
太
郎
」
の
人
物
造
形
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
漱
石
が
、
敬
太
郎
と
い
う
登
場
人
物
を
描
く
上
で
、
独
歩
の
作

品
で
あ
る
『
非
凡
な
る
凡
人
』
及
び
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
の
『
新
亜
剌
比

亜
物
語
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
、
本
作
品
に
お

い
て
「
と
ぐ
ろ
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
着
目
す
る
と
、
敬
太
郎
と
須
永
の
両
方
に

「
と
ぐ
ろ
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
適
用
さ
れ
、
二
人
は
同
様
に
「
と
ぐ
ろ
」
の
状

態
で
あ
る
も
の
の
、
世
間
と
い
う
外
か
ら
の
「
刺
戟
」
に
対
す
る
敬
太
郎
と

須
永
の
反
応
の
相
違
は
明
ら
か
で
あ
る
。「
冒
険
」
に
憧
れ
て
い
た
敬
太
郎

は
「
停
留
所
」
で
の
事
件
を
経
験
し
た
後
、「
冒
険
」
と
い
う
「
非
現
実
的

な
世
界
」
で
は
な
く
、
実
際
の
世
界
に
向
か
う
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
一
方
、

須
永
は
外
か
ら
の
「
刺
戟
」
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
れ
を
受
け
る
と

自
分
の
中
に
引
っ
込
み
、
自
分
か
ら
世
間
と
の
交
渉
を
絶
ち
切
っ
て
し
ま
う
。

さ
ら
に
、
敬
太
郎
や
須
永
と
い
っ
た
自
分
の
世
界
及
び
思
想
に
と
ら
わ
れ
て

い
る
男
性
た
ち
の
姿
を
よ
り
明
確
に
描
き
出
す
た
め
に
、
世
間
と
い
う
現
実

を
そ
の
ま
ま
見
る
松
本
の
妻
と
い
う
女
性
の
登
場
人
物
が
対
照
的
な
存
在
と

し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

次
に
、『
野
分
』
に
つ
い
て
、
本
作
品
は
金
銭
世
界
及
び
、
そ
の
世
界
に

閉
ざ
さ
れ
て
い
る
男
性
た
ち
に
つ
い
て
の
物
語
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

そ
し
て
、
道
也
と
高
柳
と
い
う
人
物
以
外
に
、
中
野
と
い
う
青
年
も
重
要
な

登
場
人
物
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
中
野
は
「
実
業
家
」
の
代
表
者

と
し
て
高
柳
を
金
銭
的
に
補
助
す
る
役
割
も
担
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
中
野

と
高
柳
の
関
係
を
再
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
物
事
に
拘
泥
す
る
青
年
と

拘
泥
し
な
い
青
年
の
人
物
像
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
物
事
に
拘
泥
す
る
青

年
は
悩
み
を
抱
き
な
が
ら
自
分
の
世
界
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
し
ま
う
。
こ
の

よ
う
な
構
図
は
漱
石
の
『
虞
美
人
草
』
と
『
行
人
』
に
も
見
ら
れ
る
。
た
だ

し
、『
虞
美
人
草
』
と
『
行
人
』
の
場
合
は
、
煩
悶
を
抱
く
男
性
の
登
場
人

物
た
ち
は
皆
金
銭
的
に
恵
ま
れ
て
い
る
の
に
対
し
、『
野
分
』
で
は
、
煩
悶

を
抱
く
登
場
人
物
が
貧
乏
な
人
物
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
最
後
に
、「
窓

の
外
」
を
眺
め
る
行
為
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
野
、
高
柳
、

道
也
の
三
人
は
い
ず
れ
も
自
分
の
世
界
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
状
態
で
あ
る
こ
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と
が
分
か
っ
た
。
一
方
、
自
分
の
思
想
に
と
ら
わ
れ
ず
、
世
界
を
そ
の
ま
ま

見
る
女
性
の
登
場
人
物
で
あ
る
御
政
が
、
男
性
の
登
場
人
物
と
対
照
的
な
存

在
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
読
み
取
れ
た
。

ま
た
、『
虞
美
人
草
』
は
従
来
、「
勧
善
懲
悪
」
の
話
と
し
て
、
あ
る
い
は
、

藤
尾
の
存
在
を
中
心
と
し
て
読
ま
れ
て
き
た
が
、
宗
近
、
甲
野
、
小
野
と
い

う
男
性
の
登
場
人
物
の
行
動
に
注
目
す
る
と
、
本
作
品
は
無
力
で
、
他
人
に

動
か
さ
れ
な
い
限
り
行
動
を
取
れ
な
い
青
年
た
ち
の
物
語
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。「
行
動
家
」
と
い
う
性
格
に
設
定
さ
れ
て
い
る
宗
近
と
、考
え
込
む
「
哲

学
者
」
で
あ
る
甲
野
に
は
、
見
か
け
の
違
い
は
あ
り
な
が
ら
も
、
共
通
点
が

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
エ
リ
ー
ト
の
小
野
で
さ
え
も
、

決
心
が
必
要
な
時
に
な
る
と
、
戸
惑
っ
て
し
ま
い
、
無
力
な
姿
を
見
せ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
男
性
側
に
批
判
さ
れ
る
藤
尾
あ
る
い
は
藤
尾
の
母
の
行
動

に
着
目
す
る
と
、
自
分
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
様
々
な
行
動
を
起
こ
し
、

自
分
の
意
志
で
動
い
て
い
く
存
在
と
し
て
女
性
た
ち
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。

最
後
に
、『
行
人
』
で
は
従
来
、
二
郎
と
い
う
登
場
人
物
に
注
目
す
る
こ

と
で
、
本
作
品
で
描
か
れ
て
い
る
も
の
は
単
に
一
郎
の
苦
悩
と
孤
独
ば
か
り

で
は
な
く
、
二
郎
も
徐
々
に
人
の
心
を
疑
う
よ
う
に
な
っ
て
い
く
姿
が
描
写

さ
れ
る
。
の
み
な
ら
ず
、二
郎
は
結
局
一
郎
と
同
じ
よ
う
に
人
の
「
腹
の
中
」

を
聞
く
立
場
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
今
語
っ

て
い
る
」
二
郎
は
一
郎
と
同
様
の
心
境
に
な
っ
た
結
果
、
か
つ
て
兄
を
批
判

し
た
こ
と
を
謝
罪
す
る
た
め
に
、
昔
の
一
郎
の
話
を
語
り
だ
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、「
塵
労
」
に
お
け
る
Ｈ
と
い
う
も
う
一
人
の
登
場
人
物

に
注
目
す
る
と
、
Ｈ
は
明
ら
か
に
一
郎
と
あ
ら
ゆ
る
側
面
で
対
照
的
な
存
在

と
し
て
設
定
さ
れ
て
お
り
、
一
郎
の
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
人
物
で
あ
る
こ

と
を
読
み
取
れ
た
。

雨
森
芳
洲
の
文
事

康カ
ン　
　
　

盛ソ
ン
ク
ッ
ク国

本
論
文
は
、
雨
森
芳
洲
（1668

〜1775

）
の
研
究
に
お
い
て
比
較
的
顧

み
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
文
学
者
と
し
て
の
一
面
を
考
察
し
た
も
の
で

あ
る
。
具
体
的
に
は
、
芳
洲
の
漢
詩
作
品
の
概
観
や
漢
詩
観
、
芳
洲
の
『
荘

子
』
観
と
江
戸
時
代
の
『
荘
子
』
理
解
と
の
関
係
、
芳
洲
が
関
係
し
た
朝
鮮

通
信
使
と
日
本
の
文
人
と
の
交
流
に
つ
い
て
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
芳

洲
の
文
事
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
試
み
た
。
以
下
、
本
論
文
の

概
要
を
示
す
。

第
一
章
に
お
い
て
は
、
芳
洲
の
漢
詩
作
品
や
漢
詩
集
に
つ
い
て
の
基
礎
的

な
整
理
を
行
い
、
彼
の
漢
詩
人
と
し
て
の
事
跡
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

近
世
漢
詩
史
に
お
け
る
芳
洲
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
分
析
し
た
。

第
一
章
第
一
節
は
、
現
存
す
る
芳
洲
の
漢
詩
作
品
に
つ
い
て
の
概
説
で
あ
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る
。
芳
洲
の
詩
は
、『
停
雲
集
』（
享
保
十
三
年
刊
）・『
木
門
十
四
家
詩
集
』（
安

政
三
年
刊
）
に
各
々
九
首
・
二
十
六
首
が
収
録
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
芳
洲

自
身
の
詩
集
は
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
主
に
雨
森
芳
洲
文
庫
に
、

写
本
の
形
で
芳
洲
詩
集
が
多
数
残
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
写
本
の
資

料
か
ら
、
各
詩
篇
の
成
立
時
期
を
推
定
す
る
こ
と
で
、
芳
洲
の
作
詩
の
足
跡

を
う
か
が
っ
た
。

第
一
章
第
二
節
で
は
、
芳
洲
詩
集
と
芳
洲
の
長
男
・
鵬
海
の
詩
集
が
合
綴

さ
れ
た
『
雨
森
芳
洲
・
鵬
海
詩
集
』
を
考
察
し
た
。
同
詩
集
は
雨
森
芳
洲
文

庫
に
写
本
が
存
す
る
が
、
関
西
大
学
附
属
図
書
館
・
筑
波
大
学
附
属
図
書
館

に
も
そ
れ
ぞ
れ
異
本
が
存
す
る
。
三
本
と
も
に
写
本
で
、
芳
洲
の
自
筆
で
は

な
い
上
に
、
字
句
や
収
録
詩
数
に
お
い
て
異
同
が
あ
り
問
題
を
含
ん
で
い
る
。

本
節
で
は
三
本
の
比
較
考
察
を
行
っ
た
上
で
、
よ
り
善
本
に
近
い
写
本
の
選

定
を
行
っ
た
。

第
一
章
第
三
節
は
、『
橘
窓
茶
話
』
な
ど
芳
洲
の
随
筆
中
に
含
ま
れ
た
漢

詩
関
連
記
録
を
中
心
に
、
芳
洲
の
漢
詩
観
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
芳
洲

の
書
い
た
随
筆
及
び
序
文
・
書
簡
な
ど
か
ら
彼
の
漢
詩
観
を
考
察
し
、
そ
れ

が
当
時
の
漢
詩
壇
の
流
れ
と
ど
う
関
わ
っ
た
か
を
究
明
し
た
。

第
一
章
第
四
節
で
は
、
芳
洲
の
「
少
年
行
」
詩
を
考
察
し
た
。
管
見
の
限

り
で
は
、芳
洲
の
漢
詩
に
「
少
年
行
」
詩
は
五
首
存
す
る
。
こ
の
「
少
年
行
」

詩
は
、中
国
の
楽
府
題
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。
楽
府
題
を
踏
襲
し
た「
少

年
行
」
を
分
析
す
る
こ
と
は
、
中
国
詩
の
伝
統
を
ど
の
よ
う
に
継
承
し
て
い

る
か
を
考
え
る
上
で
有
意
義
と
な
る
。
そ
こ
で
、
芳
洲
の
「
少
年
行
」
五
首

を
、
中
国
詩
、
特
に
類
似
す
る
語
句
が
多
く
見
ら
れ
る
李
白
詩
と
比
較
検
討

す
る
こ
と
に
よ
り
、
芳
洲
の
詩
の
考
察
の
試
み
と
し
た
。

第
二
章
は
、
芳
洲
の
『
荘
子
』
観
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
正
統
な
朱

子
学
を
追
求
す
る
「
醇
儒
」
芳
洲
が
『
荘
子
』
に
も
多
大
な
関
心
を
寄
せ
て

い
た
こ
と
は
興
味
深
い
事
実
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、芳
洲
の
『
荘
子
』

観
に
つ
い
て
の
本
格
的
な
分
析
は
ま
だ
為
さ
れ
て
い
な
い
。
本
章
で
は
、
芳

洲
の
『
荘
子
』
観
を
分
析
し
、
芳
洲
の
思
想
の
一
端
を
究
明
し
た
。

第
二
章
第
一
節
で
は
、
芳
洲
の
随
筆
や
漢
詩
の
中
で
『
荘
子
』
と
関
わ
る

も
の
を
分
析
す
る
こ
と
で
、儒
学
と
は
相
反
す
る
内
容
を
多
く
含
む
『
荘
子
』

を
芳
洲
が
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
理
由
、
ま
た
、
彼
の
主
張
す
る
「
三

教
合
一
」
論
が
『
荘
子
』
観
と
ど
う
結
び
つ
い
て
い
る
か
を
究
明
し
た
。

第
二
章
第
二
節
は
、
芳
洲
が
江
戸
中
期
の
談
義
本
『
田
舎
荘
子
』（
享
保

十
二
年
刊
）を
高
く
評
価
し
た
こ
と
の
内
実
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。『
橘

窓
茶
話
』
に
お
け
る
芳
洲
の
『
田
舎
荘
子
』
へ
の
賛
辞
は
、
儒
者
の
俗
文
芸

肯
定
と
い
う
文
脈
の
な
か
で
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
評
価

が
な
さ
れ
た
理
由
や
背
景
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
考
察
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。

本
節
で
は
、
芳
洲
の
『
荘
子
』
観
と
『
田
舎
荘
子
』
の
作
者
の
『
荘
子
』
理

解
が
、
と
も
に
蘇
軾
の
「
荘
子
祠
堂
記
」
を
踏
ま
え
て
い
る
な
ど
共
通
点
を

持
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

第
三
章
で
は
、
正
徳
元
年
と
享
保
四
年
に
来
日
し
た
朝
鮮
通
信
使
と
日
本
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の
文
人
と
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
詩
文
の
交
流
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
通
信
使

と
の
唱
和
の
記
録
に
は
、
当
時
の
日
本
の
漢
文
学
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で

重
要
な
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
。
本
章
で
は
、
こ
れ
ら
の
な
か
か
ら
、
と
く

に
興
味
深
い
と
考
え
ら
れ
る
二
例
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
。

第
三
章
第
一
節
で
は
、
朝
鮮
通
信
使
申シ
ン
ユ
ハ
ン

維
翰
に
よ
る
日
本
漢
詩
批
評
の
内

実
を
分
析
し
た
。
享
保
四
年
に
朝
鮮
通
信
使
と
し
て
来
日
し
た
申
維
翰
は
、

泉
州
の
大
商
人
・
唐か
ら
か
ね金
梅ば
い
し
ょ所
の
漢
詩
集
『
梅
所
詩
稿
』
の
序
文
を
認
め
た
が
、

同
序
文
は
朝
鮮
通
信
使
に
よ
る
漢
詩
の
評
価
基
準
を
示
す
資
料
と
し
て
分
析

の
意
義
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
申
維
翰
の
序
文
の
内
容
を
、
梅
所
の
実
作
と
と

も
に
比
較
検
討
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
評
価
の
背
景
に
中
国
明
代
の
古
文
辞

派
の
影
響
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

第
三
章
第
二
節
は
、
雨
森
芳
洲
文
庫
蔵
『
三
宅
滄
溟
筆
談
集
』（
写
本
）

を
通
し
て
、
三
宅
家
三
代
の
通
信
使
接
応
の
事
例
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

三
宅
家
は
、
三
宅
滄
溟
の
祖
父
の
代
か
ら
、
三
代
続
け
て
そ
れ
ぞ
れ
朝
鮮
通

信
使
た
ち
と
交
流
し
、
ま
た
、
そ
の
接
応
の
様
子
に
類
似
性
が
多
い
点
で
興

味
深
い
事
例
で
あ
る
が
、
い
ま
だ
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
本
節
で
は
、『
三

宅
滄
溟
筆
談
集
』
や
『
和
漢
唱
酬
集
』（
天
和
三
年
刊
）
及
び
朝
鮮
側
の
資

料
『
海
遊
録
』
を
考
察
し
、
三
宅
元
菴
・
三
宅
遜
宇
・
三
宅
滄
溟
と
続
く
、

三
宅
家
三
代
に
お
け
る
通
信
使
と
の
交
流
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
。

以
上
の
考
察
を
通
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
芳
洲
研
究
に
お
い
て
取
り
上
げ
ら

れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
芳
洲
の
文
事
を
検
討
し
、
そ
の
意
義
を
明
ら
か
に

し
た
。

中
世
軍
記
物
語
に
お
け
る
女
性
と
仏
教

―
苦
悩
と
救
済
の
様
相
を
め
ぐ
っ
て
―

R

ル
ー
ン
ピ
ロ
ム

uenpirom
, K

カ
ナ
パ
ッ
ト

anapat

本
論
文
の
眼
目
は
、
中
世
（
鎌
倉
時
代
〜
室
町
時
代
）
軍
記
物
語
に
お
け

る
女
性
た
ち
に
対
す
る
仏
教
的
な
救
済
の
様
相
、
お
よ
び
女
性
た
ち
自
身
が

愛
す
る
者
の
た
め
に
果
た
す
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
の

た
め
に
、
女
性
の
苦
悩
の
様
相
に
着
目
し
て
、
そ
の
克
服
の
過
程
を
考
察
す

る
。女

性
は
五
障
三
従
の
身
で
、
罪
深
く
自
由
が
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
考

え
方
が
中
世
の
社
会
に
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
考
え
方
は
中
世
軍
記
物
語
に

も
投
影
さ
れ
て
い
る
。
多
く
の
先
行
研
究
は
、
軍
記
物
語
に
お
け
る
女
性
の

苦
悩
の
克
服
お
よ
び
救
済
の
様
相
を
論
ず
る
際
に
、
出
家
の
場
面
や
臨
終
正

念
、
す
な
わ
ち
妄
念
な
く
往
生
を
遂
げ
る
最
終
場
面
に
着
目
し
て
い
る
。
し

か
し
、
出
家
・
往
生
の
場
面
以
外
に
、
女
性
た
ち
は
苦
悩
に
遭
遇
し
た
際
に
、

神
仏
の
力
に
帰
依
し
て
、
夫
、
子
供
の
た
め
に
様
々
な
役
割
を
積
極
的
に
果

た
し
て
、
苦
悩
を
克
服
し
よ
う
と
し
て
い
る
設
定
が
よ
く
見
ら
れ
る
。
彼
女

た
ち
は
夫
、
子
の
現
世
救
済
・
来
世
救
済
に
お
け
る
役
割
を
果
た
し
た
こ
と

四
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に
よ
っ
て
苦
悩
を
克
服
で
き
た
点
か
ら
見
る
な
ら
ば
、女
性
の
救
済
は
出
家
・

往
生
場
面
に
限
ら
ず
、
愛
す
る
者
の
た
め
に
役
割
を
果
た
し
て
苦
悩
を
克
服

す
る
過
程
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
問
題
意
識
か
ら
、
本
論
文
で
は
、
中
世
軍
記
物
語
に
登
場
す
る
八

人
の
女
性
を
対
象
と
し
て
、
苦
悩
の
様
相
と
そ
の
克
服
に
着
目
し
、
彼
女
た

ち
に
対
す
る
現
世
救
済
・
来
世
救
済
の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。
本
論
文
が
対
象
と
す
る
女
性
は
武
将
の
妻
や
母
と
し
て
の
役
割
を

与
え
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
。
そ
の
八
人
の
女
性
は
、『
平
家
物
語
』
に
お
け

る
二
位
殿
、
平
重
衡
を
め
ぐ
る
女
性
た
ち
、
平
維
盛
北
の
方
、『
平
治
物
語
』

に
お
け
る
常
葉
、『
曽
我
物
語
』
に
お
け
る
曽
我
兄
弟
の
母
、
大
磯
の
虎
、

北
条
政
子
、『
義
経
記
』
に
お
け
る
静
で
あ
る
。
女
性
た
ち
の
苦
悩
の
克
服

の
様
相
、
お
よ
び
仏
教
的
な
救
済
を
考
察
し
た
結
果
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と

め
ら
れ
る
。

女
性
の
苦
悩
の
様
相
に
つ
い
て
、
中
世
軍
記
物
語
は
恵
ま
れ
な
い
境
遇
、

自
ら
の
行
動
へ
の
後
悔
の
念
な
ど
の
女
性
の
苦
悩
を
多
様
に
描
い
て
い
る
。

し
か
し
、
従
来
の
研
究
が
、
軍
記
物
語
に
登
場
す
る
彼
女
た
ち
の
苦
悩
の
中

で
最
も
注
目
し
て
き
た
の
は
、
愛
別
離
苦
で
あ
る
。
本
論
文
で
挙
げ
た
女
性

は
全
員
、
戦
乱
、
あ
る
い
は
、
所
領
争
い
で
夫
、
子
と
生
別
、
死
別
し
て
悲

嘆
に
暮
れ
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
、夫
の
願
望
を
成
就
さ
せ
た
い
、夫
、

子
を
謀
反
や
戦
後
処
理
に
よ
る
罪
か
ら
救
い
た
い
と
い
う
思
い
、
親
孝
行
を

尽
く
す
こ
と
と
愛
す
る
者
と
離
別
す
る
こ
と
の
葛
藤
な
ど
も
、
彼
女
た
ち
の

苦
悩
の
原
因
と
な
っ
て
お
り
、女
性
の
主
な
苦
悩
は
親
、夫
、子
供
と
関
わ
っ

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
物
語
は
三
従
の
身
に
よ
り
自
由

の
な
い
女
性
の
存
在
を
、
女
性
登
場
人
物
の
憂
き
身
に
投
影
し
て
い
る
こ
と

が
窺
え
た
。

こ
の
よ
う
に
、
物
語
は
親
、
夫
、
子
供
の
こ
と
を
女
性
の
苦
悩
の
原
因
と

し
て
設
定
し
て
お
り
、
戦
乱
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
る
女
性
の
悲
劇
を
表
し
て

い
る
。
ま
た
、
そ
う
い
っ
た
親
子
、
夫
婦
の
恩
愛
を
通
じ
て
、
愛
す
る
者
を

救
う
・
支
え
る
役
割
を
彼
女
た
ち
に
与
え
て
、
苦
悩
の
克
服
の
様
相
を
提
示

し
て
い
る
。
亡
き
愛
す
る
者
の
後
世
を
弔
う
、
愛
す
る
者
の
無
事
の
た
め
に

神
仏
に
祈
願
す
る
、
つ
ま
り
、
女
性
が
愛
す
る
者
の
た
め
の
現
世
・
来
世
救

済
を
求
め
る
こ
と
は
、
女
性
全
員
の
記
述
に
見
ら
れ
、
一
般
的
な
苦
悩
の
克

服
の
様
相
と
言
え
る
。
ま
た
、
救
済
へ
と
展
開
す
る
過
程
に
お
い
て
、
自
ら

の
家
の
悪
行
を
滅
亡
の
原
因
と
し
て
認
識
す
る
こ
と
、
不
孝
の
罪
を
犯
さ
ず

愛
別
離
苦
に
直
面
す
る
こ
と
な
ど
の
行
動
を
取
っ
て
い
る
女
性
も
見
ら
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
悪
行
、
不
孝
の
罪
に
対
す
る
女
性
の
意
識
は
、
彼
女
た
ち
そ
れ

ぞ
れ
の
特
徴
を
示
す
も
の
で
あ
り
な
が
ら
も
、
周
囲
の
人
々
、
神
仏
の
同
情

心
を
生
み
出
し
、
救
済
へ
と
導
く
も
の
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ

れ
る
。
よ
っ
て
、
神
仏
に
対
す
る
信
心
は
も
ち
ろ
ん
、
女
性
た
ち
自
身
の
恩

恵
を
受
け
る
性
質
も
、
苦
悩
を
克
服
さ
せ
る
要
因
と
見
做
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
神
仏
に
対
す
る
信
心
、
女
性
自
身
の
性
質
と
い
う
要
素
を
も
っ

て
、
愛
す
る
者
の
た
め
に
様
々
な
役
割
を
果
た
し
た
結
果
、
愛
す
る
者
が
救
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わ
れ
た
と
同
時
に
、
彼
女
た
ち
自
身
も
苦
悩
を
克
服
で
き
た
。
そ
の
意
味
で
、

愛
す
る
者
に
対
す
る
救
済
は
彼
ら
の
み
な
ら
ず
、
女
性
た
ち
に
も
及
ん
で
い

る
と
捉
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
八
人
の
女
性
そ
れ
ぞ
れ
が
愛
す
る
者
の
救
済
の
た
め
に

様
々
な
役
割
を
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
察
し
た
。
で
は
、
彼
女
た
ち
自

身
の
臨
終
の
時
に
、
後
世
救
済
は
ど
の
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。
本

論
文
で
挙
げ
た
八
人
の
女
性
の
中
で
、
女
人
往
生
の
構
想
が
設
定
さ
れ
る
の

は
曽
我
兄
弟
の
母
、
大
磯
の
虎
、
静
の
三
人
の
女
性
で
あ
る
。
彼
女
た
ち
が

往
生
の
前
に
悲
哀
を
翻
す
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
に
は
相
違
点

が
あ
る
も
の
の
、
愛
す
る
者
に
関
す
る
苦
悩
が
、
菩
提
心
を
起
こ
す
要
因
と

し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
物
語
は
愛

す
る
者
に
関
す
る
苦
悩
、
そ
れ
に
よ
る
妄
念
を
、
彼
女
た
ち
の
往
生
の
妨
げ

と
し
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
、
仏
道
に
入
ら
せ
る
動
機
と
し
て
、
恩
愛
に
よ
る

苦
悩
を
女
性
の
救
済
と
結
び
つ
け
て
い
る
こ
と
が
窺
え
た
。

以
上
、
八
人
の
女
性
の
記
述
を
通
し
て
、
親
子
、
夫
婦
の
恩
愛
を
、
女
性

の
苦
悩
お
よ
び
救
済
の
様
相
と
関
連
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
中
世
軍
記
物
語

の
姿
勢
を
考
察
し
て
き
た
。
こ
こ
か
ら
、
親
子
、
夫
婦
の
恩
愛
は
女
性
の
苦

悩
の
原
因
で
は
あ
る
が
、
恩
愛
の
情
そ
の
も
の
こ
そ
が
苦
悩
の
克
服
の
核
と

な
っ
て
、
愛
す
る
者
と
彼
女
た
ち
自
身
の
現
世
・
来
世
救
済
を
も
た
ら
す
も

の
で
あ
る
と
示
そ
う
と
し
て
い
る
物
語
の
意
図
が
窺
わ
れ
る
。

From
 Skepticism

 to Self-Parodies: 
The Transition in Joseph C

onrad's W
orks 

（
懐
疑
か
ら
セ
ル
フ
パ
ロ
デ
ィ
へ
：

ジ
ョ
ウ
ゼ
フ
・
コ
ン
ラ
ッ
ド
作
品
に
お
け
る
変
遷
） 

田　

中　

和　

也

Joseph Conrad

は
、
英
文
学
に
お
け
る
小
説
の
「
偉
大
な
伝
統
」
の
構

築
者
の
う
ち
一
人
で
あ
る
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
そ
の
批

評
史
の
基
礎
を
築
い
たConrad

研
究
の
大
家
た
ち
は
、
彼
の
前
期
作
品
を

高
く
評
価
す
る
一
方
で
、
１
９
１
３
年
のChance

以
降
の
後
期
作
品
に
つ

い
て
は
、
語
り
の
平
板
化
や
不
得
手
な
ラ
ブ
ロ
マ
ン
ス
の
導
入
ゆ
え
に
才
能

衰
退
が
見
ら
れ
る
と
し
て
、
低
く
評
価
し
て
き
た
。
こ
の
結
果
、Conrad

前
期
・
後
期
作
品
の
間
に
は
、
作
品
の
内
容
や
技
法
に
お
い
て
明
確
な
断
裂

が
あ
る
と
い
う
「
達
成
と
衰
退
」（achievem

ent and decline

）
の
枠
組

み
が
長
ら
く
考
え
ら
れ
て
き
た
。 

こ
う
し
た
批
評
史
を
踏
ま
え
つ
つ
、
本
論
文
は
、Conrad

作
品
は
前
・

後
期
と
い
う
区
切
り
の
中
で
作
品
内
容
や
技
法
面
に
お
い
て
安
易
に
分
け
ら

れ
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
。
そ
の
際
に
鍵
だ
と
私
が
考
え
る
の
は
、

Conrad
が
同
時
代
の
社
会
的
言
説
と
自
ら
の
創
作
意
識
に
対
し
て
、
絶
え
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ず
懐
疑
を
抱
い
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
自
身
と
社
会
双
方
へ
の
絶
え
ざ
る
懐

疑
の
結
果
、
彼
が
才
能
を
枯
渇
さ
せ
ず
に
創
作
意
識
・
技
法
を
絶
え
ず
刷
新

し
、
最
後
に
は
セ
ル
フ
パ
ロ
デ
ィ
へ
と
至
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、
私
は
訴
え

た
い
。

初
期
作
品
に
関
し
て
は
、
彼
が
自
ら
が
憧
れ
か
つ
体
感
し
て
き
た
海
の
世

界
を
自
身
の
作
品
で
は
手
放
し
で
称
賛
せ
ず
、
西
洋
植
民
地
主
義
へ
の
懐
疑

と
そ
れ
ゆ
え
の
批
判
的
距
離
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
見
い
だ
せ
る
。
本
論
文

で
は
、
第
一
章
でA

n O
utcast of the Islands

（1896

）、
第
二
章
でLord 

Jim

（1900

）
を
扱
う
。
こ
の
二
作
品
で
は
、
白
人
冒
険
者
の
失
墜
が
描
か

れ
て
い
て
、
植
民
地
主
義
に
お
け
る
白
人
の
優
位
性
が
揺
ら
い
で
い
る
が
、

そ
の
揺
ら
ぎ
方
が
対
照
的
で
あ
る
。A

n O
utcast

に
つ
い
て
は
、
白
人
た
ち

の
失
墜
の
背
後
で
活
躍
す
る
マ
レ
ー
群
島
の
策
士Babalatchi

の
役
割
を
考

察
す
る
。
作
品
半
ば
で
は
、
白
人
男
性
主
人
公
二
人
が
対
峙
し
決
別
す
る
が
、

そ
の
場
面
が
無
意
味
に
遅
延
さ
れ
て
い
る
と
根
強
く
批
判
さ
れ
て
き
た
。
そ

の
一
見
無
駄
な
遅
延
場
面
にBabalatchi

は
登
場
す
る
。Babalatchi

は
政

治
的
感
覚
に
溢
れ
て
い
て
、
な
お
か
つ
海
の
世
界
で
鍛
え
上
げ
ら
れ
た
冒
険

者
で
あ
る
。
実
は
彼
が
遅
延
場
面
で
白
人
主
人
公
た
ち
と
対
比
さ
れ
る
か
ら

こ
そ
、
主
人
公
た
ち
の
失
墜
が
効
果
的
に
描
か
れ
る
の
で
あ
る
。
一
方

Lord Jim

で
は
、
作
品
前
半
は
高
度
な
小
説
技
法
を
駆
使
し
て
主
人
公Jim

の
苦
悩
を
描
く
の
に
、
後
半
は
平
板
な
冒
険
作
品
に
な
っ
て
い
て
、
主
題
や

技
法
に
お
い
て
前
後
半
で
乖
離
が
あ
る
と
長
ら
く
批
判
さ
れ
て
き
た
。
し
か

し
作
品
後
半
の
途
中
、
第
36
章
で
の
急
な
語
り
の
変
化
が
存
在
す
る
が
ゆ
え

に
、Jim

の
英
雄
幻
想
を
パ
ロ
デ
ィ
化
す
る
下
地
が
作
品
前
半
か
ら
周
到
に

用
意
さ
れ
て
き
た
と
本
論
文
は
主
張
す
る
。 

こ
う
し
た
海
の
世
界
や
そ
こ
に
お
け
る
連
帯
感
へ
の
懐
疑
は
、
そ
の
ま
ま

Conrad

の
目
を
、
人
々
の
連
帯
感
が
存
在
し
な
い
世
界
、
す
な
わ
ち
都
市

と
政
治
へ
と
向
け
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
論
文
で
は
、
第
三
章
で

N
ostrom

o

（1904

）
を
、
第
四
章
で
はT

he Secret A
gent

（1907

）
を

論
じ
、
そ
の
際
に
は
敢
え
て
両
作
品
で
一
人
ず
つ
登
場
人
物
に
焦
点
を
当
て

て
、
そ
の
人
物
が
作
品
世
界
の
問
題
点
を
暴
き
出
す
役
割
を
担
う
と
主
張
す

る
。N

ostrom
o

で
は
、
主
人
公N

ostrom
o

と
は
対
照
的
に
描
か
れ
て
い
る

D
r. M

onygham

の
役
割
に
注
目
す
る
。
彼
こ
そ
が
、
作
品
中
盤
で

N
ostrom

o

が
一
見
不
自
然
に
人
格
を
変
貌
す
る
要
因
な
の
で
あ
る
。
彼
は

ま
た
、
作
品
世
界
で
懐
疑
と
行
動
を
最
も
う
ま
く
両
立
し
て
い
て
、
革
命
と

い
う
観
念
に
囚
わ
れ
た
人
々
の
不
毛
を
暴
き
だ
す
。
だ
が
そ
ん
な

M
onygham

で
さ
え
も
、
結
局
は
自
身
が
献
身
す
るM

rs. Gould

へ
忠
誠

心
と
い
う
観
念
か
ら
は
逃
れ
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、N

ostrom
o

は
人
間
が

観
念
と
い
う
存
在
に
絡
め
取
ら
れ
る
姿
を
表
象
で
き
る
の
で
あ
る
。
一
方

T
he Secret A

gent

で
は
、
題
名
役
のA

dolf V
erloc

の
妻
で
あ
るW

innie
に
注
目
す
る
。
こ
の
作
品
で
は
天
文
台
爆
破
と
い
う
不
条
理
な
テ
ロ
行
為
が

題
材
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
か
つ
、
作
品
第
4
章
―
テ
ロ
行
為
直
後
の
ロ
ン

ド
ン
を
描
く
章
―
と
最
終
章
の
第
13
章
が
、
類
似
し
た
場
面
設
定
を
も
つ
。

四
校



111

ゆ
え
に
こ
の
作
品
は
、
何
事
も
起
こ
り
え
な
い
と
い
う
都
市
の
不
条
理
や
そ

こ
で
の
円
環
し
た
日
々
を
描
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
だ
が
、
そ
う
し
た

不
毛
に
見
え
る
不
条
理
の
連
鎖
の
中
心
に
は
、W

innie

か
ら
夫
へ
の
無
関

心
が
存
在
し
て
い
る
。
ま
た
言
行
を
一
致
さ
せ
る
彼
女
の
人
格
は
、
彼
女
の

自
殺
後
に
あ
た
る
第
13
章
で
登
場
す
る
、
口
先
だ
け
の
ア
ナ
キ
ス
ト
た
ち
と

は
対
照
的
で
あ
り
、
彼
ら
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
う
し
た
役
割
の

結
果W

innie

は
、T

he Secret A
gent

の
世
界
は
不
条
理
に
円
環
す
る
の
み

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。 

そ
の
後
、Conrad

の
懐
疑
は
、
ブ
ー
メ
ラ
ン
の
よ
う
に
、
最
終
的
に
彼

自
身
に
自
省
的
な
形
で
返
っ
て
く
る
。
ゆ
え
に
後
期
作
品
で
は
、
彼
自
身
が

過
去
に
親
し
ん
で
き
た
海
の
世
界
が
、
パ
ロ
デ
ィ
性
を
こ
め
て
再
び
描
か
れ

る
と
解
釈
で
き
る
。
本
論
文
で
は
、
第
五
章
でChance 

（1913

）
を
、
第

六
章
で
はT

he R
over

（1923

）
を
論
じ
る
。Chance

は
出
版
当
時
の
女

性
読
者
を
念
頭
に
置
い
て
執
筆
さ
れ
た
と
い
う
論
が
近
年
は
有
力
で
、

Conrad

は
女
性
を
う
ま
く
描
け
な
い
と
い
う
通
説
が
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

だ
が
実
は
、Chance

は
女
性
主
人
公
の
成
長
を
一
見
主
題
と
し
つ
つ
も
、

そ
の
背
景
で
は
船
乗
り
た
ち
の
連
帯
感
が
強
調
さ
れ
て
い
る
と
私
は
考
え
る
。

一
方T
he R

over

は
、
作
品
プ
ロ
ッ
ト
上
で
無
意
味
な
脱
線
が
多
く
、
老
年

のConrad

が
感
傷
に
任
せ
て
書
い
た
作
品
だ
と
批
判
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、

実
は
そ
れ
ら
「
脱
線
」
は
、
主
人
公
が
物
語
最
後
に
出
航
し
て
い
く
場
面
に

お
い
て
、
プ
ロ
ッ
ト
上
で
結
実
し
て
い
く
と
本
論
文
は
主
張
す
る
。
そ
の
結

実
で
は
、
リ
ア
リ
ズ
ム
小
説
の
技
法
が
明
白
に
放
棄
さ
れ
て
い
て
、
ゆ
え
に

Conrad

が
海
の
世
界
と
は
自
意
識
的
に
距
離
を
保
っ
て
い
る
こ
と
が
、
意

味
づ
け
ら
れ
る
。
結
果
、Conrad

の
創
作
意
識
は
枯
渇
し
て
い
な
か
っ
た

の
で
あ
り
、
彼
の
後
期
作
品
は
「
衰
退
」
や
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
現
れ

で
は
な
く
、
前
期
作
品
か
ら
一
貫
し
て
う
か
が
え
た
懐
疑
の
具
現
化
で
あ
る

と
、
解
釈
で
き
る
の
で
あ
る
。 

 

 

日
本
語
に
お
け
る
複
合
指
示
詞
の
歴
史
的
研
究

清

田　

朗

裕

本
論
文
の
目
的
は
、
日
本
語
に
お
け
る
複
合
指
示
詞
の
い
く
つ
か
を
対
象

と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
史
を
記
述
し
つ
つ
、
歴
史
的
変
遷
の
過
程
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
指
示
代
名
詞
由
来
の
複
合
語
と
し
て

ソ
コ
ソ
コ
、
カ
レ
コ
レ
の
２
語
を
、
指
示
副
詞
由
来
の
複
合
語
と
し
て
ト
カ

ク
、
ト
ニ
カ
ク
の
２
語
を
、
指
示
連
体
詞
が
関
わ
る
派
生
表
現
と
し
て
「
Ｎ

Ｐ
＋
ソ
ノ
モ
ノ
」
を
取
り
上
げ
た
。

研
究
方
法
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
初
出
例
が
み
ら
れ
る
中
古
か
ら
現
代
ま

で
の
文
学
作
品
を
中
心
に
、
主
に
電
子
化
資
料
を
用
い
、
そ
れ
以
外
の
資
料

に
も
目
を
配
り
つ
つ
用
例
を
収
集
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
語
史
を
記
述
し
た
上

で
、
歴
史
的
変
遷
の
過
程
を
考
察
し
、
明
ら
か
に
し
た
言
語
事
実
、
歴
史
的
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変
遷
の
過
程
が
、
他
の
日
本
語
史
に
お
け
る
言
語
事
象
と
ど
の
よ
う
に
関
わ

る
の
か
考
察
を
加
え
た
。

序
論
で
は
、
研
究
史
を
概
観
し
、
注
意
す
べ
き
先
行
研
究
を
挙
げ
つ
つ
も
、

本
論
文
で
対
象
と
す
る
複
合
指
示
詞
に
関
す
る
研
究
は
あ
ま
り
な
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
示
し
、
本
研
究
の
位
置
づ
け
を
お
こ
な
っ
た
。

第
Ⅰ
部
で
は
指
示
代
名
詞
由
来
の
複
合
指
示
語
を
取
り
上
げ
た
。

第
Ⅰ
部
第
１
章
で
は
、
ソ
コ
ソ
コ
を
取
り
上
げ
、
そ
の
語
史
を
記
述
し
つ

つ
、
歴
史
的
変
遷
を
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
ソ
コ
ソ
コ
の
程
度
副
詞
用
法

の
成
立
に
は
、
メ
タ
フ
ァ
ー
拡
張
と
、〈
不
定
の
複
数
の
対
象
〉
が
関
わ
っ

て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
複
合
辞
用
法
の
成
立
に
は
、
シ
テ
の
省
略
、
そ
し
て

そ
の
た
め
の
動
作
名
詞
の
性
格
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

さ
ら
に
、
接
尾
辞
用
法
の
成
立
に
は
、
名
詞
用
法
と
程
度
副
詞
用
法
が
構
文

的
・
意
味
的
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
本
章
で
は
、
ソ
コ
ソ
コ

の
も
つ
意
味
や
、
ソ
コ
ソ
コ
内
部
の
変
化
だ
け
で
な
く
、
直
前
直
後
の
文
脈

や
構
造
が
、
ソ
コ
ソ
コ
の
変
化
を
促
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
複
合
指
示
詞

が
、
大
変
興
味
深
い
言
語
変
化
を
有
す
る
対
象
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。

第
Ⅰ
部
第
２
章
で
は
、
カ
レ
コ
レ
を
取
り
上
げ
、
そ
の
語
史
を
記
述
し
つ

つ
、
連
体
詞
へ
向
け
た
歴
史
的
変
遷
を
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
従
来
、
連

体
詞
は
固
定
化
・
慣
用
化
に
よ
る
も
の
と
し
て
処
理
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
っ
た
が
、
カ
レ
コ
レ
の
場
合
、
日
本
語
史
上
の
変
化
と
絡
み
合
い
な

が
ら
、
連
体
詞
へ
と
変
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
例
は
稀
有
な
例
で
は

あ
ろ
う
が
、だ
か
ら
こ
そ
、多
く
の
例
が
そ
う
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、個
々

の
例
も
同
様
に
把
握
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
な
ら
ね
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
く
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

第
Ⅱ
部
で
は
、
指
示
副
詞
由
来
の
複
合
指
示
語
を
取
り
上
げ
た
。

第
Ⅱ
部
第
１
章
で
は
、
ト
カ
ク
を
取
り
上
げ
、
そ
の
語
史
を
記
述
し
、
主

に
歴
史
的
な
意
味
変
化
を
考
察
し
た
。
ト
カ
ク
ノ
Ｎ
Ｐ
の
Ｎ
Ｐ
に
は
、
現
代

語
で
は
発
言
・
思
考
に
関
わ
る
名
詞
句
が
み
ら
れ
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
が
、

そ
れ
は
中
世
以
降
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。
中
世
の
ト
カ
ク
ノ
Ｎ
Ｐ
は
、

約
９
割
が
否
定
表
現
と
共
起
す
る
例
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
現
代
語
に
お
け

る
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
も
た
せ
る
一
因
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ト
カ

ク
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
は
、
近
世
に
〈
複
数
〉
の
解
釈
が
し
に
く
い
例
が
み
ら
れ
、

〈
傾
向
〉
と
い
う
抽
象
的
な
意
味
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、文
脈
上
、

好
ま
し
く
な
い
場
合
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、
現
代
語
の
マ
イ
ナ
ス
イ

メ
ー
ジ
を
形
づ
く
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
最
後
に
カ
ク
と
の
比
較
を
通
じ
て
、

ト
カ
ク
が
副
助
詞
と
共
起
し
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
れ
は
〈
不
定
の
複
数

の
対
象
〉
と
〈
限
定
〉
と
い
う
意
味
的
な
齟
齬
が
関
わ
る
の
で
は
な
い
か
と

述
べ
た
。
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第
Ⅱ
部
第
２
章
で
は
、
ト
ニ
カ
ク
を
取
り
上
げ
、
特
に
複
合
辞
用
法
の
成

立
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
述
語
化
と
い
う
構
文
変
化
（
拡
張
）、

否
定
表
現
と
の
共
起
に
よ
る
〈
複
数
性
〉
ま
た
〈
指
示
性
〉
の
喪
失
と
い
う

意
味
変
化
が
関
わ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
ト
ニ
カ
ク
の
複
合
辞

用
法
は
、
副
詞
を
含
む
複
合
辞
と
考
え
ら
れ
る
が
、
従
来
、
こ
の
よ
う
な
も

の
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
が
、

複
合
辞
と
な
り
う
る
こ
と
を
示
し
た
。

第
Ⅲ
部
で
は
、
現
代
語
で
は
単
独
例
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
ソ
ノ
モ
ノ

を
取
り
上
げ
、
そ
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
古
代
語
で
は

「
Ｎ
Ｐ
＋
ソ
ノ
モ
ノ
」
の
例
が
ほ
と
ん
ど
確
認
で
き
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
上
で
、
明
治
20
年
前
後
の
英
学
資
料
の
調
査
の
結
果
か
ら
、「
Ｎ
Ｐ
＋

ソ
ノ
モ
ノ
」
の
萌
芽
と
も
い
う
べ
き
用
例
の
存
在
を
指
摘
し
た
。
た
だ
し
、

受
容
面
に
つ
い
て
は
課
題
を
多
く
残
し
て
い
る
。

第
Ⅳ
部
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
・
考
察
を
も
と
に
、
複
合
指
示
詞
の
歴

史
と
日
本
語
史
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
。
そ
の
結
果
、
取
り
上
げ

た
複
合
指
示
語
に
つ
い
て
、
①
〈
指
示
性
〉
の
喪
失
、
②
〈
複
数
性
〉
の
喪

失
、
③
構
文
変
化
、
と
い
う
共
通
点
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
ら
の
変
化
は
、
文

法
化
に
お
け
る
一
方
向
性
の
仮
説
を
支
持
す
る
事
例
で
あ
る
と
整
理
で
き
る

こ
と
を
示
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
変
化
は
、
日
本
語
史
上
確
認
で
き
た
変

化
と
類
似
の
変
化
で
も
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
複
合

指
示
詞
の
変
化
は
、
偶
発
的
・
散
発
的
な
も
の
で
は
な
く
、
日
本
語
史
、
言

語
史
の
枠
内
で
生
じ
た
変
化
だ
と
い
え
る
が
、
従
来
の
語
史
研
究
で
は
こ
の

点
に
つ
い
て
注
意
が
払
わ
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
、
言

語
史
の
中
で
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
、
注
意
を
払
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る

こ
と
を
述
べ
た
。

結
論
で
は
、
全
体
を
整
理
し
、
今
後
の
課
題
を
述
べ
た
上
で
、
本
論
文
が
、

複
合
指
示
詞
と
い
う
ま
と
ま
り
で
も
っ
て
、
指
示
詞
研
究
の
道
程
の
一
方
向

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

日
本
語
準
体
構
造
の
通
時
的
変
化

―
歴
史
研
究
と
方
言
研
究
か
ら
の
展
開
―

坂　

井　

美　

日

本
論
は
、
準
体
構
造
の
通
時
的
変
化
に
つ
い
て
、
文
献
学
的
手
法
と
、
方

言
学
的
手
法
か
ら
、
実
証
的
に
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
一
章
で
は
研
究
の
概
要
を
述
べ
、
第
二
章
で
は
零
準
体
述
語
文
の
変
化

に
つ
い
て
述
べ
る
。
零
準
体
述
語
文
は
、
か
つ
て
古
典
語
に
存
在
し
た
、
連

体
形
節
が
直
接
コ
ピ
ュ
ラ
を
伴
う
構
文
で
あ
る
。
こ
の
構
文
は
徐
々
に
衰
退
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し
、＜

連
体
形
＋
名
詞＞

を
述
語
と
す
る
通
常
の
名
詞
述
語
文
に
合
流
し
た

と
さ
れ
る
。
こ
の
説
は
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
が
、
統
語
的
な
事
情
が

考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
本
論
で
は
〈
連
体
形
節
＋
名
詞
〉
を
述
語
と
す
る
構

文
を
、
統
語
的
観
点
か
ら
二
つ
「
正
規
の
名
詞
述
語
文
」
と
、
擬
似
的
な
名

詞
述
語
文
の
「
人
魚
構
文
」
に
分
類
し
、
零
準
体
述
語
文
の
変
化
は
、
従
来

説
の
言
う
よ
う
な
単
な
る
名
詞
述
語
文
へ
の
合
流
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
す

る
。
本
論
で
は
、
零
準
体
述
語
文
が
主
節
相
当
の
名
詞
化
構
造
で
あ
る
こ
と

を
示
し
た
上
で
、
そ
の
節
末
に
名
詞
要
素
が
付
加
さ
れ
る
動
き
が
中
世
末
頃

に
起
こ
っ
た
こ
と
で
、「
人
魚
構
文
」
の
方
に
合
流
し
た
と
指
摘
す
る
。
ま

た
零
準
体
述
語
文
の
変
化
は
、
第
三
章
以
降
に
示
す
項
準
体
の
変
化
と
は
時

期
も
動
向
も
異
な
る
こ
と
か
ら
、
項
準
体
の
変
化
と
一
括
り
に
し
て
考
え
る

従
来
説
は
不
適
切
と
指
摘
す
る
。本
論
で
は
、零
準
体
述
語
文
と
モ
ダ
リ
テ
ィ

と
の
関
係
に
着
目
し
、
項
準
体
に
は
関
与
し
な
い
モ
ダ
リ
テ
ィ
性
が
、
準
体

述
語
文
の
変
化
の
要
因
で
あ
っ
た
と
い
う
試
論
を
展
開
す
る
。

第
三
章
以
降
は
、
項
位
置
の
準
体
に
つ
い
て
述
べ
る
。
ま
ず
第
三
章
で
は
、

上
方
語
の
項
準
体
の
変
化
を
文
献
調
査
と
統
計
処
理
か
ら
明
ら
か
に
す
る
。

１
．
ノ
準
体
の
発
生
は
形
状
タ
イ
プ
も
事
柄
タ
イ
プ
も
ほ
ぼ
同
時
期
で
、
か

つ
2
タ
イ
プ
の
様
相
は
約
２
０
０
年
間
有
意
差
が
な
い
。
２
．
そ
れ
以
降
、

形
状
タ
イ
プ
の
み
先
に
ノ
準
体
へ
の
体
系
移
行
を
展
開
す
る
。
３
．
形
状
タ

イ
プ
の
変
化
が
完
了
し
た
幕
末
―
明
治
以
降
、
事
柄
タ
イ
プ
も
ノ
準
体
へ
の

体
系
移
行
を
展
開
し
、
明
治
後
期
―
大
正
ま
で
に
変
化
を
完
了
し
た
。
上
記

の
結
果
か
ら
、
発
生
当
初
の
「
の
」
を
モ
ノ
・
ヒ
ト
代
名
詞
と
す
る
従
来
説

は
取
り
難
い
こ
と
、
項
準
体
の
変
化
は
、
述
語
位
置
で
の
変
化
と
は
異
な
る

も
の
で
、
項
準
体
の
変
化
の
直
接
要
因
を
連
体
形
と
終
止
形
の
同
形
化
に
求

め
る
従
来
説
は
取
り
難
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。

第
四
章
で
は
、
ノ
準
体
発
生
当
初
の
「
の
」
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。

第
三
章
の
結
果
か
ら
、
発
生
当
初
の
「
の
」
は
、
１
．
意
味
を
持
た
な
い
文

法
要
素
で
あ
り
、
か
つ
２
．
準
体
の
機
能
や
意
味
を
補
う
と
い
っ
た
文
法
的

必
要
性
に
か
ら
れ
て
付
加
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
本
論
で

は
、
当
初
の
ノ
準
体
の
「
の
」
は
、
類
似
す
る
構
造
か
ら
の
類
推
で
発
生
し

た
と
考
え
、
属
格
句
と
の
関
連
か
ら
準
体
助
詞
「
の
」
の
発
生
プ
ロ
セ
ス
を

考
察
す
る
。
ノ
準
体
発
生
当
初
の
「
の
」
は
、
中
古
か
ら
中
世
に
か
け
て
起

こ
っ
た
属
格
句
名
詞
用
法
の
変
化
「
わ
が
の
」
↓
「
一
人
称
＋
が
＋
の
」
↓

「
Ｎ
Ｐ
＋
が
＋
の
」
の
中
で
成
立
し
た
「
ガ
属
格
句
＋
ノ
」
の
構
造
か
ら
、

類
推
に
よ
っ
て
連
体
形
節
末
に
も
付
き
始
め
た
も
の
と
考
え
る
。
ノ
準
体
初

期
の
「
の
」
の
付
加
は
、
文
法
的
必
要
性
に
か
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た

た
め
、
前
章
で
見
た
よ
う
に
長
ら
く
ノ
準
体
へ
の
移
行
が
展
開
し
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
、
ま
た
そ
の
「
の
」
は
、
名
詞
用
法
に
付
く
と
い
う
特
性
の
み

を
持
っ
て
い
た
た
め
、
準
体
の
タ
イ
プ
に
関
わ
ら
ず
同
様
に
付
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。

第
五
章
は
、
江
戸-

東
京
語
に
お
け
る
項
準
体
の
変
化
を
扱
う
。
文
献
の

事
情
か
ら
近
世
中
期
以
降
の
調
査
で
あ
る
が
、
第
三
章
と
同
様
の
手
法
で
行
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な
い
、
１
．
形
状
タ
イ
プ
は
、
近
世
中
期
の
時
点
で
既
に
ノ
準
体
へ
の
体
系

移
行
を
か
な
り
進
め
て
い
た
。
２
．
形
状
タ
イ
プ
の
変
化
完
了
後
、
事
柄
タ

イ
プ
も
体
系
移
行
を
展
開
し
始
め
、
明
治
後
期-

大
正
ま
で
に
変
化
を
完
了

し
た
、
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
六
章
で
は
主
部
内
在
節
の
変
化
に
つ
い
て
補
足
す
る
。
上
方
語
と
江
戸

語
に
お
け
る
主
部
内
在
タ
イ
プ
の
変
化
は
、
形
状
タ
イ
プ
と
も
事
柄
タ
イ
プ

と
も
切
り
離
さ
れ
て
お
り
、
ち
ょ
う
ど
2
者
の
変
化
の
中
間
時
期
に
お
い
て

変
化
す
る
。
少
な
く
と
も
歴
史
的
変
化
に
お
い
て
は
、
形
状
タ
イ
プ
と
事
柄

タ
イ
プ
と
主
部
内
在
タ
イ
プ
は
、
別
個
に
扱
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

第
七
章
で
は
、
ノ
準
体
を
発
達
さ
せ
た
上
方
語
と
江
戸
語
の
変
化
を
対
照

し
、
共
通
点
を
指
摘
す
る
。
上
方
語
と
江
戸
語
の
変
化
は
、
時
期
の
差
は
あ

れ
、
１
．
ノ
準
体
へ
の
体
系
移
行
は
形
状
タ
イ
プ
か
ら
先
に
展
開
し
、

２
．
形
状
タ
イ
プ
の
変
化
完
了
後
に
事
柄
タ
イ
プ
の
移
行
が
展
開
し
始
め
、

３
．
最
終
的
に
両
タ
イ
プ
は
同
じ
様
相
と
な
る
、
と
い
う
ほ
ぼ
同
じ
プ
ロ
セ

ス
を
辿
っ
て
い
る
。

第
八
章
で
は
、「
の
」
と
は
異
な
る
準
体
助
詞
を
有
し
、
か
つ
現
代
で
項

準
体
の
変
化
が
観
察
で
き
る
宮
古
語
の
調
査
結
果
を
示
す
。
宮
古
語
で
は
、

集
落
・
世
代
に
よ
っ
て
準
体
体
系
が
異
な
り
、
そ
の
対
照
に
よ
っ
て
変
化
の

過
程
を
観
察
で
き
る
。
宮
古
語
で
は
、
形
状
タ
イ
プ
の
方
か
ら
先
に
零
準
体

が
許
容
さ
れ
な
く
な
り
、
事
柄
タ
イ
プ
は
零
準
体
を
保
持
す
る
が
、
元
来
ヒ

ト
を
指
す
名
詞
で
あ
っ
た
「
ス
」
と
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
を
指
す
名
詞
「
ム
ヌ
」

の
意
味
が
希
薄
化
し
、
事
柄
タ
イ
プ
に
も
準
体
助
詞
と
し
て
転
用
さ
れ
つ
つ

あ
る
。

第
九
章
で
は
、
上
方
語
・
江
戸
語
・
宮
古
語
の
変
化
の
対
照
か
ら
、
項
準

体
の
変
化
に
つ
い
て
、
Ⅰ
．
形
状
タ
イ
プ
か
ら
零
準
体
が
許
容
さ
れ
な
く
な

り
、
Ⅱ
．
事
柄
タ
イ
プ
は
、
形
状
タ
イ
プ
で
零
準
体
が
許
容
さ
れ
な
く
な
っ

て
か
ら
準
体
助
詞
準
体
へ
と
移
行
す
る
と
い
う
、
通
時
的
変
化
の
一
般
化
を

行
な
う
。
そ
し
て
、
こ
の
パ
タ
ー
ン
は
諸
方
言
の
観
察
か
ら
も
補
証
さ
れ
、

Ⅰ
〜
Ⅱ
は
日
本
語
準
体
の
変
化
の
普
遍
的
な
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
項
準
体
の
変
化
の
直
接
要
因
は
、
従
来
説
の
言
う
よ

う
な
連
体
形
と
終
止
形
の
同
形
化
で
は
な
い
と
指
摘
し
、
本
論
で
は
構
造
に

よ
る
説
明
を
試
み
る
。
本
論
で
は
、
項
の
位
置
に
お
け
る
変
化
は
、
形
状
タ

イ
プ
の
ヘ
ッ
ド
レ
ス
構
造
再
解
釈
に
起
因
す
る
と
す
る
仮
説
を
提
示
す
る
。

O
ppositeness and Relevance

（
反
対
と
関
連
性
）

黒　

川　

尚　

彦

本
論
文
は
「
反
対
」
と
い
う
概
念
に
関
係
す
る
３
つ
の
表
現
、vice 

versa
、opposite

、on the contrary

に
つ
い
て
関
連
性
理
論
の
枠
組
み

に
よ
る
分
析
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
本
論
文
の
目
的
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
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現
の
コ
ー
ド
化
さ
れ
た
意
味
を
特
定
し
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
語
用
論
的
に

処
理
さ
れ
る
の
か
と
い
う
解
釈
プ
ロ
セ
ス
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。

本
論
文
は
７
章
で
構
成
さ
れ
る
。
１
章
は
概
説
と
し
て
各
表
現
を
分
析
す

る
意
義
を
示
し
て
い
る
。
２
章
は
本
論
文
が
依
拠
す
る
関
連
性
理
論
の
紹
介

で
あ
る
。
３
章
で
は
「
反
対
」
と
い
う
概
念
自
体
の
考
察
を
行
い
、
そ
の
上

で
命
題
レ
ベ
ル
の
「
反
対
」
の
分
類
と
そ
の
認
識
に
関
す
る
原
則
を
提
示
し

て
い
る
。
４
章
で
はvice versa

を
、
５
章
で
はopposite

を
、
６
章
で
は

on the contrary

を
取
り
上
げ
、
各
表
現
の
分
析
を
行
っ
て
い
る
。vice 

versa

は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
命
題
が
先
行
命
題
と
反
対
関
係
に
あ

る
。opposite

は
字
義
通
り
「
反
対
」
と
い
う
概
念
を
表
し
、on the 

contrary

は
接
続
さ
れ
る
２
つ
の
文
が
反
対
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
す
談
話

連
結
表
現
で
あ
る
。
そ
し
て
、
７
章
は
結
語
と
し
て
４
章
か
ら
６
章
の
内
容

を
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
る
。
以
下
で
３
章
か
ら
６
章
の
要
旨
を
述
べ
る
。

３
章
で
は
、
語
彙
意
味
論
の
知
見
を
活
か
し
、
命
題
レ
ベ
ル
の
「
反
対
」

に
関
す
る
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
反
対
と
は
二
者
の
存
在
と
そ
れ
ら
が
共
有

す
る
対
立
点
の
認
識
に
依
存
す
る
関
係
で
あ
る
。
こ
れ
を
も
と
に
、
ヒ
ト
が

反
対
を
認
識
す
る
傾
向
をPrinciple of M

inim
al difference and 

M
axim

al Sim
ilarity

（「
相
違
が
小
さ
け
れ
ば
小
さ
い
ほ
ど
、
類
似
が
大

き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、
二
者
の
関
係
を
反
対
と
認
識
し
や
す
い
」）
と
い

う
原
則
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。
命
題
レ
ベ
ル
の
反
対
関
係
は
次
の
３
種
類

で
あ
る
。
第
一
は
反
意
の
反
対
関
係
。
命
題
に
反
意
語
が
そ
れ
ぞ
れ
含
ま
れ

る
場
合
で
あ
る
。
第
二
は
極
性
の
反
対
関
係
。
肯
定
と
否
定
の
関
係
の
こ
と

で
あ
る
。
第
三
は
方
向
性
の
反
対
関
係
。
こ
れ
は
、
例
え
ば
、
あ
る
原
因
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
結
果
と
い
う
事
態
と
そ
の
因
果
関
係
が
逆
転
す
る

事
態
と
の
関
係
で
あ
る
。

４
章
はvice versa

の
分
析
で
あ
る
。
本
論
文
で
はvice versa

の
コ
ー

ド
化
さ
れ
た
意
味
を
「E (y,x) 

を
完
全
な
概
念
表
象
に
せ
よ
」
と
い
う
手

続
き
的
意
味
と
し
て
提
案
す
る
。
こ
の
手
続
き
的
意
味
は
聞
き
手
に
先
行
命

題
か
らE (x,y)

（
２
つ
の
ス
ロ
ッ
ト
を
持
つ
論
理
的
含
意
）
を
導
出
し
、x

とy

を
交
替
さ
せ
た
表
象E (y,x) 

を
得
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
こ
のx

とy

は

任
意
で
は
な
く
、
文
脈
想
定R

に
よ
っ
て
関
係
づ
け
ら
れ
る
。E (y,x) 

の
導

出
に
はR

で
関
係
づ
け
ら
れ
る x,y 

を
持
つ
論
理
的
含
意E (x,y) 

が
必
要
で

あ
り
、
こ
れ
ら
が
相
互
依
存
的
に
決
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
解
釈
プ
ロ

セ
ス
は
連
続
的
で
は
な
く
同
時
並
行
で
処
理
さ
れ
る
。

５
章
で
はopposite

の
形
容
詞
、
副
詞
、
前
置
詞
用
法
を
１
つ
の
概
念
で

捉
え
、
こ
れ
を
名
詞
句the opposite

に
応
用
し
、
定
型
表
現do the 

opposite

とthe opposite is true

の
分
析
を
行
っ
て
い
る
。opposite

は

opposite <w
rt:a>  (x,y) 

と
い
う
概
念
を
コ
ー
ド
化
す
る
と
提
案
す
る
。x,y

は
反
対
関
係
に
あ
る
二
者
を
、<w

rt:a>

は
そ
の
対
立
点
を
示
す
。
形
容
詞

で
は<w

rt:a>

の
値
が
文
脈
で
決
定
さ
れ
る
の
に
対
し
、
副
詞
は
物
理
的
空

間
に
お
け
る
「
位
置
」
に
制
限
さ
れ
る
。
前
置
詞
で
は
物
理
的
・
非
物
理
的

空
間
に
お
け
る
「
位
置
」
に
緩
め
ら
れ
る
。
名
詞
句the opposite

は
、
上
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記
の
提
案
を
も
と
に
、y=opposite<w

rt:a>  (x) 

と
関
数
的
に
表
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、x

を
満
た
す
値
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
で
関
数
的
に
理
解
さ
れ
、
そ

の
結
果
がthe opposite

に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
内
容
に
相
当
す
る
。do the 

opposite

の
場
合
、do

が
プ
ロ
セ
ス
を
表
す
こ
と
か
ら
対
立
点
は
プ
ロ
セ
ス

に
限
定
さ
れ
、the opposite is true

で
は
、(be) true

に
よ
っ
て
あ
る
命

題
が
真
で
あ
る
こ
と
が
表
さ
れ
る
こ
と
か
ら
対
立
点
は
命
題
内
容
に
限
定
さ

れ
る
。

６
章
で
はon the contrary 

（
以
下O

T
C

）
は
、「S1. O

T
C, S2.

」
と

い
う
形
式
で
使
用
さ
れ
る
が
、S1

とS2

の
間
に
反
対
関
係
が
あ
る
こ
と
を

聞
き
手
に
示
す
表
現
で
あ
る
と
分
析
し
て
い
る
。
本
論
文
で
は
発
話
者
数
で

は
な
く
帰
属
の
違
い
に
依
拠
し
た
自
己
帰
属
と
他
者
帰
属
に
よ
る
分
析
の
方

が
妥
当
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
ま
たFraser

の
言
うO

T
C

の
「S2

に

よ
るS1

の
修
正
」
と
い
う
機
能
はO

T
C

自
体
で
は
な
くS1

とS2

の
関
係
に

よ
る
こ
と
を
例
証
し
て
い
る
。O

T
C

はS1

とS2

の
反
対
関
係
を
表
す
こ
と

か
ら
、
そ
の
コ
ー
ド
化
さ
れ
た
意
味
は
、
先
のopposite
を
も
と
に
、

opposition <w
rt: com

m
unicated content w

ithout attributors> (x,y)
で
あ
る
こ

と
を
提
案
す
る
。x,y

は
帰
属
を
無
視
し
た
命
題
内
容
に
制
限
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
がS1, S2

か
ら
導
出
さ
れ
る
表
意
的
ま
た
は
推
意
的
内
容
で
語
用
論
的

に
決
定
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

形
態
素
の
結
合
用
法
（
語
構
成
）
と
自
立
用
法
（
句
構
成
）

K

キ
ム

IM
 J

ジ
ュ
ヨ
ン

U
YO

U
N

G

要
旨

本
論
文
は
、
新
聞
（『
毎
日
新
聞
コ
ー
パ
ス
（1991

〜2006

）』）
に
使
わ

れ
た
外
来
語
系
語
基
を
対
象
に
、
そ
の
結
合
用
法
と
自
立
用
法
の
量
的
実
態

を
調
査
し
、
両
者
の
関
係
を
共
時
的
・
通
時
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
そ
の
方
法
論
の
開
発
と
理
論
化
を
試
み
た
研
究
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
現
代
語
で
生
産
力
を
増
し
て
い
る
外
来
語
系
語
基
に
注
目

し
、
そ
の
結
合
用
法
に
よ
る
他
の
語
基
と
の
結
合
（
語
構
成
）
を
Ｍ
（m

or-

phem

）
結
合
、
自
立
用
法
に
よ
る
他
の
語
基
と
の
結
合
（
句
構
成
）
を
Ｗ

（w
ord

）
結
合
と
呼
ん
で
、
両
者
の
間
に
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
か
を
、

実
際
の
言
語
使
用
の
中
か
ら
実
証
的
に
記
述
し
て
い
く
。
共
時
的
に
は
、
外

来
語
系
語
基
の
Ｍ
結
合
と
Ｗ
結
合
と
の
量
的
関
係
を
明
ら
か
に
し
、
両
者
の

間
に
有
意
差
が
み
ら
れ
る
主
要
な
語
基
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
詳
細
な
関
係
を

追
究
す
る
。
通
時
的
に
は
、
外
来
語
系
語
基
「
メ
ー
ル
」
を
例
に
、
そ
の
Ｍ

結
合
と
Ｗ
結
合
と
の
関
係
の
経
年
的
変
化
を
調
査
し
、
そ
の
遷
移
パ
タ
ー
ン

の
発
見
を
試
み
る
。

序
論
で
は
、
本
論
文
の
目
的
と
研
究
対
象
、
調
査
資
料
、
研
究
の
方
法
に
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つ
い
て
述
べ
る
と
と
も
に
、
予
備
調
査
で
行
っ
た
外
来
語
調
査
に
つ
い
て
報

告
し
た
。
特
に
、
従
来
の
派
生
形
態
論
と
は
異
な
る
観
点
か
ら
、
形
態
素
に

よ
る
自
立
用
法
と
結
合
用
法
を
、
語
基
の
も
つ
同
じ
結
合
力
の
異
な
る
側
面

と
し
て
と
ら
え
、
同
列
に
並
べ
て
比
較
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
。

第
１
章
で
は
、
２
０
０
６
年
の
『
毎
日
新
聞
コ
ー
パ
ス
』
全
紙
面
の
記
事

本
文
に
現
れ
た
外
来
語
系
語
基
上
位
50
種
を
対
象
に
、
そ
れ
ら
が
漢
語
お
よ

び
外
来
語
の
語
基
と
共
起
し
て
つ
く
る
Ｍ
結
合
・
Ｗ
結
合
を
異
な
り
で
カ
ウ

ン
ト
し
、
両
者
の
関
係
を
、
注
目
し
た
外
来
語
系
語
基
が
主
要
部
に
な
る
場

合
と
非
主
要
部
に
な
る
場
合
と
に
分
け
て
、
相
関
係
数
・
共
起
語
基
の
共
通

度
・
差
異
係
数
の
三
つ
の
指
標
に
お
い
て
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
非
主
要

部
用
法
で
は
、
Ｍ
結
合
と
Ｗ
結
合
と
の
間
に
強
い
正
の
相
関
関
係
が
認
め
ら

れ
た
が
、
主
要
部
用
法
で
は
明
確
な
相
関
関
係
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
結

合
相
手
の
共
通
度
も
、
非
主
要
部
用
法
の
方
が
主
要
部
用
法
よ
り
大
き
か
っ

た
。
ま
た
、
非
主
要
部
用
法
で
は
Ｗ
結
合
が
Ｍ
結
合
よ
り
多
か
っ
た
が
、
主

要
部
用
法
で
は
そ
の
逆
の
結
果
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
対
象
と

し
た
外
来
語
系
語
基
は
、
非
主
要
部
に
な
る
場
合
に
は
、
Ｍ
結
合
と
Ｗ
結
合

と
の
間
に
構
文
的
な
語
形
成
の
傾
向
、
主
要
部
に
な
る
場
合
に
は
命
名
的
な

語
形
成
の
傾
向
を
も
つ
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

第
２
章
で
は
、
第
１
章
の
調
査
結
果
の
う
ち
、
非
主
要
部
・
主
要
部
の
両

方
で
Ｍ
結
合
・
Ｗ
結
合
間
に
有
意
差
が
認
め
ら
れ
た
以
下
の
語
基
を
対
象
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
類
型
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
（
＊
は
動
名
詞
語
基
）。

１
）
非
主
要
部
・
主
要
部
の
両
方
で
、
Ｍ
結
合＞

Ｗ
結
合

　
　

ワ
ー
ル
ド
、
リ
ー
グ
、
ホ
ー
ム

２
）
非
主
要
部
・
主
要
部
の
両
方
で
、
Ｍ
結
合＜

Ｗ
結
合

　
　

 

ア
ピ
ー
ル
＊
、
イ
メ
ー
ジ
＊
、
ケ
ー
ス
、
ス
タ
ー
ト
＊
、
テ
ー
マ
、
プ
レ
ー
＊
、

リ
ー
ド
＊

３
）
非
主
要
部
で
は
Ｍ
結
合＜

Ｗ
結
合
、
主
要
部
で
は
Ｍ
結
合＞

Ｗ
結
合

　
　

 

カ
ー
ド
、
ク
ラ
ブ
、
グ
ル
ー
プ
、
サ
ー
ビ
ス*

、
シ
ス
テ
ム
、
チ
ー
ム
、

ボ
ー
ル
、
メ
ー
カ
ー
、
メ
ン
バ
ー

１
）
は
、
他
の
類
型
に
比
べ
て
や
や
特
殊
な
語
基
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

「
ワ
ー
ル
ド
」
に
Ｗ
結
合
が
み
あ
た
ら
な
い
の
は
、
漢
語
系
語
基
「
世
界
」

の
阻
止
に
よ
る
結
果
と
み
ら
れ
る
。「
リ
ー
グ
」
の
Ｍ
結
合
に
は
、
見
か
け

上
は
Ｗ
結
合
の
よ
う
に
み
え
る
構
文
的
複
合
語
（
リ
ー
グ
制
覇
、
リ
ー
グ
連

覇
な
ど
）
が
安
定
的
に
使
わ
れ
て
い
る
。「
ホ
ー
ム
」
は
、
主
要
部
で
は
、

Ｍ
結
合
に
〈
施
設
〉（
老
人
ホ
ー
ム
、有
料
ホ
ー
ム
な
ど
）、Ｗ
結
合
に
〈
ホ
ー

ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
〉〈
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
〉（
得
意
の
ホ
ー
ム
、
同
点
の
ホ
ー
ム
な

ど
）
と
い
う
具
合
に
、
意
味
に
よ
っ
て
Ｍ
結
合
と
Ｗ
結
合
の
様
相
が
異
な
る
。

２
）
は
、
動
名
詞
語
基
が
ほ
と
ん
ど
で
、
こ
れ
ら
は
非
主
要
部
で
も
主
要

部
で
も
Ｗ
結
合
に
な
り
や
す
く
、
Ｍ
結
合
に
は
な
り
に
く
い
。
抽
象
名
詞
の

「
ケ
ー
ス
」
と
「
テ
ー
マ
」
は
、
節
を
受
け
る
場
合
が
多
い
た
め
に
Ｗ
結
合

が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、「
ケ
ー
ス
」
は
多
義
語
で
、
抽
象
名
詞
は
、

2
）
の
類
型
に
、
具
体
名
詞
の
場
合
は
、
１
）
の
類
型
に
な
る
。
ま
た
、
主
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要
部
「
ケ
ー
ス
」
の
Ｍ
結
合
は
、
抽
象
名
詞
は
構
文
的
複
合
語
、
具
体
名
詞

は
命
名
的
複
合
語
を
つ
く
る
傾
向
が
あ
る
。

３
）
は
、組
織
・
主
体
を
表
す
語
基
（「
ク
ラ
ブ
」「
グ
ル
ー
プ
」「
チ
ー
ム
」

「
メ
ー
カ
ー
」「
メ
ン
バ
ー
」）
が
多
く
、
主
要
部
で
は
名
付
け
的
で
、
Ｍ
結

合
に
な
り
や
す
い
。
し
か
し
非
主
要
部
で
は
こ
の
よ
う
な
制
限
が
な
く
、
Ｗ

結
合
が
多
く
な
る
。「
サ
ー
ビ
ス
」
は
動
名
詞
語
基
で
あ
る
が
、
動
詞
的
要

素
と
し
て
Ｍ
結
合
に
な
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
名
詞
と
し
て
の
用
法
ば

か
り
で
あ
る
。「
サ
ー
ビ
ス
」
と
「
シ
ス
テ
ム
」
は
主
要
部
に
な
っ
た
場
合
、

名
付
け
的
に
な
り
、
上
記
の
組
織
・
主
体
の
語
基
と
様
相
が
似
て
い
る
。

第
３
章
で
は
、
共
時
調
査
の
結
果
、
主
要
部
用
法
で
も
非
主
要
部
用
法
で

も
共
起
語
基
の
類
似
度
が
非
常
に
高
か
っ
た
「
メ
ー
ル
」
を
対
象
に
、『
毎

日
新
聞
コ
ー
パ
ス
』（1991

〜2006

年
）
16
年
間
の
Ｍ
結
合
と
Ｗ
結
合
を
調

査
し
、
量
と
方
向
性
を
図
示
で
き
る
通
時
散
布
図
を
作
成
し
て
、「
メ
ー
ル
」

の
Ｍ
結
合
・
Ｗ
結
合
の
16
年
間
の
遷
移
パ
タ
ー
ン
と
両
者
の
関
係
を
定
量
的

に
考
察
し
た
。
生
産
性
を
考
慮
し
、
年
ご
と
の
初
出
の
結
合
相
手
を
調
査
し

た
散
布
図
と
の
遷
移
パ
タ
ー
ン
を
比
較
し
た
結
果
、
Ｍ
結
合
と
Ｗ
結
合
と
は
、

単
調
な
増
加
で
は
な
く
、
停
滞
と
増
加
を
繰
り
返
す
遷
移
パ
タ
ー
ン
を
見
せ

た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
達
、
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
使
用
、
世
相
と
関
連

し
た
話
題
性
な
ど
を
反
映
し
て
、
新
し
い
句
と
複
合
語
が
爆
発
的
に
増
加
す

る
時
期
が
見
ら
れ
た
が
、
特
に
句
の
増
加
が
よ
り
目
立
っ
た
。
ま
た
、
停
滞

と
増
加
を
繰
り
返
す
中
で
、
非
主
要
部
で
は
Ｗ
結
合
の
増
加
が
、
主
要
部
で

は
Ｍ
結
合
の
増
加
が
目
立
っ
た
。
Ｍ
結
合
と
Ｗ
結
合
の
共
通
共
起
語
基
の
遷

移
を
み
る
と
、
Ｍ
結
合
が
先
行
し
て
出
現
す
る
場
合
（「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

メ
ー
ル
」
と
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
メ
ー
ル
）、
Ｗ
結
合
が
先
行
し
て
出
現

す
る
場
合
（「
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
」「
携
帯
電
話
メ
ー
ル
」）、
ほ
ぼ
同
時
期

に
出
現
す
る
場
合
（「
パ
ソ
コ
ン
メ
ー
ル
」
と
「
パ
ソ
コ
ン
の
メ
ー
ル
」）
が

あ
っ
た
。
特
に
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
メ
ー
ル
」
は
、
散
布
図
で
大
幅
な
増

加
を
見
せ
た
06
年
に
は
使
用
例
が
な
く
、
携
帯
電
話
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
経
由
し
た
メ
ー
ル
の
使
用
が
普
通
に
な
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う

概
念
を
修
飾
語
と
し
て
使
わ
な
く
な
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
た
。

ど
ち
ら
が
先
に
出
現
す
る
か
、
だ
け
で
は
な
く
、
中
に
は
消
え
て
い
く
か
、

ど
ち
ら
か
に
定
着
し
て
い
く
か
な
ど
の
、
Ｍ
結
合
と
Ｗ
結
合
の
遷
移
の
中
で

実
に
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
関
係
に
つ
い
て
は
今
後
、

よ
り
詳
細
に
分
析
・
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

結
論
で
は
、本
論
文
の
各
章
の
ま
と
め
と
、今
後
の
課
題
に
つ
い
て
述
べ
た
。

Ｅ
タ
ン
デ
ム
に
お
け
る
動
機
づ
け
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

―
日
本
語
学
習
者
と
ド
イ
ツ
語
学
習
者
の
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
―

脇　

坂　

真
彩
子

本
研
究
は
、
ド
イ
ツ
人
日
本
語
学
習
者
と
日
本
人
ド
イ
ツ
語
学
習
者
が
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行
っ
た
「
Ｅ
タ
ン
デ
ム
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
本
質
的
な
多
元
的
ケ
ー
ス
・

ス
タ
デ
ィ
に
も
と
づ
き
、
Ｅ
タ
ン
デ
ム
に
お
け
る
動
機
づ
け
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

の
解
明
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

本
論
文
は
10
章
か
ら
成
る
。
第
1
章
で
は
、
タ
ン
デ
ム
学
習
の
成
立
背
景

と
変
遷
を
概
観
し
て
い
る
。
第
2
章
で
は
、
ま
ず
、
本
研
究
の
主
題
で
あ
る

タ
ン
デ
ム
学
習
と
第
二
言
語
学
習
の
動
機
づ
け
の
先
行
研
究
に
つ
い
て
整
理

し
、
こ
れ
ま
で
の
タ
ン
デ
ム
学
習
に
お
け
る
動
機
づ
け
研
究
の
問
題
点
を
述

べ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
本
研
究
が
、
第
二
言
語
学
習
に
お
け
る
動
機
づ
け

を
研
究
す
る
た
め
に
は
、
抽
象
的
な
議
論
で
は
な
く
、
多
層
的
か
つ
流
動
的

で
複
雑
な
文
脈
の
中
に
存
在
す
る
実
在
の
人
物
に
焦
点
を
あ
て
る
こ
と
が
重

要
だ
と
す
る
、U

shioda

（2009

）
の
主
張
に
賛
同
す
る
立
場
を
取
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

第
3
章
で
は
、
本
研
究
の
方
法
論
と
し
て
用
い
た
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
に

つ
い
て
、
そ
の
特
徴
と
種
類
、
分
析
方
法
を
述
べ
て
い
る
。
第
4
章
で
は
本

研
究
の
調
査
と
し
て
実
施
し
た
「
Ｅ
タ
ン
デ
ム
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い

て
解
説
し
て
い
る
。
第
5
章
で
は
、
第
2
章
で
述
べ
た
タ
ン
デ
ム
学
習
お
よ

び
第
二
言
語
学
習
の
動
機
づ
け
の
先
行
研
究
の
知
見
を
踏
ま
え
、
問
題
の
所

在
を
明
確
に
し
、
本
研
究
の
目
的
と
リ
サ
ー
チ
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
、
研
究
デ

ザ
イ
ン
を
示
し
て
い
る
。
本
研
究
の
リ
サ
ー
チ
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
は
、
以
下

の
三
つ
で
あ
る
。

1
）
Ｅ
タ
ン
デ
ム
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
、
ド
イ
ツ
人
日
本
語
学

習
者
と
日
本
人
ド
イ
ツ
語
学
習
者
、
そ
れ
ぞ
れ
の
動
機
は
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
期
間
中
に
ど
の
よ
う
な
要
因
に
よ
っ
て
変
化
し
て
い
た
の
か

2
）
Ｅ
タ
ン
デ
ム
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
、
ド
イ
ツ
人
日
本
語
学

習
者
と
日
本
人
ド
イ
ツ
語
学
習
者
の
タ
ン
デ
ム
・
ペ
ア
が
Ｅ
タ
ン
デ

ム
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
な
ぜ
か
、
あ
る
い
は
続
け
ら
れ
な

か
っ
た
の
は
な
ぜ
か

3
）
Ｅ
タ
ン
デ
ム
に
お
け
る
動
機
づ
け
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明

本
研
究
で
は
、
Ｅ
タ
ン
デ
ム
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
三
つ
の
ペ
ア

を
ケ
ー
ス
と
し
て
、
本
質
的
な
多
元
的
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
を
行
っ
た
。
収

集
し
た
デ
ー
タ
は
、
Ｅ
メ
ー
ル
交
換
の
ロ
グ
、Skype

セ
ッ
シ
ョ
ン
の
録
音

／
録
画
デ
ー
タ
、
学
習
日
記
、
活
動
に
使
用
し
た
資
料
と
い
っ
た
学
習
活
動

デ
ー
タ
や
、イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
デ
ー
タ
、フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ツ
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
協
力
者
と
や
り
取
り
し
た
メ
ー
ル
お
よ
び
チ
ャ
ッ
ト
の
ロ
グ
、
研
究

日
誌
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
、ケ
ー
ス
内
分
析（w

ithin-case 

analysis

）
と
ケ
ー
ス
間
分
析
（cross-case analysis

）
の
2
段
階
の
分
析

を
行
っ
た
。

第
6
章
か
ら
第
10
章
で
は
、
本
研
究
の
分
析
結
果
を
示
し
て
い
る
。

ま
ず
、
第
6
章
〜
第
8
章
の
ケ
ー
ス
内
分
析
で
は
、D

avid

さ
ん
と
ナ
ナ

さ
ん
（
第
6
章
）、Charlie

さ
ん
と
裕
子
さ
ん
（
第
7
章
）、Lea

さ
ん
とA

さ
ん
（
第
8
章
）
と
い
う
三
つ
の
ケ
ー
ス
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学

習
者
の
「
Ｅ
タ
ン
デ
ム
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
開
始
前
の
動
機
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
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ト
実
施
期
間
の
動
機
の
変
化
を
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
記
述
し
た
。
そ
し

て
、
学
習
者
そ
れ
ぞ
れ
の
動
機
を
変
化
さ
せ
た
要
因
は
ど
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
の
か
を
分
析
し
た
。
そ
の
上
で
、
各
ケ
ー
ス
に
お
い
て
Ｅ
タ
ン
デ
ム

が
続
い
た
の
は
な
ぜ
か
、
あ
る
い
は
続
か
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
を
考
察
し

た
。続

い
て
、
第
9
章
の
ケ
ー
ス
間
分
析
で
は
、
ケ
ー
ス
内
分
析
で
記
述
し
た

三
つ
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
1
）A

さ
ん
が
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
に
負
担
を

感
じ
、E

タ
ン
デ
ム
を
や
め
た
こ
と
、
2
）Charlie

さ
ん
が
日
本
語
学
習
を

や
め
た
こ
と
、
3
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
枠
組
み
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
た
期
間

の
後
、
ど
の
ペ
ア
も
Ｅ
メ
ー
ル
の
交
換
活
動
を
続
け
な
か
っ
た
こ
と
、
と
い

う
三
つ
の
点
に
注
目
し
、
そ
の
要
因
を
ケ
ー
ス
間
で
比
較
分
析
し
て
い
る
。

第
10
章
で
は
、
ケ
ー
ス
内
分
析
、
ケ
ー
ス
間
分
析
の
結
果
を
総
合
し
、
Ｅ

タ
ン
デ
ム
が
続
く
か
ど
う
か
を
左
右
す
る
要
因
に
つ
い
て
の
結
論
を
述
べ
、

提
言
と
今
後
の
課
題
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
Ｅ
タ
ン
デ
ム
が
続

く
か
ど
う
か
に
は
、
1
）
タ
ン
デ
ム
学
習
以
外
に
目
標
言
語
を
学
習
す
る
機

会
が
あ
る
か
否
か
、
2
）
タ
ン
デ
ム
学
習
に
使
え
る
時
間
が
ど
の
く
ら
い
あ

る
か
、
3
）
タ
ン
デ
ム
学
習
を
始
め
る
前
の
動
機
が
目
標
言
語
そ
の
も
の
に

関
す
る
も
の
か
ど
う
か
、
4
）
タ
ン
デ
ム
学
習
が
始
ま
っ
た
後
、
学
習
者
自

身
が
目
標
言
語
で
の
や
り
取
り
に
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
か
ど
う
か
、
5
）
内

容
や
や
り
方
を
自
分
の
都
合
に
合
わ
せ
て
調
整
で
き
る
か
否
か
、
6
）
や
り

方
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
交
渉
で
き
る
か
否
か
、
と
い
う
6
つ
の
要
因
が
関
わ
っ

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

ヴ
ァ
レ
ー
ル
・
ノ
ヴ
ァ
リ
ナ
の
詩
学

―
未
知
の
共
同
体
へ
―

井　

上　

由
里
子

劇
作
家
・
演
出
家
・
画
家
と
し
て
多
彩
な
活
動
を
つ
づ
け
る
フ
ラ
ン
ス
の

演
劇
人
ヴ
ァ
レ
ー
ル
・
ノ
ヴ
ァ
リ
ナ 

（1942-

）
は
、
１
９
７
１
年
か
ら
一

貫
し
て
新
し
い
演
劇
言
語
を
探
求
し
て
き
た
。
自
由
奔
放
な
言
語
遊
戯
で
既

成
秩
序
を
笑
い
の
め
す
か
と
思
え
ば
、
聖
書
や
ダ
ン
テ
な
ど
西
洋
の
伝
統
に

培
わ
れ
た
豊
か
な
言
葉
で
人
間
の
生
と
死
の
讃
歌
を
謳
い
あ
げ
る
。
そ
う
し

た
前
衛
劇
は
「
ナ
ン
セ
ン
ス
」「
難
解
」
と
い
う
批
判
を
浴
び
た
が
、

２
０
０
０
年
代
、
大
衆
演
劇
を
導
入
し
た
の
を
機
に
、
国
の
内
外
を
問
わ
ず

ひ
ろ
く
受
け
容
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。今
日
で
は
国
立
劇
団
コ
メ
デ
ィ
・

フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
の
上
演
目
録
入
り
を
果
た
す
な
ど
、
前
衛
の
古
典
と
い
う
べ

き
地
位
を
確
立
し
て
い
る
。

ノ
ヴ
ァ
リ
ナ
の
演
劇
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
テ
ク
ス
ト
の
生
成
過
程
、

喜
劇
性
、
オ
ラ
リ
テ
（oralité

）
の
観
点
か
ら
そ
の
特
殊
な
劇
言
語
を
あ
る

程
度
は
解
明
し
て
き
た
が
、
い
ず
れ
も
文
学
研
究
に
と
ど
ま
り
、
演
劇
の
力

学
を
捉
え
損
ね
て
い
る
。
そ
も
そ
も
現
代
演
劇
の
研
究
が
ド
ラ
マ
研
究
と
パ

四
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フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究
と
に
乖
離
す
る
き
ら
い
が
あ
り
、
テ
ク
ス
ト
に
沈
潜
す

る
従
来
の
ノ
ヴ
ァ
リ
ナ
研
究
は
、
後
者
で
重
視
さ
れ
る
俳
優
、
舞
台
装
置
、

観
客
の
存
在
を
看
過
し
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

本
論
文
の
目
的
は
、
文
学
的
実
験
に
と
ど
ま
ら
な
い
射
程
の
広
さ
を
見
通

し
て
ノ
ヴ
ァ
リ
ナ
の
演
劇
の
力
学
を
解
明
し
、
そ
こ
か
ら
、
彼
の
演
劇
が
何

を
目
指
し
て
い
る
の
か
を
導
き
出
す
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
先
行

研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、
ド
ラ
マ
研
究
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究

の
方
法
を
融
合
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
示
す
よ
う
に
、
統
語
法
を

逸
脱
し
た
言
語
を
読
解
す
る
た
め
に
あ
ら
か
じ
め
三
つ
の
手
続
き
を
踏
み

（
１
，
２
，
３
）、
そ
の
上
で
戯
曲
と
理
論
、
戯
曲
と
上
演
を
往
還
す
る
方
法

を
と
る
（
４
，
５
）。

（
１
）
作
品
史
を
樹
立
し
た
上
で
時
代
区
分
を
試
み
、
各
期
を
代
表
す
る

作
品
を
選
ぶ
。

（
２
）
伝
記
的
事
実
を
踏
ま
え
、
と
り
わ
け
「
六
八
年
五
月
」
に
重
要
性

を
見
出
し
て
作
品
の
再
解
釈
を
行
な
う
。

（
３
）
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
詩
学
、
カ
ー
ニ
ヴ
ァ
ル
文
学
、
神
秘
思
想
な
ど
、

ノ
ヴ
ァ
リ
ナ
の
思
想
連
関
を
捕
捉
す
る
。

（
４
）
ノ
ヴ
ァ
リ
ナ
の
作
品
と
理
論
を
融
合
し
て
テ
ク
ス
ト
を
読
解
し
、

独
自
の
演
劇
性
の
あ
り
方
を
解
明
す
る
。

（
５
）
演
出
家
ク
ロ
ー
ド
・
ビ
ュ
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ト
に
よ
る
上
演
を
分
析
し
、

劇
作
と
演
出
の
相
互
作
用
を
検
討
す
る
。

最
終
的
に
は
、
以
上
の
文
学
・
演
劇
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
得
ら
れ

た
成
果
を
個
々
の
作
品
ご
と
に
羅
列
す
る
の
で
は
な
く
、
ノ
ヴ
ァ
リ
ナ
が
影

響
を
受
け
た
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
バ
タ
イ
ユ
な
ど
の
共
同
体
論
を
敷
衍
す
る
こ
と

で
、
い
わ
ば
共
同
性
な
き
共
同
体
を
創
出
し
よ
う
と
す
る
企
図
が
彼
の
演
劇

に
通
底
し
て
あ
る
こ
と
を
示
す
。
こ
う
し
た
美
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
、

ノ
ヴ
ァ
リ
ナ
を
20 

世
紀
芸
術
理
論
史
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

本
論
文
は
、
問
題
の
在
処
を
提
示
す
る
「
序
」、
作
品
史
に
沿
っ
て
代
表

作
を
と
り
あ
げ
る
五
章
立
て
の
「
本
論
」、本
論
の
成
果
を
吟
味
す
る
「
結
語
」、

年
譜
・
上
演
資
料
・
参
考
文
献
を
含
む
「
附
録
」
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

「
第
1
章 

六
八
年
五
月
を
書
く
難
し
さ
」
で
は
、
第
一
作
『
飛
ン
デ
モ
工

房
』（
71
年
）
を
再
解
釈
す
る
こ
と
で
、
本
作
が
近
代
劇
の
名
残
を
と
ど
め

て
は
い
る
も
の
の
、
す
で
に
後
年
に
展
開
さ
れ
る
彼
独
自
の
演
劇
の
萌
芽
を

胚
胎
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
言
語
変
革
の
狙
い
が
共
同
体
の
探
究
に
あ
る

こ
と
を
示
す
。

中
期
作
品
を
扱
う「
第
2
章 

供
犠
」お
よ
び「
第
3
章 

終
わ
り
な
き
対
話
」

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
と
き
の
動
物
』（
86
年
）
と
『
激
昂
空
間
』（
91
年
）
の

読
解
を
通
し
て
、
ノ
ヴ
ァ
リ
ナ
の
言
語
の
特
質
―
―
そ
れ
は
「
行
動
す
る
人

間
の
模
倣
＝
ド
ラ
マ
」
で
は
な
い
も
の
の
、
か
と
い
っ
て
た
ん
な
る
詩
的
言

語
で
も
な
く
、
俳
優
や
観
客
を
巻
き
込
ん
で
演
劇
を
つ
く
り
あ
げ
る
点
で
き

わ
め
て
演
劇
の
言
語
で
あ
る
こ
と
―
―
を
詳
ら
か
に
す
る
。

「
第
4
章 
喜
歌
劇
へ
の
転
換
」
で
は
ビ
ュ
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ト
が
演
出
を
手
が
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け
た
三
作
品
『
時
に
住
む
あ
な
た
』（
95
年
）、『
食
事
』（
96
年
）、『
架
空
の

オ
ペ
レ
ッ
タ
』（
99
年
）
を
、「
第
5
章 

祝
祭
」
で
は
『
セ
ー
ヌ
』（
03
年
）

を
論
じ
、
他
者
と
の
共
同
作
業
を
通
じ
て
ノ
ヴ
ァ
リ
ナ
の
前
衛
劇
が
大
衆
演

劇
と
融
合
し
た
こ
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
れ
ま
で
俳
優
が
ひ
と
り
で
背
負
っ

て
い
た
受
難
を
観
客
が
と
も
に
分
か
ち
合
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

掘
り
下
げ
る
べ
き
問
題
は
多
々
残
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
本
論
文
で
ひ

と
ま
ず
辿
り
つ
い
た
結
論
は
、
次
に
示
す
点
で
、
ノ
ヴ
ァ
リ
ナ
研
究
に
貢
献

し
（
１
，
２
）、
さ
ら
に
は
作
家
研
究
の
枠
組
み
を
越
え
て
発
展
す
る
こ
と

も
可
能
で
あ
ろ
う
（
３
，
４
，
５
）。

（
１
）
ノ
ヴ
ァ
リ
ナ
の
演
劇
を
立
体
的
に
捉
え
、
独
特
な
演
劇
言
語
論
、

俳
優
論
、
観
客
論
を
析
出
し
た
。 

（
２
）
一
種
の
集
団
創
作
の
側
面
を
浮
き
彫
り
に
し
、
他
者
の
受
容
が
大

衆
演
劇
を
導
入
す
る
契
機
に
な
っ
た
こ
と
を
解
明
し
た
。

（
３
）
ノ
ヴ
ァ
リ
ナ
の
演
劇
を
、
ア
ル
ト
ー
や
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
の
「
神
聖

演
劇
」、
あ
る
い
は
マ
ラ
ル
メ
の
「
祝
祭
」
の
後
継
と
み
な
し
て
演

劇
史
・
文
学
史
に
新
た
な
一
頁
を
加
え
る
。

（
４
）
既
存
の
演
劇
形
式
を
再
審
す
る
に
あ
た
り
劇
言
語
の
変
革
か
ら
出

発
し
た
ノ
ヴ
ァ
リ
ナ
の
試
み
は
、
六
八
年
の
演
劇
を
俳
優
の
身
体
性

に
依
拠
し
た
「
肉
体
の
演
劇
」
と
み
な
す
通
説
に
再
考
を
促
す
。

（
５
）「
作
劇
術
」
と
い
う
よ
り
も
「
作
・
演
劇
・
術
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ

し
い
中
期
の
ノ
ヴ
ァ
リ
ナ
の
詩
学
は
、
現
代
演
劇
の
テ
ク
ス
ト
や
演

劇
言
語
を
考
え
る
た
め
の
新
た
な
視
座
を
提
供
す
る
。

本
論
文
は
先
行
研
究
に
多
く
を
受
け
て
い
る
が
、
演
劇
の
力
学
の
な
か
で

そ
の
成
果
を
見
直
す
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ひ
と
り
の
作
家
研
究

を
通
し
て
、
演
劇
美
学
と
現
代
演
劇
史
を
再
検
討
す
る
こ
と
、
演
劇
学
の
方

法
論
を
確
立
す
る
こ
と
も
ま
た
、
と
お
く
本
論
文
の
射
程
に
含
ま
れ
よ
う
。

多
重
化
さ
れ
た
行
為
と
し
て
の
即
興
演
奏

―
オ
ー
ネ
ッ
ト
・
コ
ー
ル
マ
ン
の
音
楽
を
モ
デ
ル
に
―

佐
々
木　
　
　

優

即
興
演
奏
と
は
何
か
。
本
論
文
は
、
こ
の
問
い
に
対
し
て
、
音
楽
美
学
的

立
場
か
ら
そ
の
構
造
契
機
を
明
確
に
し
、
そ
れ
ら
諸
契
機
間
の
関
係
を
明
示

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
答
え
る
。

本
論
文
は
、
序
章
・
1
章
・
2
章
・
3
章
・
4
章
・
そ
し
て
終
章
の
6
章

か
ら
な
る
。

序
章
で
は
、
先
行
研
究
を
整
理
し
て
、
即
興
演
奏
を
考
え
る
上
で
の
我
々

の
立
場
を
明
確
に
す
る
。
従
来
の
美
学
理
論
は
、
即
興
演
奏
を
、
Ａ
：
演
奏

家
が
観
念
を
実
行
へ
計
画
通
り
に
外
在
化
す
る
行
為
と
捉
え
る
か
、
Ｂ
：
演

奏
家
の
身
体
な
い
し
楽
器
の
レ
ベ
ル
で
の
出
来
事
と
捉
え
る
か
の
、
い
ず
れ

か
で
あ
っ
た
。
こ
の
対
立
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
、
筆
者
は
、
双
方
の
立
場

四
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に
対
す
る
批
判
を
行
う
。

Ａ
の
立
場
の
論
者
は
、
構
想
と
実
行
の
二
元
性
の
解
消
の
た
め
に
、
瞬
間

性
や
無
媒
介
性
を
強
調
す
る
傾
向
が
あ
る
。
し
か
し
、
頭
の
中
に
浮
か
ん
だ

音
が
そ
の
ま
ま
外
へ
出
て
く
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
存
在
論
上

の
位
相
を
異
に
す
る
構
想
と
実
行
と
が
直
接
的
に
結
び
つ
く
こ
と
は
原
理
上

あ
り
え
な
い
。
む
し
ろ
両
者
の
結
び
つ
き
は
媒
介
に
よ
っ
て
こ
そ
可
能
に
な

る
。
そ
こ
で
我
々
は
、
無
媒
介
性
を
強
調
す
る
立
場
で
は
な
く
媒
介
性
を
強

調
す
る
立
場
を
と
る
。

Ｂ
の
立
場
の
論
者
は
、
演
奏
者
と
楽
器
が
触
れ
合
う
実
演
的
・
身
体
的
な

次
元
を
強
調
す
る
傾
向
が
あ
る
。
な
る
ほ
ど
確
か
に
、
身
体
は
、
即
興
演
奏

の
本
質
的
な

0

0

0

0

一
部
で
あ
る
。
し
か
し
、
身
体
は
、
即
興
演
奏
の
本
質
的
な
一0

部0

で
し
か
な
い
。
そ
こ
で
我
々
は
、
演
奏
行
為
を
身
体
性
へ
と
還
元
す
る
立

場
で
は
な
く
、
そ
の
多
元
性
を
強
調
す
る
立
場
を
と
る
。

媒
介
性
と
多
元
性
に
着
目
す
る
即
興
演
奏
論
を
展
開
す
る
に
当
た
り
、
次

の
よ
う
な
作
業
仮
説
を
設
定
す
る
。「
作
業
仮
説
：
即
興
演
奏
と
は
、
そ
の

場
で
思
い
つ
い
た
想
像
上
の
音
を
、物
質
的
な
音
へ
変
換
す
る
こ
と
で
あ
る
」。

1
章
で
は
、
即
興
演
奏
の
媒
介
性
の
内
実
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
想

像
上
の
音
が
物
質
的
な
音
へ
と
変
換
さ
れ
る
に
は
ど
の
よ
う
な
媒
介
者
が
必

要
か
を
考
察
す
る
。
媒
介
者
の
一
つ
は
、
一
個
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
存
在
す

る
楽
器
、
つ
ま
り
器
楽
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
音
の
イ
メ
ー
ジ

と
器
楽
操
作
か
ら
成
る
記
号
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
後
者
は
、
音
の
イ
メ
ー
ジ

か
ら
器
楽
操
作
へ
の
変
換
を
媒
介
し
、
前
者
は
、
器
楽
操
作
か
ら
物
質
的
な

音
へ
の
変
換
を
媒
介
す
る
。

記
号
シ
ス
テ
ム
は
、
奏
者
が
自
ら
の
身
体
を
用
い
て
器
楽
シ
ス
テ
ム
を
働

か
せ
る
こ
と
―
―
つ
ま
り
楽
器
の
練
習
―
―
を
通
じ
て
獲
得
さ
れ
る
。
こ
の

記
号
シ
ス
テ
ム
を
獲
得
し
て
は
じ
め
て
、
楽
器
を
手
段
と
捉
え
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
、
音
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
楽
器
を
使
っ
て
、
物
質
的
な
音
へ
変
換
す

る
こ
と
―
―
つ
ま
り
即
興
演
奏
を
行
う
こ
と
―
―
が
可
能
に
な
る
。

2
章
で
は
、
即
興
演
奏
の
多
元
性
の
内
実
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
上

述
の
変
換
が
遂
行
さ
れ
る
際
の
演
奏
者
の
行
為
の
在
り
様
を
、
実
際
に
旋
律

を
演
奏
す
る
ケ
ー
ス
を
例
に
考
察
す
る
。
旋
律
の
演
奏
に
お
い
て
は
、
旋
律

の
持
っ
て
い
る
構
造
が
、
そ
れ
が
置
か
れ
る
場
所
を
想
像
の
場
・
身
体
の
場
・

物
質
の
場
と
次
々
に
変
え
な
が
ら
も
、
構
造
そ
れ
自
体
は
反
復
さ
れ
る
。
奏

者
は
、
演
奏
す
る
際
に
、
想
像
す
る
こ
と
・
操
作
す
る
こ
と
・
発
音
す
る
こ

と
等
の
複
数
の
行
為
を
並
行
し
て
行
い
、
そ
の
時
そ
れ
ら
行
為
同
士
は
、
媒

介
と
し
て
働
く
記
号
シ
ス
テ
ム
の
助
け
を
借
り
て
規
則
的
に
関
連
し
、
同
期

し
て
い
る
。
奏
者
は
、
二
つ
以
上
の
行
為
を
同
時
に
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

旋
律
の
構
造
を
別
の
場
へ
と
移
し
、
演
奏
を
展
開
す
る
。
以
上
の
議
論
か
ら
、

即
興
演
奏
と
は
、
複
数
の
並
行
す
る
行
為
が
、
媒
介
に
よ
っ
て
同
期
し
合
い

な
が
ら
、
同
時
に
展
開
さ
れ
る
現
象
で
あ
る
と
見
定
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
た

存
在
性
格
を
「
多
重
性
」
と
規
定
し
、「
即
興
演
奏
と
は
、
多
重
化
さ
れ
た

行
為
で
あ
る
」
と
定
式
化
で
き
る
。
こ
れ
は
同
時
に
、
具
体
的
な
音
楽
を
見
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る
た
め
の
枠
組
み
を
構
築
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
こ
で
3
章
・
4

章
で
は
、
こ
の
枠
組
み
に
沿
っ
て
、
具
体
的
な
音
楽
家
の
音
楽
理
論
と
音
楽

実
践
を
見
る
。
考
察
対
象
と
し
て
、
オ
ー
ネ
ッ
ト
・
コ
ー
ル
マ
ン
（O

rnette 

Colem
an, 1930

〜
）
を
選
び
、
特
に
コ
ー
ル
マ
ン
の
ハ
ー
モ
ロ
デ
ィ
ク
ス

と
い
う
演
奏
理
論
を
考
察
す
る
。

コ
ー
ル
マ
ン
は
、
記
譜
法
と
楽
器
法
に
関
し
て
あ
る
時
期
ま
で
誤
解
を
し

て
い
た
。
そ
の
誤
解
が
ハ
ー
モ
ロ
デ
ィ
ク
ス
を
着
想
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
。
3
章
で
は
、
こ
の
誤
解
の
内
実
を
明
ら
か
に
す
る
。
誤
解
を
引
き
起
こ

す
原
因
は
、
コ
ー
ル
マ
ン
の
メ
イ
ン
の
楽
器
で
あ
る
ア
ル
ト
・
サ
ッ
ク
ス
が

持
つ
特
殊
性
に
あ
る
。
ア
ル
ト
・
サ
ッ
ク
ス
は
移
調
楽
器
な
の
で
、
器
楽
操

作
に
付
け
る
名
に
関
し
て
非
移
調
楽
器
と
は
異
な
る
独
自
の
命
名
法
を
持
っ

て
い
る
。
い
わ
ば
、
移
調
楽
器
の
器
楽
シ
ス
テ
ム
に
は
、
そ
れ
に
対
応
す
る

移
調
楽
器
特
有
の
記
号
シ
ス
テ
ム
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
コ
ー
ル
マ
ン
は
、

移
調
楽
器
（
こ
の
場
合
ア
ル
ト
・
サ
ッ
ク
ス
）
の
器
楽
シ
ス
テ
ム
に
、
非
移

調
楽
器
の
記
号
シ
ス
テ
ム
を
接
続
し
て
し
ま
っ
た
。
器
楽
シ
ス
テ
ム
と
記
号

シ
ス
テ
ム
の
接
続
に
関
し
て
齟
齬
が
あ
っ
た
こ
と
。
こ
れ
が
彼
の
誤
り
の
内

実
で
あ
る
。

後
に
コ
ー
ル
マ
ン
は
自
ら
の
誤
解
に
気
づ
く
。
し
か
し
、
そ
れ
を
正
す
の

で
は
な
く
、
む
し
ろ
器
楽
シ
ス
テ
ム
と
記
号
シ
ス
テ
ム
の
間
に
あ
る
齟
齬
を

利
用
し
て
演
奏
を
行
う
こ
と
を
思
い
つ
く
。
こ
れ
を
体
系
化
し
た
も
の
が
、

ハ
ー
モ
ロ
デ
ィ
ク
ス
で
あ
る
。
4
章
で
は
、
コ
ー
ル
マ
ン
の
演
奏
上
の
手
法

の
一
つ
で
あ
る
ハ
ー
モ
ロ
デ
ィ
ッ
ク
・
ユ
ニ
ゾ
ン
を
と
り
あ
げ
、
シ
ス
テ
ム

間
の
齟
齬
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
て
い
る
の
か
を
具
体
的
に
み
る
。
こ
の
考

察
か
ら
、
ハ
ー
モ
ロ
デ
ィ
ク
ス
が
、
記
号
シ
ス
テ
ム
と
器
楽
シ
ス
テ
ム
の
通

常
の
結
合
様
態
を
解
体
し
繋
ぎ
換
え
、
新
た
な
関
係
性
を
生
み
出
す
こ
と
に

よ
っ
て
転
調
を
起
こ
す
た
め
の
演
奏
理
論
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

終
章
で
は
以
上
の
考
察
を
総
括
し
、
即
興
演
奏
と
は
、
諸
行
為
を
並
行
し

て
遂
行
す
る
存
在
者
た
る
人
間
が
、
器
楽
シ
ス
テ
ム
と
記
号
シ
ス
テ
ム
と
い

う
媒
介
を
利
用
し
て
自
ら
の
行
為
と
行
為
を
結
び
合
わ
せ
て
音
を
生
み
出
し

て
い
く
多
層
的
な
活
動
の
全
体
で
あ
る
と
結
ぶ
。

近
代
日
本
に
お
け
る
グ
リ
ー
グ
の
音
楽
の
受
容

小　

林　

ひ
か
り

本
論
文
の
主
な
目
的
は
、ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
作
曲
家
エ
ド
ヴ
ァ
ル
ド
・
グ
リ
ー

グ
の
音
楽
が
明
治
期
か
ら
昭
和
初
期
の
日
本
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
受
容
さ

れ
た
の
か
を
、
演
奏
、
雑
誌
記
事
、
書
物
、
楽
譜
、SP

レ
コ
ー
ド
な
ど
の

調
査
を
通
じ
て
論
じ
、
受
容
の
面
か
ら
彼
の
作
曲
家
と
し
て
の
意
義
を
考
察

す
る
こ
と
で
あ
る
。

本
論
は
2
部
構
成
で
、
明
治
期
を
扱
う
第
1
部
で
は
、
グ
リ
ー
グ
が
ま
だ

50
歳
前
後
の
１
８
９
０
年
代
に
日
本
で
始
ま
っ
た
彼
の
音
楽
の
演
奏
と
、
20
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世
紀
初
頭
に
始
ま
っ
た
彼
に
関
す
る
雑
誌
記
事
に
注
目
す
る
。
グ
リ
ー
グ
を

論
じ
た
記
事
で
筆
者
が
見
つ
け
た
最
も
早
い
例
は
、
１
９
０
６
年
3
月
発
行

の
『
音
樂
新
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
小
松
耕
輔
に
よ
る
「
理
想
的
國
民
樂
」
で

あ
る
。
西
洋
音
楽
の
普
及
に
力
を
注
ぐ
日
本
が
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
音
楽

活
動
を
展
開
し
て
い
く
べ
き
か
と
い
う
、
当
時
の
音
楽
界
に
お
け
る
重
要
な

議
論
の
中
で
、
小
松
が
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
お
け
る
国
民
楽
の
樹
立
に
成
功
し
た

グ
リ
ー
グ
を
西
洋
音
楽
受
容
の
モ
デ
ル
と
し
て
と
ら
え
た
こ
と
は
特
に
強
調

し
て
お
き
た
い
。
小
松
を
は
じ
め
、
明
治
期
の
日
本
の
専
門
家
た
ち
は
、
グ

リ
ー
グ
が
ド
イ
ツ
の
音
楽
を
基
礎
に
民
謡
な
ど
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
独
自

の
様
式
に
よ
る
音
楽
を
生
み
出
し
、
そ
れ
を
国
民
的
な
も
の
で
あ
る
と
同
時

に
個
性
的
な
も
の
と
し
て
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
国
外
に
向
け
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
楽
壇
で
提
示
で
き
た
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
大
き
な
意
義
を
見
い
だ
し
た
。

大
正
・
昭
和
初
期
を
扱
う
第
2
部
で
は
、
グ
リ
ー
グ
の
音
楽
の
演
奏
に
加

え
て
、
大
正
期
に
始
ま
っ
た
日
本
の
出
版
社
に
よ
る
彼
の
楽
譜
や
国
産SP

レ
コ
ー
ド
に
も
注
目
し
、
さ
ら
に
、
グ
リ
ー
グ
受
容
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を

与
え
た
で
あ
ろ
う
ハ
ン
カ
・
シ
ェ
ル
デ
ル
プ
・
ペ
ツ
ォ
ル
ト
の
章
も
設
け
て

い
る
。
ペ
ツ
ォ
ル
ト
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
出
身
で
ド
イ
ツ
人
と
結
婚
し
た
音
楽
家

で
、
１
９
０
９
年
に
来
日
し
て
１
９
２
４
年
ま
で
東
京
音
楽
学
校
（
現
在
の

東
京
芸
術
大
学
音
楽
学
部
）
で
声
楽
と
ピ
ア
ノ
を
教
え
、
１
９
３
７
年
に
亡

く
な
る
ま
で
日
本
に
住
み
、
日
本
に
お
け
る
西
洋
音
楽
教
育
に
尽
力
し
た
。

三
浦
環
や
柳
兼
子
や
関
鑑
子
ら
の
優
れ
た
歌
手
や
ピ
ア
ニ
ス
ト
を
育
て
る
一

方
で
、演
奏
家
と
し
て
も
華
や
か
に
活
動
し
、高
い
評
価
を
受
け
た
。
ペ
ツ
ォ

ル
ト
は
日
本
の
音
楽
界
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
現
在
で
は
そ
の
功
績
は
ほ
と
ん
ど
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
今

後
も
っ
と
研
究
さ
れ
る
べ
き
人
物
で
あ
る
。
ペ
ツ
ォ
ル
ト
は
グ
リ
ー
グ
と
縁

の
深
い
芸
術
一
家
シ
ェ
ル
デ
ル
プ
家
の
出
身
で
、
グ
リ
ー
グ
の
音
楽
は
も
ち

ろ
ん
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
一
部
で
あ
っ
た
。ペ
ツ
ォ
ル
ト
は
１
９
１
２
年
の《
ピ

ア
ノ
協
奏
曲
》
日
本
初
演
で
ソ
リ
ス
ト
を
務
め
、
ま
た
〈
ソ
ル
ヴ
ェ
イ
グ
の

歌
〉
を
は
じ
め
と
す
る
歌
曲
や
ピ
ア
ノ
曲
を
多
数
演
奏
し
、
お
そ
ら
く
教
育

の
材
料
に
も
こ
れ
ら
を
用
い
た
。
グ
リ
ー
グ
の
音
楽
が
日
本
の
演
奏
会
の
レ

パ
ー
ト
リ
ー
と
な
り
、
彼
の
楽
譜
やSP

レ
コ
ー
ド
が
多
数
出
た
こ
と
は
、

ペ
ツ
ォ
ル
ト
の
演
奏
・
教
育
活
動
と
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

日
本
で
最
初
の
グ
リ
ー
グ
伝
は
１
９
２
５
年
の
小
泉
洽
に
よ
る
『
グ
リ
ー

グ
と
そ
の
音
樂
』
で
、
こ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
周
縁
国
出
身
の
作
曲
家
の
伝
記

と
し
て
は
非
常
に
早
い
と
言
え
る
が
、
音
楽
史
書
や
作
品
解
説
書
な
ど
で
は

大
正
期
の
初
め
頃
か
ら
グ
リ
ー
グ
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
音
楽
の
多
様
な

特
徴
が
記
述
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
田
邉
尚
雄
が
早
く
も
１
９
１
５
年
の
著

書
『
西
洋
音
樂
講
話
』
で
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
特
有
の
風
土
が
反
映
さ
れ
た
民
俗

音
楽
の
独
自
性
を
重
ん
じ
、
グ
リ
ー
グ
の
音
楽
に
そ
の
民
俗
音
楽
の
色
彩
が

よ
く
現
れ
て
い
る
こ
と
を
、
固
有
の
国
民
的
思
想
の
表
現
に
努
め
た
結
果
で

あ
る
と
し
て
高
く
評
価
し
た
こ
と
は
、
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
同
じ

く
１
９
１
５
年
に
、
大
田
黒
元
雄
は
『
バ
ッ
ハ
よ
り
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ヒ
』
で
、
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グ
リ
ー
グ
の
音
楽
の
親
し
み
や
す
さ
、
優
れ
た
旋
律
と
色
調
、
変
化
に
富
む

表
現
と
い
っ
た
個
性
を
最
大
の
特
徴
と
と
ら
え
た
。
田
邉
と
大
田
黒
の
視
点

は
対
照
的
だ
が
、
日
本
の
音
楽
学
研
究
お
よ
び
音
楽
評
論
の
草
分
け
で
あ
る

彼
ら
が
グ
リ
ー
グ
に
つ
い
て
好
意
的
な
言
葉
を
残
し
て
い
た
こ
と
は
注
目
さ

れ
る
。

近
代
日
本
に
お
け
る
グ
リ
ー
グ
解
釈
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
音
楽
史
家
ヘ
ン

リ
ー
・
フ
ィ
ン
ク
の
影
響
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
フ
ィ
ン

ク
は
グ
リ
ー
グ
に
ほ
ぼ
1
章
を
あ
て
た
歌
曲
に
関
す
る
著
作
を
１
９
０
０
年

に
、
そ
し
て
グ
リ
ー
グ
の
伝
記
を
１
９
０
９
年
に
出
版
し
、
前
者
は
前
田
春

聲
に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
、『
泰
西
の
歌
曲
と
其
作
曲
家
』
の
タ
イ
ト
ル
で

１
９
２
１
年
に
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
本
の
中
で
フ
ィ
ン
ク
は
グ
リ
ー
グ
を

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
に
次
ぐ
歌
曲
作
家
と
位
置
づ
け
、
そ
の
音
楽
の
斬
新
さ
を
強

調
し
た
。
そ
し
て
グ
リ
ー
グ
の
音
楽
に
お
け
る
民
族
性
よ
り
も
個
性
を
、
と

り
わ
け
独
自
の
旋
律
と
和
声
か
ら
繰
り
出
さ
れ
る
気
分
を
重
要
視
し
た
。

フ
ィ
ン
ク
の
著
作
は
、
グ
リ
ー
グ
を
深
く
学
ぶ
当
時
の
日
本
人
に
と
っ
て
主

な
参
考
書
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
こ
と
が
、
彼
ら
の
グ
リ
ー
グ
解
釈
か

ら
わ
か
る
。

本
文
の
後
の
付
録
に
は
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
初
期
の
日
本
で
グ
リ
ー
グ

の
音
楽
が
演
奏
さ
れ
た
演
奏
会
と
曲
目
の
一
覧
、
日
本
で
出
版
さ
れ
た
グ

リ
ー
グ
に
関
す
る
著
作
お
よ
び
音
楽
雑
誌
記
事
等
の
一
覧
、
日
本
で
出
版
さ

れ
た
グ
リ
ー
グ
の
楽
譜
の
一
覧
、
日
本
で
生
産
さ
れ
た
グ
リ
ー
グ
のSP

レ

コ
ー
ド
の
一
覧
、
小
松
耕
輔
に
よ
る
「
理
想
的
國
民
樂
」、
ペ
ツ
ォ
ル
ト
に

関
す
る
資
料
・
デ
ー
タ
の
一
覧
を
掲
載
し
て
い
る
。

調
査
を
通
じ
て
、
近
代
日
本
に
お
い
て
積
極
的
だ
っ
た
グ
リ
ー
グ
受
容
の

詳
細
が
明
ら
か
に
な
る
と
同
時
に
、
現
代
日
本
に
お
け
る
受
容
と
の
違
い
が

浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。戦
後
の
日
本
に
お
い
て
は
、グ
リ
ー
グ
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー

を
代
表
す
る
国
民
楽
派
の
作
曲
家
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
の
、
ロ
シ
ア
な

ど
の
国
民
楽
派
の
作
曲
家
に
比
べ
て
民
族
的
な
性
格
は
穏
や
か
だ
と
さ
れ
て

軽
視
さ
れ
る
な
ど
、
音
楽
学
者
の
間
で
低
い
評
価
を
受
け
て
き
た
。
し
か
し

戦
前
に
お
い
て
は
、
グ
リ
ー
グ
の
音
楽
は
以
上
の
よ
う
な
様
々
な
要
因
が

あ
っ
て
積
極
的
に
受
容
さ
れ
、
日
本
の
音
楽
界
に
確
か
な
存
在
感
を
示
し
て

い
た
と
言
え
る
。

オ
ペ
ラ
《
ル
ッ
ジ
ェ
ロ
王
》
の
成
立
史

―
資
料
研
究
と
文
脈
研
究
の
視
座
か
ら
―

重　

川　

真　

紀

本
論
文
は
、
カ
ロ
ル
・
シ
マ
ノ
フ
ス
キ
（K

arol Szym
anow

ski, 1882-

1937

）
の
オ
ペ
ラ
《
ル
ッ
ジ
ェ
ロ
王K

ról Roger

》
作
品
46
（1918-24

年

作
曲
）
の
成
立
史
を
、
一
次
資
料
に
基
づ
く
台
本
分
析
と
文
脈
研
究
、
楽
曲

分
析
を
通
し
て
再
構
築
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
オ
ペ
ラ
は
、
題
材
や
音
楽

四
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語
法
の
点
か
ら
、
シ
マ
ノ
フ
ス
キ
の
作
品
史
に
お
い
て
も
西
洋
オ
ペ
ラ
史
に

お
い
て
も
特
異
な
位
置
を
占
め
て
い
る
と
言
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
そ
の
要

因
と
さ
れ
た
シ
マ
ノ
フ
ス
キ
の
台
本
改
変
の
内
実
と
そ
れ
が
音
楽
に
及
ぼ
し

た
影
響
の
問
題
が
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
十
分
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
と
は
言
い

難
い
。
そ
こ
で
本
論
文
で
は
、
創
作
に
関
わ
る
書
簡
や
回
想
録
を
参
照
し
な

が
ら
、
こ
の
オ
ペ
ラ
の
台
本
の
自
筆
稿
や
手
稿
譜
等
に
見
ら
れ
る
加
筆
・
修

正
部
分
に
着
目
し
て
制
作
過
程
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
れ
ま
で
あ
ま

り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
作
曲
ス
ケ
ッ
チ
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
を
作
品
解

釈
へ
と
つ
な
げ
た
点
に
お
い
て
、
本
論
文
は
シ
マ
ノ
フ
ス
キ
研
究
に
お
け
る

新
た
な
視
座
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
一
章
で
は
シ
マ
ノ
フ
ス
キ
と
台
本
の
共
同
執
筆
者
で
あ
る
ヤ
ロ
ス
ワ

フ
・
イ
ヴ
ァ
シ
ュ
キ
ェ
ー
ヴ
ィ
チ
（Jarosław

 Iw
aszkiew

icz, 1894-

1980

）
の
自
筆
台
本
（
ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
学
付
属
図
書
館
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
作

曲
家
ア
ル
ヒ
ー
フ
」
所
蔵
）
に
見
ら
れ
る
追
加
、
削
除
、
修
正
等
の
書
き
込

み
の
分
析
を
行
う
。
そ
こ
か
ら
シ
マ
ノ
フ
ス
キ
の
台
本
改
変
が
、
実
際
に
は

発
案
時
に
作
成
さ
れ
て
い
た
「
シ
チ
リ
ア
劇
の
草
案
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

第
二
章
で
は
、
こ
の
作
品
が
当
初
「
神
秘
劇
」
と
銘
打
た
れ
て
い
た
点
に

注
目
し
、
シ
マ
ノ
フ
ス
キ
と
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
と
の
関
わ
り
を
当
時
の
文
化
的

潮
流
に
着
目
し
て
考
察
す
る
。《
ル
ッ
ジ
ェ
ロ
王
》
は
「
神
秘
劇
」
と
い
う

用
語
か
ら
想
起
さ
れ
る
中
世
の
宗
教
劇
よ
り
む
し
ろ
、
当
時
広
く
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
見
ら
れ
た
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
リ
バ
イ
バ
ル
と
関
わ
っ
て
お
り
、
シ
マ
ノ

フ
ス
キ
は
こ
の
流
れ
を
受
け
て
同
時
期
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
書
か
れ
た
文
学
作

品
か
ら
も
着
想
を
得
て
い
た
の
で
あ
る
。
書
簡
や
発
言
か
ら
は
彼
が
当
時
の

オ
ペ
ラ
に
幻
滅
を
感
じ
て
い
た
様
子
が
見
て
取
れ
る
こ
と
か
ら
、「
神
秘
劇
」

に
舞
台
作
品
の
新
た
な
可
能
性
を
見
出
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

第
三
章
で
は
《
ル
ッ
ジ
ェ
ロ
王
》
の
舞
台
で
あ
る
「
中
世
シ
チ
リ
ア
」、

物
語
の
核
で
あ
る
「
王
と
羊
飼
い
の
対
立
」、
影
の
主
役
と
も
い
え
る
「
異

教
徒
の
羊
飼
い
」
の
三
つ
の
要
素
を
取
り
上
げ
、
各
々
の
具
体
的
な
源
泉
に

つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
の
オ
ペ
ラ
の
着
想
に
は
、
シ
マ
ノ
フ
ス
キ
自
身
の
シ

チ
リ
ア
体
験
や
数
々
の
文
学
作
品
の
影
響
が
指
摘
で
き
る
。
こ
こ
で
は
主
に

タ
デ
ウ
シ
ュ
・
ミ
チ
ン
ス
キ
の
戯
曲
『
バ
ジ
リ
ッ
サ
・
テ
オ
フ
ァ
ヌ
』、
エ

ウ
リ
ピ
デ
ス
の
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
『
バ
ッ
コ
ス
の
信
女
』、
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ペ

イ
タ
ー
の
短
編
『
ド
ニ
・
ロ
ー
セ
ロ
ワ
』
を
と
り
あ
げ
、
シ
マ
ノ
フ
ス
キ
自

身
が
書
い
た
小
説
『
エ
フ
ェ
ボ
ス
』（
手
稿
の
一
部
の
み
現
存
）
も
参
照
し

な
が
ら
、「
理
想
郷
」
と
し
て
の
中
世
シ
チ
リ
ア
と
自
分
の
信
条
の
代
弁
者

で
あ
る
「
羊
飼
い
」
と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
形
成
さ
れ
た
経
緯
を
示
す
。

第
四
章
で
は
、
前
章
で
取
り
上
げ
た
三
つ
の
主
題
が
ど
の
よ
う
に
音
楽
化

さ
れ
て
い
る
の
か
を
楽
曲
分
析
に
よ
っ
て
示
す
。
こ
の
オ
ペ
ラ
で
は
、
羊
飼

い
と
王
妃
ロ
ク
サ
ー
ナ
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
る
ラ
イ
ト
モ
テ
ィ
ー
フ
が
そ
の
聴

き
や
す
さ
と
あ
る
種
の
「
閉
じ
た
」
構
造
を
形
成
す
る
こ
と
で
、
動
機
加
工

と
そ
の
展
開
が
複
雑
な
ル
ッ
ジ
ェ
ロ
王
よ
り
も
音
楽
的
存
在
感
が
強
調
さ
れ
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る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
根
底
に
あ
る
は
ず
の
主
人
公
の
葛
藤
の

物
語
を
見
え
に
く
く
し
て
い
る
点
を
指
摘
し
た
。

第
五
章
で
は
、
シ
マ
ノ
フ
ス
キ
・
ア
ル
ヒ
ー
フ
、
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
立
図
書
館
所
蔵
の
《
ル
ッ
ジ
ェ
ロ
王
》
の
手
稿
譜
を
、
使

用
さ
れ
て
い
る
筆
記
用
具
や
筆
致
、譜
面
の
完
成
度
な
ど
を
も
と
に「
ス
ケ
ッ

チ
」、「
草
稿
」、「
浄
書
」、「
浄
書
譜
の
複
製
（
印
刷
用
最
終
稿
）」
の
四
つ

の
段
階
に
当
て
は
め
、と
く
に
改
変
に
関
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る「
ス
ケ
ッ

チ
」
と
「
草
稿
」
を
も
と
に
そ
の
記
譜
内
容
を
分
析
す
る
。
そ
こ
か
ら
ア
メ

リ
カ
議
会
図
書
館
所
蔵
の
「
草
稿
」
に
見
ら
れ
る
詞
章
の
追
加
部
分
は
、
ま

さ
に
台
本
改
変
の
最
中
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
シ
マ
ノ
フ
ス
キ
が

五
線
譜
の
差
し
替
え
や
フ
レ
ー
ズ
の
挿
入
を
行
っ
た
箇
所
で
は
、
そ
の
前
後

の
音
楽
の
流
れ
に
ほ
と
ん
ど
変
化
が
生
じ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ

の
こ
と
は
《
ル
ッ
ジ
ェ
ロ
王
》
に
対
す
る
シ
マ
ノ
フ
ス
キ
の
詩
的
・
音
楽
的

イ
メ
ー
ジ
が
、
創
作
の
初
期
段
階
で
か
な
り
出
来
上
が
っ
て
い
た
可
能
性
を

示
し
て
お
り
、
表
向
き
の
様
式
的
特
徴
だ
け
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
、
シ
マ
ノ

フ
ス
キ
の
作
曲
コ
ン
セ
プ
ト
の
一
貫
性
を
も
示
し
う
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ

る
。第

六
章
で
は
、
こ
の
オ
ペ
ラ
に
見
ら
れ
る
ア
ラ
ブ
音
楽
的
要
素
に
つ
い
て
、

ど
の
程
度
具
体
的
な
要
素
が
見
出
さ
れ
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
作
曲
技
法
を

通
じ
て
取
り
込
ま
れ
て
い
る
の
か
を
検
討
す
る
。
こ
こ
で
は
同
時
期
に
バ
ル

ト
ー
ク
が
行
っ
た
ビ
ス
ク
ラ
地
方
で
の
民
謡
収
集
を
参
照
し
な
が
ら
、
シ
マ

ノ
フ
ス
キ
が
シ
チ
リ
ア
で
実
際
に
聴
い
た
と
思
わ
れ
る
音
楽
の
特
徴
が
、
オ

ペ
ラ
の
第
二
幕
中
盤
に
あ
る
〈
羊
飼
い
の
信
者
た
ち
の
踊
り
〉
部
分
の
旋
律

構
造
や
リ
ズ
ム
的
特
質
、
楽
器
法
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
し
か

し
、
そ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
様
式
的
特
徴
の
借
用
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
り
、

シ
マ
ノ
フ
ス
キ
の
目
的
は
ル
ッ
ジ
ェ
ロ
王
の
世
界
と
対
立
す
る
異
教
的
な
要

素
の
強
調
、
す
な
わ
ち
他
の
部
分
と
は
明
ら
か
に
異
質
な
音
楽
を
提
示
す
る

こ
と
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
作
曲
手
法
は
後
の
作
風
を
予
見
さ
せ
る
も
の
で
あ

り
、
作
曲
者
の
目
的
が
特
定
の
時
代
や
場
所
で
は
な
く
自
身
の
考
え
る
普
遍

的
な
時
空
間
を
描
き
だ
す
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
う
点
に
お
い
て
、《
ル
ッ
ジ
ェ

ロ
王
》
以
降
の
作
品
と
の
間
に
共
通
す
る
理
念
が
見
出
せ
る
。
最
後
に1926

年
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
初
演
の
受
容
を
め
ぐ
る
問
題
を
論
じ
な
が
ら
、
文
化
の
多

様
性
に
対
す
る
シ
マ
ノ
フ
ス
キ
の
態
度
が
《
ル
ッ
ジ
ェ
ロ
王
》
の
在
り
方
に

大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

「
明
和
の
改
正
」
に
つ
い
て
の
研
究

橋　

場　

夕　

佳

十
五
世
観
世
大
夫
元
章
（
享
保
七
年
﹇
一
七
二
二
﹈
〜
安
永
三
年

﹇
一
七
七
四
﹈）
が
中
心
と
な
っ
て
、
田
安
宗
武
（
正
徳
五
年
﹇
一
七
一
五
﹈

〜
明
和
八
年
﹇
一
七
七
一
﹈）
の
指
導
の
も
と
行
わ
れ
、「
明
和
の
改
正
」
と

四
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し
て
知
ら
れ
る
能
楽
改
革
は
、
従
来
の
詞
章
を
大
幅
に
改
訂
し
た
所
謂
「
明

和
改
正
謡
本
」
の
刊
行
、
そ
れ
に
伴
う
間
狂
言
の
改
訂
、
新
た
な
小
書
（
特

殊
演
出
）
の
創
案
な
ど
、
観
世
大
夫
が
取
り
組
ん
だ
能
の
ト
ー
タ
ル
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
本
論
文
は
、
こ
の
「
明
和
の
改
正
」
に
つ
い
て
、
詞

章
改
訂
、
演
出
、
間
狂
言
と
い
う
三
つ
の
要
素
か
ら
、
そ
の
実
態
と
目
指
し

た
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
一
章
で
は
、
明
和
改
正
謡
本
に
収
め
ら
れ
る
『
伊
勢
物
語
』
を
素
材
と

し
た
能
作
品
《
井
筒
》《
杜
若
》《
小
塩
》《
雲
林
院
》
及
び
独
吟
《
葛
の
袴
》

を
取
り
上
げ
、
そ
の
詞
章
改
訂
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
明
和
本
の
改
訂
作
業

が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
田
安
家
に
お
い
て
、旧
来
の
『
伊
勢
物
語
』

理
解
（
こ
れ
ら
の
作
品
の
背
景
に
あ
る
中
世
の
『
伊
勢
物
語
』
古
註
釈
の
流

れ
を
汲
む
理
解
）
を
打
破
す
る
新
し
い
註
釈
が
成
立
し
て
間
も
な
い
頃
、
当

時
の
最
新
の
古
典
研
究
の
成
果
を
反
映
し
て
改
訂
さ
れ
た
の
が
こ
れ
ら
の
作

品
で
あ
る
。
そ
の
解
釈
や
考
証
の
成
果
は
、
能
の
詞
章
の
み
な
ら
ず
、
演
出

や
装
束
、
間
狂
言
に
ま
で
反
映
さ
れ
て
い
る
。
第
二
章
で
は
、
こ
う
し
た
環

境
の
中
で
「
明
和
の
改
正
」
に
取
り
組
ん
だ
元
章
が
、
刊
行
さ
れ
た
明
和
本

に
施
し
た
書
入(

観
世
文
庫
蔵
『
明
和
改
正
謡
本
改
装
本
』
の
書
入)

の
内
容

に
つ
い
て
検
証
し
た
。
各
詞
章
の
典
拠
を
書
き
留
め
る
姿
勢
は
、
作
品
の
典

拠
に
忠
実
に
改
訂
す
る
明
和
本
の
方
針
と
通
じ
る
。
ま
た
、
演
能
記
録
に
つ

い
て
の
書
入
は
観
世
家
に
伝
わ
る
謡
本
へ
の
書
入
を
さ
ら
に
考
証
し
、
整
理

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

第
三
章
で
は
、「
明
和
の
改
正
」
の
演
出
面
で
の
改
革
に
つ
い
て
論
じ
た
。

同
改
正
で
創
案
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
小
書
《
富
士
太
鼓
》「
現
之
楽
」、《
杜

若
》「
恋
之
舞
」
を
中
心
に
し
て
、
諸
資
料
に
よ
り
創
案
当
時
の
演
出
を
再

現
し
、
そ
の
意
図
を
検
証
し
た
。
そ
の
結
果
、
元
章
創
案
の
演
出
が
、
詞
章

改
訂
に
よ
っ
て
明
確
に
さ
れ
た
主
題
を
軸
に
、
そ
れ
を
象
徴
す
る
演
技
を
取

り
入
れ
る
こ
と
で
、
主
題
を
観
る
側
に
わ
か
り
や
す
く
可
視
化
す
る
方
法
を

と
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ま
で
の
秘
伝
的
な

小
書
の
成
り
立
ち
と
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

第
四
章
、
第
五
章
は
、
改
訂
し
た
明
和
本
に
合
わ
せ
て
ワ
キ
や
ア
イ
の
セ

リ
フ
を
集
成
し
た
『
副
言
巻
』
に
関
す
る
研
究
で
あ
る
。『
副
言
巻
』
は
、

能
の
前
場
と
後
場
に
は
さ
ま
れ
た
間
ノ
段
に
お
け
る
ワ
キ
と
ア
イ
の
セ
リ

フ
・
語
リ
が
大
半
を
占
め
る
た
め
、
同
書
の
内
容
を
考
察
す
る
こ
と
は
、「
明

和
の
改
正
」
に
取
り
組
ん
だ
元
章
や
宗
武
、
そ
の
周
辺
が
、
能
に
お
い
て
間

ノ
段
は
ど
う
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
を
考
察
す

る
こ
と
に
も
な
る
。
第
四
章
で
は
、
ま
ず
、『
副
言
巻
』
成
立
ま
で
に
誰
が

ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
き
た
か
と
い
う
問
題
を
検
証
し
た
。『
副
言
巻
』
本

文
と
他
の
間
狂
言
台
本
の
そ
れ
と
の
比
較
か
ら
狂
言
方
鷺
流
と
の
関
わ
り
を

指
摘
し
、
新
出
の
資
料
か
ら
は
、
宗
武
や
元
章
が
同
書
の
制
定
に
ど
の
よ
う

な
役
割
を
果
た
し
た
か
を
考
え
た
。
第
四
章
に
お
け
る
『
副
言
巻
』
周
辺
に

つ
い
て
の
考
察
を
踏
ま
え
、
第
五
章
で
は
、『
副
言
巻
』
の
《
朝
長
》《
敦
盛
》

《
海
士
》
の
ア
イ
を
検
証
し
、
そ
の
目
指
し
た
と
こ
ろ
に
つ
い
て
考
え
た
。
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前
場
と
後
場
の
間
に
差
し
挟
ま
れ
る
間
狂
言
は
、
そ
も
そ
も
は
能
と
一
体
の

も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
狂
言
方
が
独
自
に
発
展
さ
せ
て
き
た
ア
イ

語
リ
が
、
能
の
内
容
と
乖
離
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
ま
ま
あ
っ
た
。
そ

の
よ
う
な
当
時
の
状
況
に
お
い
て
、
能
全
体
の
改
革
に
取
り
組
ん
だ
「
明
和

の
改
正
」
で
は
、
能
の
一
部
と
し
て
の
間
狂
言
を
意
識
し
、
能
の
ド
ラ
マ
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
も
の
と
し
て
間
狂
言
を
位
置
づ
け
て
い
る
。『
副
言
巻
』
の

改
訂
は
能
の
詞
章
に
「
副
う
」
言
葉
を
目
指
し
て
制
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

指
摘
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
国
学
偏
重
に
よ
る
極
端
な
詞
章
改
訂
が
注
目
さ
れ
が
ち
で

あ
っ
た
「
明
和
の
改
正
」
で
あ
る
が
、
作
品
解
釈
に
よ
っ
て
詞
章
を
改
訂
し
、

主
題
を
明
確
に
表
現
す
る
演
出
を
創
案
す
る
、
さ
ら
に
、
そ
の
能
に
合
わ
せ

た
間
狂
言
を
作
り
上
げ
る
と
い
う
「
明
和
の
改
正
」
の
取
り
組
み
は
、
古
典

芸
能
と
し
て
の
能
の
ひ
と
つ
の
在
り
方
と
し
て
有
り
得
る
べ
き
試
み
で
あ
り
、

現
在
の
能
楽
に
と
っ
て
も
参
考
に
す
べ
き
指
針
で
あ
る
と
結
ん
だ
。

仏
涅
槃
図
の
研
究

―
図
像
と
テ
キ
ス
ト
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
―

古
谷
（
富
岡
）
優
子

本
稿
は
、
三
部
の
論
考
お
よ
び
序
文
と
結
語
か
ら
な
り
、
仏
涅
槃
図
と
そ

の
所
依
た
る
テ
キ
ス
ト
の
関
係
に
着
目
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
来
の
根
本
た

る
テ
キ
ス
ト
を
粗
略
に
扱
っ
て
き
た
涅
槃
図
研
究
に
一
石
を
投
じ
、
そ
の
見

直
し
を
提
起
し
た
。

第
１
部
で
は
、
滋
賀
・
石
山
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
仏
涅
槃
図
（
以
下
石
山
寺

本
）
を
扱
っ
た
。
石
山
寺
本
は
他
の
涅
槃
図
と
異
な
る
特
徴
を
持
つ
と
先
学

よ
り
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
例
え
ば
、
釈
迦
は
目
を
開
き
眼
前
の
会
衆

を
見
つ
め
る
よ
う
に
横
た
わ
る
点
、
会
衆
は
比
較
的
穏
や
か
な
様
相
を
呈
す

点
、
牀
台
前
に
供
物
台
や
立
姿
の
菩
薩
と
跪
く
俗
形
が
描
か
れ
る
点
な
ど
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
に
つ
い
て
関
口
正
之
氏
は
『
大
般
涅
槃
経
』
な
ど

の
序
品
に
見
ら
れ
る
釈
迦
入
涅
槃
前
の
姿
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
と
提
起
さ

れ
た
が
図
様
の
全
て
が
解
釈
出
来
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
特
徴

を
改
め
て
解
明
す
る
た
め
、
涅
槃
図
の
所
依
と
な
り
得
る
経
典
類
を
通
覧
す

る
と
い
う
作
業
を
行
っ
た
。
こ
の
作
業
を
踏
ま
え
た
上
で
、
石
山
寺
本
に
お

い
て
釈
迦
の
眼
前
に
描
か
れ
る
供
物
台
前
の
人
物
群
つ
い
て
（
１
）
立
姿
の

菩
薩
と
華
籠
を
捧
持
す
る
人
物
（
２
）
冠
に
「
王
」
と
付
さ
れ
た
人
物
（
３
）

若
い
僧
侶
と
俗
形
の
老
人
、
に
分
け
て
各
々
考
察
し
、（
１
）
は
文
殊
菩
薩

と
純
陀
（
２
）
は
阿
闍
世
王
（
３
）
は
阿
難
と
須
跋
陀
羅
と
比
定
で
き
る
と

の
結
果
を
得
た
。
そ
し
て
彼
ら
が
い
わ
ゆ
る
「
大
乗
涅
槃
経
」
の
主
要
な
説

話
場
面
に
あ
ら
わ
れ
る
人
物
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
特
徴
的
と
い
わ
れ
て
き

た
図
様
全
て
が
大
乗
涅
槃
経
で
解
釈
で
き
る
た
め
、
石
山
寺
本
は
大
乗
涅
槃

経
を
体
現
し
た
作
品
と
結
論
付
け
た
。
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第
２
部
で
は
京
都
・
万
寿
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
涅
槃
変
相
図
（
以
下
万
寿
寺

本
）
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
っ
た
。
万
寿
寺
本
は
涅
槃
を
中
心
に
、
純
陀
供

養
、
虚
空
上
昇
、
聖
棺
不
動
、
聖
棺
飛
旋
、
金
棺
出
現
、
迦
葉
接
足
、
分
舎

利
の
計
八
場
面
か
ら
成
る
。
本
図
の
よ
う
な
涅
槃
変
相
図
に
つ
い
て
は
、
先

学
に
よ
り
明
恵
（1173

〜1232

）
撰
述
の
『
涅
槃
講
式
』
と
の
関
係
性
が

指
摘
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
涅
槃
講
式
に
記
述
の
な
い
純
陀
供
養
、
金
棺

出
現
の
二
場
面
を
い
か
に
解
釈
す
る
か
な
ど
、
未
解
明
の
問
題
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
南
宋
時
代
に
描
か
れ
た
叡
福
寺
所
蔵
の
涅
槃
変
相
図
と
万
寿
寺
本

と
の
比
較
を
通
し
、
本
図
が
南
宋
の
図
様
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
た
。
次
に
画
面
構
成
に
着
目
し
、上
部
六
場
面
に
つ
い
て
は
明
恵
の『
涅

槃
講
式
』
の
順
序
通
り
、
虚
空
上
昇
の
場
面
を
起
点
に
円
環
構
図
を
な
す
こ

と
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
残
る
純
陀
供
養
と
金
棺
出
現
に
つ
い
て
は
、
平
安

中
期
の
天
台
僧
源
信
（942

〜1017

）
撰
述
の
『
涅
槃
講
式
』
に
純
陀
の
供

養
に
倣
い
福
徳
を
得
る
こ
と
が
涅
槃
会
の
趣
旨
で
あ
る
と
説
か
れ
、
金
棺
出

現
に
関
す
る
記
述
が
見
出
せ
る
こ
と
、
ま
た
天
台
寺
院
に
伝
わ
っ
た
と
さ
れ

る
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
『
釈
迦
金
棺
出
現
図
』
に
金
棺
出
現
に
加
え
、
純

陀
供
養
が
描
き
こ
ま
れ
て
い
る
点
か
ら
、
明
恵
以
前
の
天
台
宗
に
お
け
る
涅

槃
会
の
伝
統
が
息
づ
い
て
い
る
可
能
性
を
述
べ
た
。
さ
ら
に
、
万
寿
寺
本
が

東
福
寺
の
塔
頭
で
あ
っ
た
三
聖
寺
の
蔵
品
で
あ
っ
た
こ
と
、
三
聖
寺
が
東
福

寺
開
山
円
爾
の
影
響
を
受
け
南
宋
の
文
化
を
積
極
的
に
摂
取
し
、
様
々
な
出

自
の
僧
が
集
う
諸
宗
兼
学
の
寺
院
と
し
て
栄
え
た
こ
と
を
指
摘
。
そ
の
上
で

同
寺
の
よ
う
な
兼
修
寺
院
で
使
用
さ
れ
る
涅
槃
図
こ
そ
様
々
な
要
素
が
包
含

さ
れ
る
万
寿
寺
本
の
よ
う
な
涅
槃
変
相
図
が
相
応
し
い
と
指
摘
し
た
。

第
３
部
で
は
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
「
釈
迦
金
棺
出
現
図
」（
以
下
金
棺

出
現
図
）
を
取
り
上
げ
た
。
金
棺
出
現
図
に
純
陀
の
供
養
場
面
が
描
か
れ
て

い
る
こ
と
は
先
学
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
た
が
理
由
に
つ
い
て
は
未
解

明
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
純
陀
の
供
養
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
る
大
乗
涅
槃
経

を
見
直
し
、
釈
迦
の
正
面
に
描
か
れ
た
純
陀
の
供
養
を
媒
介
す
る
か
の
よ
う

な
菩
薩
に
注
目
。
こ
の
菩
薩
が
純
陀
の
供
養
さ
ら
に
は
大
乗
涅
槃
経
で
重
要

な
役
割
を
果
た
す
文
殊
菩
薩
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
加
え
て
文
殊
菩
薩

と
そ
の
背
後
に
描
か
れ
た
阿
難
で
「
文
殊
の
阿
難
救
済
」、
阿
難
に
重
な
り

合
う
よ
う
に
描
か
れ
た
須
跋
陀
羅
で
「
須
跋
陀
羅
の
帰
依
」
と
大
乗
涅
槃
経

に
記
載
さ
れ
た
場
面
を
示
す
こ
と
を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
金
棺
出
現
、
純
陀

の
供
養
い
ず
れ
の
場
面
で
も
、
釈
迦
の
毛
孔
よ
り
化
仏
が
放
た
れ
る
点
に
共

通
性
が
見
出
せ
、
本
図
に
描
か
れ
る
化
仏
放
出
の
様
子
は
金
棺
出
現
お
よ
び

純
陀
の
供
養
と
の
ダ
ブ
ル
イ
メ
ー
ジ
と
な
る
こ
と
、
さ
ら
に
大
乗
涅
槃
経
と

金
棺
出
現
を
結
ぶ
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
仏
母
経
の
一
種
で
あ
る
『
大
般
涅
槃

摩
耶
夫
人
品
経
』
に
着
目
し
、
そ
の
中
に
金
棺
出
現
の
前
に
大
乗
涅
槃
経
に

あ
る
「
文
殊
の
阿
難
救
済
」
が
記
さ
れ
、
元
代
に
編
集
さ
れ
た
『
勅
修
百
丈

清
規
』
に
は
純
陀
の
供
養
、
文
殊
の
阿
難
救
済
、
須
跋
陀
羅
の
帰
依
、
涅
槃

そ
し
て
金
棺
出
現
と
金
棺
出
現
図
に
描
か
れ
た
場
面
が
連
続
的
に
記
載
さ
れ

る
こ
と
よ
り
、
本
図
の
制
作
に
純
陀
の
供
養
、
金
棺
出
現
を
つ
な
ぐ
テ
キ
ス

四
校



111

ト
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
最
後
に
、
本
図
の
制
作
背
景

と
し
て
十
世
紀
の
半
ば
に
亡
く
な
っ
た
朱
雀
院
の
追
善
供
養
に
あ
た
り
、
朱

雀
院
の
実
母
・
藤
原
穏
子
が
作
ら
せ
た
願
文
に
、
穏
子
を
摩
耶
夫
人
、
朱
雀

院
を
釈
迦
に
見
立
て
る
表
現
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
図
の
よ
う
な
図
像

が
高
貴
な
人
物
の
追
善
供
養
の
本
尊
、
も
し
く
は
荘
厳
の
一
つ
と
し
て
使
用

さ
れ
た
可
能
性
を
述
べ
た
。

以
上
、
三
篇
の
論
考
を
通
し
、
涅
槃
図
研
究
で
等
閑
視
ま
た
は
部
分
的
に

取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
テ
キ
ス
ト
の
見
直
し
を
行
い
、
涅
槃
図
の
図
像
形
成

に
は
涅
槃
経
典
に
加
え
、
儀
式
や
法
要
の
た
め
に
制
作
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
が

影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
具
体
的
に
指
摘
し
た
。
テ
キ
ス
ト
や
こ
れ
に
と

も
な
う
歴
史
的
背
景
の
考
察
に
よ
り
涅
槃
図
研
究
の
新
た
な
方
法
論
を
提
示

し
た
。
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